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朝日天神山古墳群は、市内に存在する４基の前方後円墳のうち、２

基が所在し、昭和初期の天満社建設の際に鏡や馬具をはじめとして、

数多くの副葬品が発見され、古くからその名を知られていました。

当委員会では平成９年度から県指定史跡に申請するための基礎資料

を得る目的で確認調査を実施し、古墳の内容が徐々に明らかになって

まいりました。特に平成14年度の５次調査では、古墳時代後期におけ

る県内最大級の前方後円墳であることが判明し、また、当時の九州と

畿内との関係を考える上でも重要な古墳群であることもわかりまし

た。

５次にわたる調査の成果をもとに関係者のご理解やご協力によっ

て、大分県指定史跡として文化財の指定を受けることになり、永久的

に保護されることになりました。

本書はこうした発掘調査の内容を整理し、報告するもので、文化財

の保護や地域の歴史、学術研究等にご活用いただければ幸いです。

最後になりましたが、調査から報告書作成にいたるまで、多大なる

ご指導を賜りました大分県教育委員会や指導の先生方、さらには調査

へのご協力をいただきました土地所有者ならびに地元の皆様方に対

し、心から厚くお礼を申し上げます。

平成17年３月31日

日田市教育委員会

教育長　



１．本書は日田市教育委員会が国庫・県費の補助を受けて実施した朝日天神山古墳群

の発掘調査報告書である。

２．本古墳群は従来、天満古墳群として、周知遺跡分布図に収録され、周知されてき

たが、本報告書を以って、正式に朝日天神山古墳群と改称する。

３．調査は日田市教育委員会が主体となり、別府大学の協力のもとに実施したが、平

成11年度の３次調査のみ、日田市教育委員会が別府大学に業務委託を行い、調査

を実施した。

４．各年次の調査にあたっての協力者は I (5)調査組織に記した。

５．調査現場での実測・写真撮影は担当者のほか、別府大学大学院生・学生があたり、

一部写真撮影については文化財写真家　長谷川正美氏（現雅企画有限会社）に委

託した。

６．本書の写真図版に用いた航空写真は有限会社スカイサーベイ九州に撮影委託した

写真を、遺物写真は別府大学が撮影したほか、長谷川正美氏（雅企画有限会社）

に撮影委託した写真を使用した。

７．日田市は平成17年３月22日に旧日田郡（天瀬町・大山町・前津江村・中津江村・

上津江村）と合併したが、本文中での地理的・歴史的環境は旧日田市の現状で記

している。

８．出土遺物および図面、写真類は日田市埋蔵文化財センターおよび別府大学付属博

物館に保管している。

９．本書の執筆は I (1)・IIを土居、I (2)～(5)・IIIを若杉、VIを土居・下村、韓国語要

旨を下村・朴 芝然があたり、IV・Vについては担当を文末に記した。

10．本書の編集は、土居・若杉・下村・玉川で協議し、若杉が行なった。
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第１図　昭和３年の新聞記事

第２図　朝日天神山２号墳採集遺物（1/3）

第３図　県指定史跡範囲地籍図（1/2,000）

第４図　日田市の位置

第５図　朝日天神山古墳群の位置図（1/5,000）

第６図　日田盆地の古墳・横穴墓の分布図（1/25,000）

第７図　１号墳１トレンチ実測図（1/80）

第８図　１号墳２・３トレンチ実測図（1/80）

第９図　１号墳４トレンチ実測図（1/80）

第10図　１号墳５トレンチ実測図（1/80）

第11図　１号墳６トレンチ実測図（1/80）

第12図　１号墳７・８トレンチ実測図（1/40・1/80）

第13図　１号墳９・10トレンチ実測図（1/80）

第14図　１号墳11・12トレンチ実測図（1/80）

第15図　１号墳13・14トレンチ実測図（1/80）

第16図　１号墳15トレンチ実測図（1/80）

第17図　１号墳表採遺物実測図（1/1）

第18図　１号墳１・２・６～８・13トレンチ出土遺物実測図（1/4）

第19図　２号墳１・２トレンチ実測図（1/80）

第20図　２号墳１トレンチ出土遺物実測図（１）（1/4）

第21図　２号墳１トレンチ出土遺物実測図（２）（1/4）

第22図　２号墳３・４トレンチ実測図（1/80）

第23図　２号墳５・６トレンチ実測図（1/80）

第24図　２号墳２・３トレンチ出土遺物実測図（1/4）

第25図　２号墳５トレンチ出土遺物実測図（１）（1/4）

第26図　２号墳５トレンチ出土遺物実測図（２）（1/4）

第27図　２号墳６トレンチ出土遺物実測図（１）（1/4）

第28図　２号墳６トレンチ出土遺物実測図（２）（1/4）

第29図　２号墳６トレンチ出土遺物実測図（３）（1/8）

第30図　２号墳７・８トレンチ実測図（1/80）

第31図　２号墳９・10トレンチ実測図（1/80）

第32図　２号墳９・10トレンチ出土遺物実測図（1/4）

第33図　２号墳11トレンチ実測図（1/80）

第34図　２号墳12・13トレンチ実測図（1/80）

第35図　２号墳14～16トレンチ実測図（1/80）

第36図　２号墳12・14・17トレンチ出土遺物実測図（1/4）



第37図　２号墳17トレンチ実測図（1/80）

第38図　２号墳Ａ区実測図（1/80・1/200）

第39図　２号墳Ｂ区実測図（1/80）

第40図　２号墳Ａ・Ｂ区出土遺物実測図（1/4）

第41図　２号墳Ｃ区実測図（1/80・1/200）

第42図　２号墳Ｃ区出土遺物実測図（1/4）

第43図　２号墳Ｄ区実測図（1/80）

第44図　２号墳出土遺物実測図（1/4）

第45図　１号墳２・３・５～９トレンチ出土遺物実測図（1/4）

第46図　１号墳10～13・15トレンチ出土・表採遺物実測図（1/4）

第47図　２号墳１・６・10・12・15トレンチ出土遺物実測図（1/4）

第48図　１号墳２・４～６トレンチ出土遺物実測図（1/4）

第49図　１号墳７・８～10トレンチ出土遺物実測図（1/4）

第50図　１号墳15トレンチ及び２号墳出土遺物実測図（1/4）

第51図　伝１号墳出土遺物実測図（１）（1/8）

第52図　伝１号墳出土遺物実測図（２）（1/4）

第53図　伝１号墳出土遺物実測図（３）（2/3）

第54図　伝１号墳出土遺物実測図（４）（1/3）

第55図　伝１号墳出土遺物実測図（５）（1/3）

第56図　墳丘復元図及び２号墳縦断面図（1/400）

第57図　２号墳横断面図（1/400）

第58図　１号墳縦・横断面図（1/400）

第59図　大型平底壺分類図（1/8）

第60図　大型平底壺拓影（1/4）

第61図　関連遺跡分布図（1/200万）

第62図　三輪玉出土古墳・遺跡分布図

第63図　古墳時代における枕の分布概念図

第64図　古墳時代における各地の枕（１）（日田盆地及び大分県内）

第65図　古墳時代における各地の枕（２）

第66図　伝１号墳出土遺物と関連資料（1/3）

第67図　関連遺物と朝日天神山古墳群出土遺物実測図（1/8）

付図１　朝日天神山古墳群現況測量図（1/400）

付図２　朝日天神山古墳群トレンチ配置図（1/400）



巻頭図版１　（上）宮原台地遠景（南東から）

（下）宮原台地空中写真（真上から）

巻頭図版２　（上）１次調査空中写真

（下）５次調査空中写真

巻頭図版３　（上）２号墳５トレンチ遺物出土状況

（下）２号墳出土遺物

巻頭図版４　（上）伝１号墳出土遺物（須恵器・土師器）

（下）伝１号墳出土遺物（鏡・鉄器・馬具類）

写真図版１　（上）１次調査空中写真

（下）５次調査空中写真

写真図版２　（上）１号墳１トレンチ全景（西から）

（下）１号墳１トレンチ遺構検出状況（西から）

写真図版３　（上）１号墳１トレンチ列石および土層堆積状況（南から）

（下）１号墳１トレンチ第２石室石組検出状況（西から）

写真図版４　（上）１号墳２トレンチ全景（南西から）

（下）１号墳２トレンチ墳丘土層堆積状況（南から）

写真図版５　（上）１号墳２トレンチ周溝検出状況（南東から）

（下）１号墳２トレンチ列石検出状況（西から）

写真図版６　（上）１号墳３トレンチ近景（北から）

（下）１号墳３トレンチ墳丘土層堆積状況（北から）

写真図版７　（上）１号墳３トレンチ墳丘土層堆積状況（西から）

（下）１号墳３トレンチ周溝土層堆積状況（東から）

写真図版８　（上）１号墳４トレンチ全景（南から）

（下）１号墳４トレンチ溝発掘状況（東から）

写真図版９　（上）１号墳５トレンチ全景（南から）

（下）１号墳５トレンチ遺物出土状況（南から）

写真図版10 （上）１号墳６トレンチ全景（東から）

（下）１号墳６トレンチ遺物出土状況（北から）

写真図版11 （上）１号墳７トレンチ全景（南から）

（下）１号墳７トレンチ墳丘土層堆積状況（南から）

写真図版12 （上）１号墳７トレンチ墳丘基盤掘込状況（北から）

（下）１号墳７トレンチ墳丘土層堆積状況（東から）

写真図版13 （上）１号墳８トレンチ全景（南から）

（下）１号墳８トレンチ遺物出土状況（南から）

写真図版14 （上）１号墳９トレンチ全景（北西から）

（下）１号墳９トレンチ墳丘土層堆積状況（南西から）



写真図版15 （上）１号墳10トレンチ全景（北から）

（下）１号墳10トレンチ近景（北から）

写真図版16 （上）１号墳10トレンチ墳丘土層堆積状況（北から）

（下）１号墳10トレンチ周溝発掘状況（南東から）

写真図版17 （上）１号墳11トレンチ全景（南西から）

（下）１号墳11トレンチ周溝発掘状況（北東から）

写真図版18 （上）１号墳12トレンチ全景（北から）

（下）１号墳12トレンチ周溝発掘状況（北から）

写真図版19 （上）１号墳13トレンチ全景（東から）

（下）１号墳14トレンチ全景（西から）

写真図版20 （上）１号墳14トレンチＡ全景（北西から）

（下）１号墳14トレンチＡ周溝土層堆積状況（北東から）

写真図版21 （上）１号墳15トレンチ全景（北西から）

（下）１号墳15トレンチ土層堆積状況（北東から）

写真図版22 （上）２号墳１トレンチ全景（東から）

（下）２号墳１トレンチ内側周溝遺物出土状況（南から）

写真図版23 （上）２号墳１トレンチ内側周溝発掘状況（南から）

（下）２号墳１トレンチ外側周溝発掘状況（南から）

写真図版24 （上）２号墳２トレンチ全景（東から）

（下）２号墳２トレンチ外側周溝発掘状況（南から）

写真図版25 （上）２号墳２トレンチ内側周溝発掘状況（南東から）

（下）２号墳３トレンチ内側周溝発掘状況（南西から）

写真図版26 （上）２号墳３トレンチ内側周溝土層堆積状況（北西から）

（下）２号墳３トレンチ外側周溝土層堆積状況（北西から）

写真図版27 （上）２号墳４トレンチ全景（南東から）

（下）２号墳４トレンチ内側周溝発掘状況（西から）

写真図版28 （上）２号墳５トレンチ全景（南から）

（下）２号墳５トレンチ外側周溝土層堆積状況（西から）

写真図版29 （上）２号墳５トレンチ内側周溝発掘状況（北西から）

（下）２号墳５トレンチ内側周溝遺物出土状況（北から）

写真図版30 （上）２号墳５トレンチ内側周溝遺物出土状況（西から）

（下）２号墳５トレンチ内側周溝遺物出土状況（北から）

写真図版31 （上）２号墳６トレンチ全景（北から）

（下）２号墳６トレンチ外側周溝発掘状況（西から）

写真図版32 （上）２号墳６トレンチ内側周溝発掘状況（北東から）

（下）２号墳６トレンチ内側周溝遺物出土状況（西から）

写真図版33 （上）２号墳７トレンチＡ内側周溝発掘状況（南から）

（下）２号墳７トレンチＢ墳丘土層堆積状況（東から）



写真図版34 （上）２号墳７トレンチＢ墳丘土層堆積状況（北から）

（下）２号墳７トレンチＢ墳丘土層堆積状況（北から）

写真図版35 （上）２号墳８トレンチ全景（西から）

（下）２号墳８トレンチ外側周溝発掘状況（南から）

写真図版36 （上）２号墳８トレンチ内側周溝土層堆積状況（南から）

（下）２号墳９トレンチ内側周溝発掘状況（北から）

写真図版37 （上）２号墳９トレンチ内側周溝土層堆積状況（東から）

（下）２号墳９トレンチ遺物出土状況

写真図版38 （上）２号墳10トレンチ全景（北から）

（下）２号墳10トレンチ墳丘土層堆積状況（南から）

写真図版39 （上）２号墳10トレンチ墳丘土層堆積状況（東から）

（下）２号墳10トレンチ内側周溝遺物出土状況（南から）

写真図版40 （上）２号墳11トレンチ全景（南西から）

（下）２号墳12トレンチ全景及び土層堆積状況（北から）

写真図版41 （上）２号墳13トレンチ全景（南東から）

（下）２号墳13トレンチ周溝土層堆積状況（南西から）

写真図版42 （上）２号墳14トレンチ全景（北から）

（下）２号墳14トレンチ遺物出土状況（北東から）

写真図版43 （上）２号墳15トレンチ全景（北から）

（下）２号墳15トレンチ周溝土層堆積状況（西から）

写真図版44 （上）２号墳16トレンチ全景（北から）

（下）２号墳17トレンチ発掘状況（北から）

写真図版45 （上）２号墳17トレンチ土層堆積状況（東から）

（下）２号墳Ａ区全景（真上から）

写真図版46 （上）２号墳Ａ区周溝土層堆積状況（北から）

（下）２号墳Ａ区遺物出土状況（東から）

写真図版47 （上）２号墳Ｂ区全景（真上から）

（下）２号墳Ｂ区内側周溝土層堆積状況（北西から）

写真図版48 （上）２号墳Ｃ区全景（真上から）

（下）２号墳Ｃ区外側周溝検出状況（北から）

写真図版49 （上）２号墳Ｃ区内側周溝土層堆積状況及び遺物出土状況（北から）

（下）２号墳Ｃ区外側周溝土層堆積状況（北から）

写真図版50 （上）２号墳Ｄ区全景（北から）

（下）２号墳Ｄ区周溝土層堆積状況（西から）

写真図版51 １号墳出土遺物・表採遺物

写真図版52 １号墳出土遺物・２号墳５トレンチ出土遺物

写真図版53 ２号墳１・５・６・10トレンチ出土遺物

写真図版54 ２号墳１～３・５・６トレンチ出土遺物



写真図版55 ２号墳６トレンチ出土遺物

写真図版56 ２号墳６・９・10トレンチ出土遺物

写真図版57 ２号墳12・14・17トレンチ出土遺物

写真図版58 ２号墳Ａ～Ｃ区、伝１号墳出土遺物（須恵器）

写真図版59 伝１号墳出土遺物（須恵器・石枕）

写真図版60 伝１号墳出土遺物（鉄器）

写真図版61 伝１号墳出土遺物（鉄器）

写真図版62 伝１号墳出土遺物（鉄器）

写真図版63 １号墳出土遺物（弥生土器）

写真図版64 １号墳出土遺物（弥生土器）

写真図版65 １号墳出土遺物（土師質土器）

写真図版66 １号墳出土遺物（土師質土器）

写真１ １次調査指導中の賀川先生

写真２ １次調査指導風景

写真３ ２次調査作業風景

写真４ ３次調査作業風景

写真５ ３次調査作業風景

写真６ ４次調査作業風景

写真７ ５次調査作業風景

写真８ ５次調査現地説明会風景

写真９ １次調査現地説明会風景

写真10 ５次調査現地説明会風景

写真11 吹上遺跡６次調査４号甕棺墓

写真12 小迫辻原遺跡の居館跡

写真13 慈眼山瀬戸口遺跡

写真14 岳林寺

写真15 調査中の永山布政所跡

写真16 豆田の町並み

写真17 朝日宮ノ原遺跡Ａ区４号中世墓

写真18 朝日宮ノ原遺跡Ｄ区

写真19 穴観音古墳と発掘された周溝

写真20 穴観音古墳の石室内部奥壁

写真21 ガランドヤ１号墳の近景

写真22 ガランドヤ１号墳の奧壁

写真23 ガランドヤ２号墳の近景

写真24 ガランドヤ２号墳の奥壁

写真25 日隈古墳出土の細線式獣帯鏡

写真26 姫塚古墳の近景

写真27 惣田塚古墳の近景

写真28 ダンワラ古墳の近景

写真29 法恩寺山３号墳の石室内部

写真30 法恩寺山４号墳出土の雲珠

写真31 鳥羽塚古墳の遠景

写真32 調査中の後山古墳

写真33 薬師堂山古墳の遠景

写真34 丸山古墳の近景

写真35 夕田横穴墓群出土の把手付碗

写真36 尾漕２号墳の空撮

写真37 塔ノ本２号墳の空撮

写真38 平島古墳の近景

写真39 羽野横穴墓群の近景

写真40 城山古墳の近景

写真41 平島横穴墓群の近景

写真42 有田古墳出土の鏡

写真43 北友田横穴墓群出土の子持高坏

写真44 三郎丸古墳の近景

写真45 小迫古墳の主体部

写真46 朝日天神山２号墳の近景

写真47 調査前空中写真

写真48 １号墳調査前風景

写真49 ２号墳調査前風景

……………　３

………………………　３

………………………　３

………………………　３

………………………　４

………………………　４

………………………　４

………………　４

………………　７

………………　７

…………　13

…………………　13

………………………　13

……………………………………　13

…………………　13

……………………………　13

………　14

……………………　14

…………　17

……………　17

………………　17

………………　17

………………　17

………………　17

…………　19

…………………………　19

………………………　19

……………………　19

……………　19

……………　19

………………………　19

………………………　19

……………………　21

…………………………　21

…………　21

………………………　21

……………………　21

…………………………　21

……………………　23

…………………………　23

……………………　23

………………………　23

………　24

………………………　24

………………………　24

………………　24

…………………………　31

………………………　62

………………………　62



第１表 新旧トレンチ対照表

第２表 出土土器観察表（１）

第３表 出土土器観察表（２）

第４表 出土土器観察表（３）

第５表 出土土器観察表（４）

第６表 出土土器観察表（５）

第７表 出土土器観察表（６）

第８表 鏡観察表

第９表 刀剣観察表

第10表 耳環観察表

第11表 馬具観察表

第12表 三輪玉出土古墳一覧表

……………………………………………………………………　32

………………………………………………………………… 120

………………………………………………………………… 121

………………………………………………………………… 122

………………………………………………………………… 123

………………………………………………………………… 124

………………………………………………………………… 125

………………………………………………………………………………… 126

……………………………………………………………………………… 126

……………………………………………………………………………… 126

……………………………………………………………………………… 126

………………………………………………………………… 142



Ｉ

（1）これまでの経緯

１．発見の経緯

この古墳が世に知られるようになったのは、昭和３年の天満社建設の際に、現在の１号墳後円部

石室から多くの遺物が出土したことにはじまる。この時の様子を大分新聞（現在の大分合同新聞）

は「…神社裏手にて古墳に堀當て鏡一面（直徑四寸八分）、槍先一本、轡三個、鐙一對、劍三本（長

さ二尺七寸、二尺五寸、二尺三寸）、簇無数、咬数個、土器数個及馬の額かざりと思はれる精巧な装

飾を施した銅板を發掘したが特に轡は精巧な金属製で貝を以て装飾を施しまた鐙は直徑一尺一寸三

分で従来ありふれた形と相違し丸形のものである…」と報道しており、この記事によれば少なくと

も鏡、鉄刀、鉄鏃、馬具類、土器（須恵器・土師

器）などの遺物が出土したことになる。

こうした遺物のほかにも、同古墳から出土した

と伝えられている勾玉や石枕などがあり、これら

の遺物はその後土地所有者である蒲池家や別府大

学、日田市立博物館と分散し、それぞれで保管さ

れてきた。

なお、この古墳発見時は、１号墳が前方後円墳

とは認識されておらず、地元の人は“経塚”と呼

んでいたそうである。

２．古墳の踏査・研究

戦後になると地元の柿本辰雄氏が昭和３年に遺物の発見された古墳西側に、さらに前方後円墳１

基が存在することを発見し、２基の前方後円墳を“天満宮古墳”西古墳（本報告２号墳）と東古墳

（本報告１号墳）とに呼び分けた。氏は西古墳の全長を約38ｍと推定し、東古墳から出土した遺物の

うち須恵器や土師器には坏・器台・坩・平瓶の器種が存在することなどを報告された。

その後、別府大学の賀川光夫氏はこの古墳を“天神山古墳”と呼び、２基をＡ墳（本報告２号墳）

とＢ墳（本報告１号墳）と呼称し、これらは主軸を東西方向に向けた古墳時代後期の前方後円墳と

位置付け、Ｂ墳からは鏡や馬具が出土したことを紹介している。

昭和51年には“天満古墳”と命名した真野和夫氏によって１号墳出土の遺物や墳形の検討が行わ

れ、１号墳の年代を６世紀中頃前後、２号墳はそれに先立つ５世紀末～６世紀初め頃の築造と考え、

両墳を日田地方の首長墓と位置付けて大和朝廷との関係を示唆している。

昭和60年代後半には大分県前方後円墳研究会による日田市内の前方後円墳の測量や踏査が行われ、

その基礎資料化が図られるなか田中裕介氏は、古墳の略測結果や表面採集資料などをもとに１号墳

を全長約30ｍ、２号墳を全長約60ｍの二段築成と推察し、その築造時期を先の真野氏の提案とは逆

の１号から２号と考え、１号を６世紀中頃、２号を６世紀後半から末とする年代観を示した。

なお、本格的な発掘調査が行なわれる以前のこうした現地調査や研究段階においては、古墳の呼

び名は不統一であり、また２号墳の後円部はその残る墳形から西向きと考えられてきた。
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第１図　昭和３年の新聞記事



３．確認調査まで

この古墳は昭和３年の発見以来古くから知られていたにもかかわらず、これまで本格的な考古学

的調査は実施されないまま現状保存されてきた。昭和30年代後半からは市内台地上では大規模な畑

地を対象とした構造改善事業が開始され、古墳の位置する宮原台地でもこの事業が実施されたが、

幸いにも古墳には神社が祀られ、また杉林であったがために工事の対象外となり破壊を免れてきた。

昭和50年代以降は、文化財を所管する日田市立博物館において古墳の重要性を鑑み、文化財の指定

化が議論されてはきたものの、土地所有者の承諾を得ることができずに長い間の懸案事項となって

きた。

平成８年に入ると土地所有者が亡くなられ、古墳用地を管理する秋吉虎太氏から市教委へ古墳の

指定保存に同意する旨の話が持ちかけられた。市教委では日田市内でも数少ない貴重な前方後円墳

であることから、大分県史跡として文化財指定を行い保存する方向でまとまり、平成８年６月28日

付けで大分県教育長宛に大分県指定文化財指定申請書を提出した。

ところが、この申請に対して大分県文化財保護審議会は、同古墳はこれまでに本格的な調査が実

施されておらず、申請での史跡範囲が適当かどうかの判断ができないとの理由から、大分県文化課

を通じて確認調査が必要という指摘がなされ、申請は継続審議扱いとなった。こうした要請を受け

て市教委では、この指導に基づいて、翌平成９年度に確認調査を実施することを決めた。

註１）柿本辰雄　「才田の前方後円墳」『日田文化創刊号』日田文化財調査委員会　1956年

註２）賀川光夫　「古墳文化」『大分縣史料』考古資料　大分縣史料刊行会　1961年

註３）賀川光夫　「古墳文化」『大分県の考古学』吉川弘文館　1971年

註４）真野和夫　「古墳時代」『大分の歴史（1）』大分合同新聞社　1976年

註５）大分県前方後円墳研究会　「大分県の前方後円墳集成（Ｉ）」『おおいた考古』Ｉ 大分県考古学会　1988年

註６）田中裕介　「天満１、２号墳と採集遺物」『おおいた考古』Ｉ 大分県考古学会　1988年
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第２図　朝日天神山２号墳採集遺物（註６より転載）
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（2）調査の経過

１次調査（平成９年６月19日～９月30日）

調査では２号墳丘の平板測量を行い、主軸上・ク

ビレ部・前方部隅角など、古墳周囲に計12本のトレ

ンチを設定した。その結果、古墳北側で２条の周溝、

南側で１条の周溝が検出された。これらの周溝は墳

丘に沿って前方後円形には巡らずに多角形（剣菱形）

に巡ることが判明し、また周溝内からはクビレ部を

中心に須恵器の大型平底壺が多数出土した。調査中

には、福岡大学小田富士雄教授（現名誉教授）、別

府大学後藤宗俊教授・下村智助教授（現教授）、大

分県教育委員会などの指導も受ける中で、周溝形態

や大型平底壺の存在など、埼玉県・埼玉古墳群内の

中の山古墳の事例と類似しているなど、九州におけ

る初めての事例としての成果がみられた。また、北

側クビレ部のトレンチからは、石人と考えられる凝

灰岩製品も出土し、筑後地方との関係も窺える古墳

であることが分かった。

２次調査（平成11年２月22日～３月27日）

２次調査は１次調査で確認を行なった２号墳に引

き続き、古墳群全体の基礎的な資料を得る目的で１

号墳の測量調査を実施した。１号墳は昭和３年の天

満社建設時に後円部が大きく破壊されており、現状

では正確な規模を測ることができなったが、この調

査により、復元長33ｍ、後円部径22ｍ、高さ２ｍ、

前方部長11ｍ、前方部幅14ｍの規模の古墳である

ことが判明した。

３次調査（平成11年９月16日～27日）

３次調査は別府大学に調査委託をして行なった。

調査では２次調査で作成した測量図を元に、トレン

チを設定し調査を行なった。前方部主軸上、前方部

隅角、後円部南側、後円部北側に各１本ずつのトレ

ンチを設定して、確認した。その結果、前方部主軸

上を除く３本のトレンチで溝状の落ち込みが確認さ

れ、少なくとも古墳の南側には周溝状の溝が１条巡

ることが確認された。また、前方部主軸上のトレン
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写真１　１次調査指導中の賀川先生

写真２　１次調査指導風景

写真３　２次調査作業風景

写真４　３次調査作業風景



チからは安山岩製の石材を利用した石積みが確認され、

前方部にも石室が存在する１古墳２石室である可能性

が想定された。

４次調査（平成12年９月19日～29日）

４次調査は３次調査に引き続き、１号墳の範囲・規

模・構造等を確認するため、古墳の東側から南側にか

けて４本のトレンチを設定した。その結果、東側のト

レンチでは墳丘の立ち上がりが確認でき、３次調査の

結果を加味して墳長33ｍの規模であることが確認でき

た。また、南側のトレンチでは墳丘盛土の下層より、

掘り込みが確認された。これにより３次調査の前方部

南西側ならびに南側のトレンチで確認された溝は周溝

ではなく、前方部石室構築時、もしくは墳丘築造時の

割付線・設計線的性格の可能性が考えられた。さらに

同じく南側で古墳時代より古い溝が確認されたことに

より、３次調査で確認された前方部北側の溝は周溝で

なく、古墳の南側には周溝が巡らないとの判断ができ

た。この他、南側のトレンチでは須恵器がまとまって

出土し、古墳の築造時期の資料をえることができた。

５次調査（平成14年７月15日～９月30日）

４次調査までの結果をもとに、平成14年度に古墳群

全体の内容についての最終的な把握を行なうことなっ

た。事前に福岡大学小田富士雄教授（現名誉教授）、別

府大学下村智助教授（現教授）と協議を行い、指導を

仰いだ。その結果、１号墳についてはテラス・周溝の

確認、２号墳については１次調査では明確に把握でき

なかった古墳南側の墳端・周溝確認、さらに北側と西

側は周溝の再確認を行なうこととなった。また、２号

墳の北側と西側については、機械の搬入が可能なこと

から広くグリッド設定して調査を行なうこととなった。

調査は別府大学の協力のもと開始した。重機による

２号墳西・北・東側の掘り下げ・遺構検出を行なうと

ともに１号墳と２号墳南側のトレンチの掘り下げを行

なった。その結果、１号墳では墳丘北側から東側にか

けて１条の周溝が検出され、１次調査で否定された北

側の落ち込みは周溝であることが確認された。また、
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写真５　３次調査作業風景

写真６　４次調査作業風景

写真７　５次調査作業風景

写真８　５次調査現地説明会風景



２号墳側の西側から北側にかけては周溝が途切れることが判明した。

２号墳では前方部と考えられていた東側で検出された周溝が円形になることが確認され、北側の

グリッドでも多角形（剣菱形）に巡るとは考えにくい、カーブした周溝を検出した。さらに後円部

と考えられていた西側では、前方部の隅角が検出された。こうした結果をもとに、大学の先生方や

大分県教育委員会の指導を受け、現存している墳丘は削平されており、従来考えられていた向きが

逆転し前方部が西側にある古墳と判断した。また、南側に設定したトレンチでいずれも周溝が確認

され、推定復元の結果、内側周溝であることが判明した。

さらに１号墳の周溝と２号墳の周溝を確認するため、両古墳間の南寄りにグリッドを設定した。

その結果１号墳の周溝と２号墳の外側周溝の一部が確認された。１号墳の周溝は３次調査の結果か

ら主軸上のトレンチでは確認されていないことから、このグリッドとの間で途切れることが想定さ

れた。これにより、１号墳は２号墳の周溝を避けるように築造されたことが判明し、近接した古墳

の築造順序を考える上では重要な知見を得ることができた。

このように５次およんだ確認調査では２号墳は古墳時代後期における県内最大級のものであるこ

とが判明するとともに、当初の調査結果が覆されるということも起きたが、こうした成果はトレン

チ調査による墳丘形態や規模を確認することの難しさを痛感させられることとなった。

以上が朝日天神山古墳群の発掘調査の概要を簡単にまとめたものである。詳細は「 IV 調査の内

容」を参照されたい。なお、各年次と調査概報等については下表のとおりである。
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調査年次

１次調査

２次調査

３次調査

４次調査

５次調査

調査年度

平成９年度

平成10年度

平成11年度

平成12年度

平成14年度

調査概報等文献名

吉田博嗣／「６　天満古墳群（TNM）」『平成９年度（1997年度）日田市埋蔵文

化財年報』／日田市教育委員会／1999年

下村智／「16 天満古墳群２次（TNM-2）」『平成10年度（1998年度）日田市埋

蔵文化財年報』／日田市教育委員会／2000年

土居和幸／「９　天満古墳群３次（TNM-３）」『平成11年度（1999年度）日田市

埋蔵文化財年報』／日田市教育委員会／2001年

土居和幸・下村智編／『吹上遺跡・天満古墳群－範囲確認調査に伴う概要報告－』

／日田市教育委員会／2000年

吉田和彦・下村智／「天満古墳群４次（TNM－４）」『平成12年度（2000年度）

日田市埋蔵文化財年報』／日田市教育委員会／2001年

若杉竜太／「３　朝日天神山（天満）古墳群」『平成14年度（2002年度）日田市

埋蔵文化財年報』／日田市教育委員会／2003年



（3）県指定史跡指定までの経緯

５次にわたって行なった調査結果をもとに、市教育委員会では再度、県指定史跡指定を行なうべ

く、指定範囲の検討作業を開始した。古墳群南側については、現在急斜面になっている上、調査に

おいても外側周溝の存在が確認されてなかったことから、どの部分までを指定範囲とするのかが問

題となった。また、周溝の存在が確認された古墳群の西側・北側・東側についても、全筆指定をす

るか、分筆指定をするかで、意見が分かれた。こうした経過を経て、福岡大学小田富士雄、別府大

学後藤宗俊両先生や大分県教育委員会文化課職員による現地確認・指導を受けた。その結果、１号

墳北側については周溝がかかる部分を全筆、２号墳西側については、前方部隅角がかかると見られ

る部分のみ分筆、古墳群南側については、現在墓地となっている部分（1592番地）の北側を通る線

で分筆することとし、指定範囲の決定をおこなった。こうした経過を経て、平成15年４月22、25日

に個々の所有者への説明、また同23日に天満社氏子総代への説明会を行い、同年４月28日付けで大

分県指定文化財指定申請書を提出し、翌平成16年３月30日付で大分県指定史跡の告示がなされた。

なお、史跡の指定範囲は第３図に示す日田市大字小迫字宮原1516－1、1516－２、字天神山

1579－3、1580、1581、1582、1583－1、1583－４、1584、1585および1583－２、1583－3、

字杉本原1667－2の一部、ならびにこれに含まれる里道の計9539.84ｍ2である。
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第３図　県指定史跡範囲地籍図（1/2,000）



（4）遺跡の公開と保護活動

朝日天神山古墳群での５年次にわたる調査中には、古墳の保護や市民への調査成果の公表、教育

学習機会の提供などを目的に、現地説明会や展示会などの普及啓発活動を実施してきた。

以下、簡単にその活動内容についてまとめ、活動写真等を付す。

平成９年９月24日 １次調査成果のマスコミ発表

１次調査成果を公表した。

平成９年９月27日 １次調査現地説明会の開催（～28日）

１次調査成果を公表し、２日間で約200名の参加があった。

平成12年９月29日 ４次調査成果のマスコミ発表

４次調査成果を公表した。

平成14年９月６日 ５次調査成果のマスコミ発表

５次調査成果を公表した。

平成14年９月８日 ５次調査現地説明会の開催

５次調査成果を市内外に公開した。午前・午後の２回行い、約160名の参加

があった。

平成15年10月５日 市埋蔵文化財センター展示室において、企画展「埴輪で飾られた前方後円墳

～磐井の乱前後の北部九州」を開催（～11月28日）

前年度までおこなった５次にわたる調査成果の公表とともに、埴輪の代用品

と考えられる須恵器大型平底壺と北部九州の前方後円墳出土埴輪との比較展

示をおこなった。

また、展示初日には別府大学後藤宗俊教授を招いて「前方後円墳時代の日田

～朝日天神山古墳が語るもの」と題した講演をいただいた。
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写真９　１次調査現地説明会風景 写真10 ５次調査現地説明会風景



（5）調査組織

各年度（年次）の発掘調査の関係者は、以下のとおりである。なお、職名は当時のままとしている。

平成９年度（1997）／１次調査

調 査 主 体　日田市教育委員会

調査責任者　加藤正俊（日田市教育委員会教育長）

調査指導員　小田富士雄（福岡大学教授）後藤宗俊（別府大学教授）、下村智（同助教授）、

渋谷忠章（大分県教育委員会文化課主幹）、高橋徹（同係長）、田中裕介（同主査）

調 査 事 務　原田俊隆（日田市教育委員会文化課長）、長尾幸夫（同文化課課長補佐兼文化財

係長）、森山一宏（同文化課主任）、竹原里香（同文化課臨時職員）

調 査 担 当　吉田博嗣（日田市教育委員会文化課主事）

調　査　員　土居和幸（日田市教育委員会文化課主任）、行時志郎（同文化課主任）

松下桂子（同文化課主事）、永田裕久（同文化課主事補）

作　業　員　秋吉タミエ、秋吉ミユキ、伊藤フジエ、猪熊忠孝、加納健作、蒲池妙子、

黒田ノブ子、佐藤節子、高村笑美子、手嶋トシエ、中尾タマエ、行村シズエ、

行村ツマコ、行村豊（以上発掘作業員）宇野富子、黒木千鶴子、酒井貴代美、

坂本和代、平川優子、和田ケイ子（以上整理作業員）

協　力　者　蒲池雄二

平成10年度（1998）／２次調査

調 査 主 体　日田市教育委員会

調査責任者　加藤正俊（日田市教育委員会教育長）

調 査 事 務　原田俊隆（日田市教育委員会文化課長）、長尾幸夫（同課長補佐兼文化財係長）

佐々木豊文（同主査）

調 査 担 当　土居和幸（日田市教育委員会文化課主任）、下村智（別府大学助教授）

調　査　員　行時志郎（日田市教育委員会文化課主任）吉田博嗣（同主任）、

森山敬一郎（同嘱託）若杉竜太（同嘱託）

作　業　員　天野玄普、安藤将司、上野淳也、梅田昭宏、神山淳、下田智隆、下東嘉也、

田中聖二、服部真和、藤野美音、松竹智之

平成11年度（1999）／３次調査

調 査 主 体　日田市教育委員会

調査責任者　加藤正俊（日田市教育委員会教育長）

調査指導員　賀川光夫（別府大学名誉教授）、小田富士雄（福岡大学教授）、

下村智（別府大学助教授）

調 査 事 務　原田俊隆（日田市教育委員会文化課長）、石井英信（同課長補佐兼文化財係長）、

佐々木豊文（同主査）、美野寿美香（同臨時職員）

調 査 担 当　土居和幸（日田市教育委員会文化課主任）、下村　智（別府大学助教授）

吉田和彦（別府大学附属博物館学芸員）

調　査　員　行時志郎（日田市教育委員会文化課主任）、吉田博嗣（同主任）、
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若杉竜太（同主事）、五十川雄也（同嘱託）、森山敬一郎（同嘱託）

作　業　員　安東将司、井上索裕、小野雄大、京極徳子、神山淳、後藤晃一、坂下千帆、

佐藤真人、下田智隆、下東嘉也、田中聖二、寺田庸平、内藤祐介、西村直人、

藤野美音、米村大、松浦憲治、松竹智之（以上、別府大学大学院生、学生）、

綾部豊

協　力　者　石井久雄・蒲池雄二

平成12年度（2000）／４次調査

調 査 主 体　日田市教育委員会

調査責任者　加藤正俊（日田市教育委員会教育長）～平成12年11月14日

後藤元晴（日田市教育委員会教育長）平成12年11月15日～

調査指導員　小田富士雄（福岡大学教授）、下村智（別府大学助教授）

渋谷忠章（大分県教育委員会文化課参事）

調 査 事 務　原田俊隆（日田市教育委員会文化課長）、石井英信（同課長補佐兼文化財係長）、

佐々木豊文（同主査）、江田香織（同臨時職員）

調 査 担 当　行時志郎（日田市教育委員会文化課主任）、

吉田和彦（別府大学付属博物館学芸員）

調　査　員　吉田博嗣（日田市教育委員会文化課主任）、若杉竜太（同主事）、

渡邉隆行（同主事）

作　業　員　神山淳、下森弘之、玉川剛司、森島晋太郎（以上別府大学学生）、秋吉ミユキ、

猪熊ヨネ、高村笑美子、手嶋トシエ、中尾タマエ、行村シズエ、

協　力　者　竹島勝幸・蒲池雄二

平成14年度（2002）／５次調査

調 査 主 体　日田市教育委員会

調査責任者　後藤元晴（日田市教育委員会教育長）

調査指導員　小田富士雄（福岡大学教授）、後藤宗俊（別府大学教授）下村智（同助教授）

渋谷忠章（大分県教育委員会文化課参事）、小林昭彦（同主幹）、

吉永浩二（同主幹）江田豊（同副主幹）

調 査 統 括　後藤清（日田市教育委員会文化課長）

調 査 事 務　田中伸幸（日田市教育委員会文化課文化財管理係長兼埋蔵文化財係長）、

園田恭一郎（同文主任）、酒井恵（同主事補）

調 査 担 当　土居和幸（日田市教育委員会文化課主査）若杉竜太（同主事）

調　査　員　行時桂子（日田市教育委員会文化課主任）、渡邉隆行（同主事）

作　業　員　井上誠二、岩満聡、宇都宮大地、江上正高、織田教雅、北川貴洋、黒木俊治、

下森弘之、玉川剛司、手柴智晴、松浦憲治、松尾秀昭、森島晋太郎、吉田朋史

（以上別府大学大学院生、学生）、秋吉貞夫、秋吉利彦、秋吉みゆき、

安心院照雄、猪熊ヨネ、後藤孝市、財津由太、高倉美利、高村笑美子、田中昇、

筒井英治、手嶋トシエ、中尾タマエ、平原知義
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協　力　者　蒲池光男、蒲池雄二、竹島勝幸

来　訪　者　清水宗昭（大分県教育委員会文化課参事）、田中裕介（同副主幹）、

吉田和彦（臼杵市教育委員会文化財室）

平成15年度（2003）／報告書作成

調 査 主 体　日田市教育委員会

調査責任者　後藤元晴（日田市教育委員会教育長）～平成15年７月

諌山康雄（日田市教育委員会教育長）平成15年８月～

調査指導員　小田富士雄（福岡大学教授）、下村智（別府大学助教授）

調 査 統 括　後藤清（日田市教育委員会文化課長）

調 査 事 務　佐藤晃（同文化課主幹兼埋蔵文化財係長）、園田恭一郎（同文化課主査）、

酒井恵（同文化課主事補）

報告書担当　若杉竜太（日田市教育委員会文化課主事）

調　査　員　土居和幸（日田市教育委員会文化課主査）行時桂子（同主任）、

渡邉隆行（同主事）

平成16年度（2004）／報告書作成・印刷

調 査 主 体　日田市教育委員会

調査責任者　諌山康雄（日田市教育委員会教育長）

調査指導員　下村智（別府大学教授）、玉川剛司（別府大学非常勤講師）、

吉田和彦（直川村教育委員会）

調 査 統 括　後藤清（日田市教育委員会文化課長）

調 査 事 務　高倉隆人（同文化課課長補佐兼埋蔵文化財係長）、伊藤京子（同文化課副主幹）、

中村邦宏（同文化課主事補）

報告書担当　土居和幸（日田市教育委員会文化課主査）若杉竜太（同文化課主任）

調　査　員　行時桂子（日田市教育委員会文化課主任）、渡邉隆行（同主事）

協　力　者　吉田博嗣（同文化課主任）

なお、報告書に掲載した挿図・図版作成に携わった関係者は次のとおりである。（職名は現職）

遺 物 実 測　吉田和彦（直川村教育委員会）、玉川剛司（別府大学非常勤講師）、

下森弘之、伊藤友美子、越知睦和、河本翔伍、末國琢也、田中健一郎、

手柴智晴、鶴田貴大（別府大学文化財学専攻大学院生）、

豊田沙和美（同文化財学科学生）、浦井直幸（中津市教育委員会）、

岩満聡（那珂川町教育委員会）、江上正高（長崎県教育委員会）

製　　　図　藤野美音（日田市教育委員会文化課調査補助員）、

伊藤友美子、末國琢也、越知睦和（別府大学文化財学専攻大学院生）

遺 物 写 真　長谷川正美（有限会社雅企画）、

玉川剛司（別府大学非常勤講師）、

手柴智晴、越知睦和（別府大学文化財学専攻大学院生）
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II

（1）地理的・歴史的環境

朝日天神山古墳の所在する大分県日田市は、九州島にあっては北部九州のほぼ中心にあたる大分

県の西北部に位置し、西は福岡県との境界をなす。平成17年３月22日には、旧日田郡である天瀬

町・大山町・上津江村・中津江村・前津江村といった２町３村との市町村合併が成立し、人口約

77,000人の新たな日田市が誕生したばかりである。

日田市の地形を概観すると、現在の市街地にあたる標高75～90mの沖積面が盆地底を形成し、現

在その中央部分が市街地化している。この周囲には阿蘇４火砕流により形成された市内では原（は

る）と呼ばれる山田原、吹上原、長者原などの標高約150m前後の溶岩台地が周辺を巡っている。

さらに、この外側には龍体山（345ｍ）、西の山（308ｍ）、片峰（約500ｍ）、大石峠（約400ｍ）

などの標高約200～600mを測る耶馬溪火砕流で形成された溶岩台地が占め、その外輪にあたる市の

境界域には一尺八寸山（707ｍ）、月出山（709ｍ）、釈迦岳（844ｍ）、五条殿（834ｍ）、大将陣山

（909ｍ）、岳滅鬼山（1,036ｍ）といった標高400～1,000ｍ級の山々が連なり、遠方には彦山

（1,199m）系、久住山（1,786m）系、阿蘇外輪山（900～1,000m）が広がりをみせている。

こうした久住山系を源とする玖珠川は天瀬中央部を西流し、阿蘇外輪山を源とする大山川は中津

江や大山を北流して、両河川が日田盆地東部で合流すると、これに盆地縁辺の台地の合間を縫うよ

うにして幾つもの小河川が盆地内で合わさり、九州最大河川である筑後川（日田市では三隈川と呼

ぶ）となり、筑紫平野を経て有明海へと注いでいる。

このような自然環境は日田盆地を形づくり、その構造は、夏は暑く、冬は寒いという典型的な内

陸型の気候を生み出している。
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古代の日田は、とりわけ弥生時代には遺跡から出土する大陸系磨製石器や土器形式、大型成人用

甕棺墓などにみられるように、筑後川を媒体とした筑後地方からの強い影響を受けて弥生文化が流

入する。この時代の中心的な集落には吹上遺跡があり、ここでは前期後半から古墳時代にかけての

大規模な集落跡の存在が判明している。なかでも、６次調査における銅戈や鉄剣、貝製腕輪、勾玉、

管玉といった青銅器・鉄器・装身具などを副葬する中期後半頃に営まれた甕棺墓や木棺墓の存在は、

当時日田地域を治めていた盟主の存在を明らかにした。弥生時代の終わりから古墳時代の初めには、

吹上遺跡北隣の辻原台地上に複数の環濠集落や居館が営まれるようになり、集落の中心が辻原台地

上にある小迫辻原遺跡へと移る。また、古墳時代後期には筑後地方の影響によって、法恩寺山・ガ

ランドヤ・穴観音古墳などの彩色壁画古墳が登場し、筑後川下流域との密接な関係にあった支配層

の姿が浮き上がる。なかでも律令下の日田郡靫編郷に属する法恩寺山古墳は、『豊後国風土記』にみ

る古代日田を支配した日下部氏が本拠とした場所に位置しており､同古墳はその一族の奥津城に比定

されている。この日下部氏については、天平９年（737）の『豊後国正税帳』に大領・少領・主帳と

いった主要な郡司職を独占したという記録から、古代には日田郡域の支配体制を確立し、日田の地

を治める豪族としてその地位を確保していたとされ、このことを証明するかのように、小迫辻原遺

跡からは整然と配置された建物群に伴って「大領」と読める墨書土器が発見されている。

中世期になると日下部氏の勢力は衰え、代わって台頭してきた大蔵氏が日田郡司職となり、約530

年にもおよび日田の地を掌握することになる。その出自については定説がなく、明らかではない部

分もあるが、少なくとも確実に歴史舞台に登場するのは大蔵永季からと言われ、古代末（11世紀終

わり）頃とされる。この大蔵氏は盆地北部の花月川左岸の慈眼山丘陵一帯を中心に山城を築き、こ

こを活動の拠点として花月川流域の開発を推し進め、平安時代終わりには大蔵氏が所有する日田郡

の大半にあたる日田荘を金剛心院に寄進する。建久５年（1194）には大蔵永秀が源平合戦の功によ

り、地頭職が安堵され、後家人となり日田氏と称するようになる。このように長期間にわたって日

田の地を支配した大蔵氏は、氏寺として慈眼山永興寺や岳林寺を建立し、その力を誇示した。永興

寺は前期大蔵氏、岳林寺は後期大蔵氏の象徴ともいわれ、そこには京や奈良の仏師作による仏像な

どが安置されるなど、中世日田の仏教美術文化を開花させた。こうした大蔵姓日田氏の支配も文安

元年（1444）には断絶を迎え、大友姓日田氏が登場するが、16世紀前半には断絶し、その後は大友

義鑑により指名された日田郡司職を相伝してきた大蔵氏の中から選ばれた別名八奉行と呼ばれる郡

老支配を経て、文禄２年（1593）には豊臣秀吉の太閤蔵入地へとなっていく。

近世江戸時代に幕府直轄の西国筋郡代（代官所）が置かれると、文字通り日田は九州島の政治・

経済・文化の中心的な役割を担うようになる。筑前福岡、筑後久留米、豊前小倉・中津、豊後府内、

肥後熊本といった旧国の主要な地域と陸路で結ばれ、内陸山間部にあっては交通の要衝地として、

またこうした内陸交通網に加え、筑後川を媒体とした通船や筏流しといった河川交通も栄え、年貢

米や材木といった物資を西へ運ぶと同時に、西からの文化を強く受け入れてきた。また、この時期

に成立した豆田・隈両町では御用商人が掛屋や大名御用達として活躍し金融業を発展させると、こ

うした商人家からは広瀬淡窓に代表される多くの文人墨客を輩出した。さらに杉の植林は日田杉の

名称で一大産地として知られるようになり、その後日田下駄や家具による林業の町へと発展し、豊

富な水源は遊船や鵜飼、鮎簗といった伝統文化を生むなど、大分県のなかにあっては独自の地方文

化を育んできた。
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写真12 小迫辻原遺跡の居館跡写真11 吹上遺跡６次調査４号甕棺墓

写真14 岳林寺写真13 慈眼山瀬戸口遺跡

写真16 豆田の町並み写真15 調査中の永山布政所跡



こうした自然・歴史環境下にある日田盆地の北部に形成された、市内では最も面積の広い発達し

た通称「山田原」と呼ばれる台地西側の一角を占める、通称「宮原」台地上に朝日天神山古墳は立

地している。この「宮原」台地は千田昇氏の地形分類によれば「中位段丘１面」と呼ばれ、阿蘇４

火砕流堆積面の下位に比高10～30mの崖をつくって分布する地形面で、市内の大半の台地がこれに

あたる。標高120ｍを測る「宮原」台地は西の「山田原」台地へと地続きとなっているが、南北は急

な崖面をなしており、北側台地下には東から西へと二串川が流れている。台地上は古くは畑地とし

て主に桑の栽培が行なわれてきたが、現在では「山田原」台地と同様に日田市の特産物の一つに数

えられる夏はスイカ、冬は白菜を作物とする一大農産地として広く利用されている。

宮原台地はその全域が主に弥生時代の遺跡として周知されており、古くは昭和28年に鏡山猛・松

尾禎 作氏が畑地耕作中に発見された大型成人用甕棺墓の調査を行なっている。その後は、市教委

による数次の調査が実施され（第５図参照）、１次調査（Ａ区）では弥生時代前期から後期の竪穴住

居や土坑などの集落跡や中世期の墳墓や掘立柱建物、２・３次調査（Ｄ・Ｅ区）では弥生時代から

古墳時代の大型成人用甕棺墓や石蓋土壙墓などの墳墓群などが調査されていて、市内を代表する遺

跡の１つに数えられている。こうした一連の調査のなかでも、１次調査で発見された12世紀代に比

定される４号中世木棺墓から一括出土した青磁碗、合子、湖洲鏡、和鋏、数珠玉、竹籠などの遺物

は、現在大分県有形文化財の指定を受けている。

（参考文献）

土居和幸他　　「日田市朝日宮ノ原遺跡の中世土壙墓」『おおいた考古』２　大分県考古学会　1989

土居和幸編　　「朝日宮ノ原遺跡（ II）」『日田地区遺跡群発掘調査概報 IV』 日田市教育委員会　1989

千田昇　　　　「日田・玖珠地域の地形－とくに台地地形について－」『日田・玖珠地域－自然・社会教育－』 大

分大学教育学部　1992

原田良伸他編　『日田市の歴史と文化財』 日田市教育委員会　1996

田中裕介他編　『小迫辻原遺跡Ｉ Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ区編』九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告10 大分県

教育委員会　1999

若杉竜太編　　「朝日宮ノ原遺跡Ｅ区」『平成13年度（2001年度）日田市埋蔵文化財年報』 日田市教育委員会

2002
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写真17 朝日宮ノ原遺跡Ａ区４号中世墓

写真18 朝日宮ノ原遺跡Ｄ区
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（2）日田盆地の古墳と横穴墓（第６図）
現在、日田盆地には古墳約70基と横穴墓群11が確認されている。なかでも古墳は、盆地を取り巻

く周辺の丘陵上や台地上に築かれており、盆地内の沖積地に造営されている古墳は数える程度しか

ない。市内では初現期の古墳の存在が確認されるにいたっておらず、古いものでも４世紀の終わり

頃に造営される古墳が散見される程度で、これまで判明している古墳の大半は６世紀以後の造墓と

推定される。また、横穴墓については盆地の北部に集中してみられ、筑後川の南側では極端に少な

い傾向にあり、盆地北部の横穴墓にはその数が100基を越えるものも少なくない。

以下、各古墳や横穴墓を概観する。

１．穴観音古墳（註１）

“日下部長者”の伝説地として知られる通称「長者原（原）」と呼ばれる標高約120ｍの台地上に位

置する墳丘径約19ｍの円墳で、古くから装飾壁画古墳としても有名な古墳である。主体部は複式の

横穴式石室で、玄室奥壁には同心円文・三角文、前室右側壁には同心円文・人物・船など、前室左

側壁には大小二艘の船・同心円文などが赤や緑を使って描かれている。これまでに内部の本格的な

調査は行われていないが、数次にわたる周辺の確認調査では、周溝が円形に巡ることが確認されて

おり、６世紀末から７世紀初めに位置付けられる須恵器や土師器などの遺物が出土している。昭和

８年に国史跡の指定を受けている。

２．倉園古墳（註２）

穴観音古墳のすぐ南に存在したとされる古墳である。現在は消滅していて、石室は横穴式石室と

みられている。出土遺物など、詳細は不明。

３．ガランドヤ古墳１～３号墳（註３）

標高約78ｍの河岸段丘上にある古墳３基で構成され、東から３・１・２号墳の順に近接して並ん

でいる。６世紀末の築造とされる１号は、横穴式石室の玄室奥壁に赤と緑による円文・同心円文・

舟・人物・鳥などの多彩な装飾が施され、須恵器・馬具・鉄鏃・玉類などが出土している。６世紀

後半頃の築造と考えられている２号墳は、石室の玄室奥壁に赤を下地に緑を使って同心円文、騎射

像、連続山形文などの彩色が施されており、発掘調査では須恵器、珠文鏡、直刀、馬具などの遺物

が出土している。３号も横穴式石室であるが、未調査のため詳細は不明。いずれの古墳もマウンド

は失われ、石室が露出しており、墳形ははっきりしない。１・２号墳は昭和59・60年に確認調査が

行われ、平成５年に国史跡の指定を受けており、その出土品は大分県有形文化財に指定されている。

４．隈山古墳１・２号墳（註４）

ガランドヤ古墳群のすぐ北側にある標高約100ｍの独立丘陵上にある古墳で、１号墳は内部主体が

割石積みの小型の横穴式石室で、２号墳ははっきりしない。いずれも、詳細は不明。

５．津辻古墳１・２号墳（註５）

ガランドヤ古墳群の西約0.7kmの標高約73ｍを測る河岸段丘上にある古墳２基からなる。１号墳

は墳丘が流れ落ちて主体部である横穴式石室が露出し、２号墳はすでに消滅している。勾玉・管

玉・切子玉・金環・鉄斧・鉄刀・刀子が出土したと伝えられるが、詳細は不明。

６．護願寺古墳１～３号墳（註６）

筑後川左岸の河岸段丘上に営まれた前方後円墳１基と円墳２基で構成される。前方後円墳である

１号墳は、標高140ｍの尾根頂部に築かれており、全長約30ｍと推定されている。詳細は不明。１
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号墳の北側の標高約120ｍを測る平坦な場所に近接して築かれている２・３号墳は、主体部は横穴式

石室とみられているが、いずれも未調査のため詳細は不明。

７．上野姥塚・上野カグネ塚古墳

標高約135ｍの上野台地西側に位置する古墳とされるが、いずれもすでに消滅しており、主体部は

横穴式石室であったという。
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写真20 穴観音古墳の石室内部奥壁写真19 穴観音古墳と発掘された周溝

写真22 ガランドヤ１号墳の奧壁写真21 ガランドヤ１号墳の近景

写真24 ガランドヤ２号墳の奥壁写真23 ガランドヤ２号墳の近景



８．上野横穴墓群　

上野台地の北側斜面に築かれた横穴墓で、数基が残っているが、未調査のため詳細は不明。

９．日隈古墳（註８）

「日隈」と呼ばれる標高約112ｍの残丘頂部に築かれたとされる古墳である。中世末期に築かれた

日隈城築城の際にその大部分は破壊されたという。この古墳の副葬品とされる細線式獣帯鏡と 製

鏡が、江戸時代に頂部の大木の下から発見されている。

10．姫塚古墳（註９）

筑後川を望む標高98ｍの河岸段丘上に築かれた、古墳時代中期の円墳である。戦後、別府大学の

賀川光夫先生が調査を行い、単室の竪穴式石室を複数有する古墳として知られている。また、この

古墳からは蛇行剣が発見されたと伝えられ、このほかにも鉄剣２口、鉄鏃、土師器が出土したとい

う。古墳は現在わずかにマウンドを残すのみとなっている。

11．惣田塚古墳（註10）

標高98ｍの高瀬川河岸段丘上に築かれた古墳である。内部主体は西に開口する複式の横穴式石室

で、玄室には一枚の鏡石を用いており、その上には平積みの石を突出させている。石室の構造から

６世紀後半以降の築造と考えられているが、発掘調査が行なわれておらず、詳細は不明。

12．千人塚古墳１～３号墳

大山川と玖珠川が合流する標高約140ｍの丘陵斜面に築かれた３基で構成される古墳であるが、す

でに破壊されたものもある。詳細は不明。

13．二ツ塚古墳　

標高約112ｍの丘陵上に残る古墳で、円墳と云われている。未調査のため詳細は不明。

14．東寺横穴墓群（註11）

東寺原と呼ばれる標高約130ｍの台地南側崖面に数10基の横穴墓が残る。須恵器などが出土した

ものの、詳細は不明。

15．ダンワラ古墳（註12）

東寺横穴墓群附近にあったとされる古墳。昭和９年のＪＲ久大線建設の際に、金銀錯嵌珠龍文鉄

鏡や金錯鉄帯鉤などが出土したと云われる。

16．法恩寺山古墳１～７号墳（註13）

標高約127ｍの独立丘陵上に展開する７基の円墳で構成される。これまでに３・４号墳が発掘調査

されていて、６世紀後半に比定される３号墳は、径約20mの横穴式石室の玄室奥壁と右側壁、袖石

やまぐさ石に赤を使って円文・同心円文・馬と人物などの装飾が施されており、石室内からは須恵

器や馬具が出土している。また、６世紀前半に比定される４号墳は径約13ｍの円墳で、主体部の横

穴式石室から変形五獣鏡や馬具、直刀などの遺物が出土している。この古墳群は『豊後国風土記』

にみる日下部氏の奥津城とされる。他の古墳は未調査のため詳細は不明であるが、５・７号墳の主

体部は横穴式石室であることが判明している。

17．鳥羽塚古墳（註14）

会所宮丘陵の西側中腹にあたる標高約130ｍに築かれた古墳で、水道タンクの建設中に一部破壊を

受けている。古墳出土と言われる須恵器 から６世紀後半頃の築造と見られている。『国造本記』や

『豊後国志』に伝える日田国造止波足尼（鳥羽宿禰）の墓とも云われている。
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写真26 姫塚古墳の近景写真25 日隈古墳出土の細線式獣帯鏡

写真28 ダンワラ古墳の近景写真27 惣田塚古墳の近景

写真30 法恩寺山４号墳出土の雲珠写真29 法恩寺山３号墳の石室内部

写真32 調査中の後山古墳写真31 鳥羽塚古墳の遠景



18．北向古墳　

鳥羽塚古墳の位置する丘陵東側の標高約160ｍに位置する円墳である。主体部である横穴式石室の

入口が開口しており、古墳時代後期の築造であろう。未調査のため、詳細は不明。

19．後山古墳（註15）

会所宮丘陵の北側にあたる標高約120ｍに築かれた古墳。昭和58年に発掘調査が行なわれ、主体

部は横穴式石室とみられ、鉄製菱形辻金具などが出土している。

20．田島古墳（註16）

通称「元宮原」台地端部の標高約130ｍに築かれた円墳。詳細は不明。

21．薬師堂山古墳（註17）

大原丘陵部の中腹にあたる標高約118ｍに築かれた径約35ｍの円墳で、主体部は箱式石棺とみら

れている。墳丘の裾部からは、５世紀前半代の円筒埴輪が採集されている。本格的な調査が行なわ

れておらず、詳細は不明であるが、中期の古墳と考えられている。

22．丸尾神社古墳（註18）

薬師堂山古墳の北、標高約120ｍに位置する古墳である。未調査のため詳細は不明。

23．丸山古墳（註19）

慈眼山丘陵中腹の標高約127ｍに位置する径約20ｍの古墳で、主体部とされる竪穴式石室が露出

している。前方後円墳とも目されているが、未調査のため詳細は不明。

24．夕田横穴墓群（註20）

通称「佐寺原」台地北西斜面に築かれた横穴墓で、これまでの調査では15支群43基が発掘されて

いる。これらの横穴墓は５世紀後半～８世紀前半までの間造営されていて、とくに５世紀後半の横

穴墓は、市内でも初現期に属すものである。

25．夕田古墳（註21）

「佐寺原」台地端部の標高約140ｍに築かれた古墳１基と墳墓３基で構成される。５世紀中頃の古

墳の主体部は箱式石棺２基で、鉄剣などの副葬品が出土している。

26．佐寺横穴墓群（註23）

夕田横穴墓群の東側斜面に位置し、これまでに６世紀後半頃の横穴墓６基が調査されている。こ

れらの横穴墓からは、須恵器や鉄鏃、貝輪、玉類などが出土している。

27．中尾古墳１～３号墳

通称「中尾原」台地端部の標高約140ｍの丘陵上に築かれた古墳群で、円墳３基からなる。未調査

のため詳細は不明である。古墳のすぐ南側には５世紀後半の箱式石棺墓、石蓋土壙墓、土壙墓から

なる墳墓群が調査された大迫遺跡が存在する。

28．ガニタ古墳１～３号墳

求来里川中流の右岸、標高約140ｍの丘陵上に築かれた円墳３基からなる。詳細は不明。

29．亀ノ甲古墳

通称「松野原」台地端部の標高約177ｍに築かれた円墳であるが、未調査のため詳細は不明。

30．有田塚ケ原古墳１・２号墳（註24）

標高約170ｍの丘陵上にある古墳で、古くは周辺に数基の古墳が存在したとされるが、確認できて

いるのは２基である。発掘調査が行われた１号墳は直径約10ｍ、高さ1.5ｍの規模で、主体部は筑後
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地方に特徴的な胴張三味線型の横穴式石室をもつ円墳である。この古墳からは須恵器、鉄鏃、馬具、

刀子、玉類などが出土していて、６世紀後半の築造と考えられている。１号より南へ50ｍ離れた場

所の２号墳は円墳であるが、未調査のため詳細は不明。

31．尾漕古墳１・２号墳（註25）

有田塚ケ原古墳群の西側の標高約130ｍを測る丘陵上に築かれた古墳。１号墳の規模は不明である

が、主体部である単室の横穴式石室からは須恵器や玉類が出土しており、５世紀末に築造された円
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写真34 丸山古墳の近景写真33 薬師堂山古墳の遠景

写真36 尾漕２号墳の空撮写真35 夕田横穴墓群出土の把手付碗

写真38 平島古墳の近景写真37 塔ノ本２号墳の空撮



墳と考えられている。１号墳の北に位置する２号墳は径約25ｍの円墳で、主体部は２基の箱式石棺

からなる。そのうち第１主体部の箱式石棺には人骨３体と素環頭大刀、刀子、縦櫛などが納められ

ていた。５世紀前半の築造とみられている。

32．塔ノ本古墳１～３号墳（註26）

尾漕古墳群の北、標高約120ｍの丘陵中腹に築かれた３基の古墳で構成される円墳である。発掘調

査によると、１号墳は墳丘や石室が削平を受け、径約14ｍの周溝が残る６世紀中頃に作られたと考

えられている。１号墳のすぐ南に近接する２号墳は周溝が直径約12ｍで、主体部は「只」状の単室

の横穴式石室である。赤色顔料が塗布された石室内からは鉄刀、刀子、鉄鏃、耳環、須恵器、土師

器などが出土し、６世紀前半頃の築造とみられている。１号の西に隣接する３号墳は横穴式石室の

一部が確認されている程度で、規模等の詳細ははっきりしていない。

33．平島古墳　

塔ノ本古墳群の東、標高約113ｍの丘陵裾部に位置する、現状での規模が直径約10ｍ、高さ約４

ｍの円墳である。未調査のため、詳細は不明。

34．平島横穴墓群（註27）

平島古墳から南に向かった小谷の最深部崖面に築かれた横穴墓で、６世紀中頃から７世紀前半に

かけての86基が調査された。この一群の横穴墓からは、須恵器、土師器、直刀、鉄鏃、馬具、玉類

などの副葬品が多数出土している。

35．クエト古墳１・２号墳

平島横穴墓群の東、標高約130ｍの丘陵上にある古墳で、いずれも円墳とされる。詳細は不明。

36．城山古墳（註28）

標高約160ｍの通称「須ノ原」台地の端部に築かれた、前方部を西に向けた墳長約31ｍ、前方部

長さ約12ｍ、前方部高さ１ｍ、後円部径約９ｍ、後円部高さ約４ｍの前方後円墳である。本格的な

調査が行なわれていないため詳細は不明であるが、主体部は箱式石棺か竪穴式石室とみられている。

37．有田古墳（註29）

有田川右岸の標高約140ｍの丘陵上に築造された古墳で、昭和30年代に畑地開墾の際に主体部と

目される横穴式石室から 付蓋の須恵器や 製六獣鏡、 製珠文鏡、玉類などが発見されている。

５世紀前半の築造とされるが、古墳はすでに消滅している。

38．大行事・石松・蕪横穴墓群（註30）

有田古墳の位置する丘陵端部周辺の斜面に残る一連の横穴墓。いずれも、これまでに本格的な調

査は行なわれていないが、須恵器などの遺物が発見されており、古墳時代後期から８世紀頃まで続

くものとされる。

39．寺坂古墳（註31）

標高約170ｍの通称「葛原」台地上に築かれた円墳である。未調査のため、詳細は不明。

40．葛原古墳

葛原台地の南側端部にある円墳である。未調査のため、詳細は不明。

41．縫ケ迫古墳１・２号墳（註32）

葛原台地から派生する標高約125ｍの丘陵上に築かれた古墳。詳細は不明。
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42．貞清・壁野古墳　

山田原台地端部に築かれた古墳。壁野古墳はすでに消滅しており、いずれも詳細は不明。

43．用松中村古墳（註33）

通称「山田原」台地端部の標高約120ｍに築かれた古墳。詳細は不明。

44．羽野横穴墓群（註34）

通称「山田原」台地の東側崖面に築かれた一群。これまでの発掘調査では、５世紀後半から８世

紀まで継続する横穴墓が調査されている。

45．月隈横穴墓群（註35）

「月隈」と呼ばれる標高115ｍの残丘斜面に築かれた横穴墓の一群。50基以上の横穴墓が残るが、

現在開口しているものの大半は戦時中には防空壕として利用されていた。本格的な発掘調査が行な

われていないため、詳細は不明。

46．草場古墳

通称「辻原」台地東側の標高約120ｍの丘陵に築かれた古墳。円墳とみられるが、詳細は不明。

47．吹上・北友田横穴墓群（註36）

通称「吹上原」台地の南側斜面に築かれた横穴墓の一群で、市内では最大規模。一群の東側を吹

上、西側を北友田と呼び分けており、これまでに数回の調査が実施され、須恵器などの遺物や人骨

が発見されている。こうした調査以外にも、過去には多数の遺物が出土している。
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48．鳥越古墳

標高約135ｍの朝日ケ丘と呼ばれる台地の南端部にある古墳である。詳細は不明。

49．三郎丸古墳（註37）

花月川右岸の標高約77ｍの段丘上に築かれた古墳で、墳丘の大半は民家によって削平されている。

内部主体は横穴式石室で、６Ｃ後半頃の須恵器が採集されており、古墳時代後期の所産とされる。

50．星隈横穴墓群（註38）

「星隈」と呼ばれる標高101ｍの残丘斜面に造られた横穴墓の一群で、少なくとも44基が確認され

ている。本格的な調査は行なわれていないが、これまでに多くの遺物が出土している。

51．小迫古墳（註39）

朝日ケ丘台地北部の標高約120ｍの丘陵先端に築かれた古墳で、墳形は円墳とされている。主体部

には粘土槨を採用し、木棺（割竹形木棺？）を安置しており、珠文鏡や玉類が副葬されていた。４

世紀後半から５世紀前半の築造と考えられており、市内では古式の古墳の一つである。

52．小迫横穴墓群（註40）

小迫古墳周辺の丘陵斜面に造られた横穴墓の一群で、発掘調査では61基の横穴墓が調査されてい

る。これらの築造時期は５世紀末から７世紀中頃まで続いており、一部は中世期に墓として再利用

されている。須恵器や土師器のほか直刀、馬具、鉄鏃、玉類、耳環などの遺物が出土している。
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写真44 三郎丸古墳の近景写真43 北友田横穴墓群出土の子持高坏
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53．城ノ越古墳

朝日ケ丘台地の北端部、朝日天神山古墳に対峙する標高約100ｍの丘陵部に築かれた古墳で、すで

に消滅しており、詳細は不明。

54．朝日古墳

「宮原」と「辻原」台地間の標高約110ｍの丘陵中腹にある古墳。円墳と考えられるが、詳細不明。

55．朝日天神山古墳１・２号墳

通称「宮原」台地の端に築かれた前方後円墳２基で構成される。墳長約33ｍの１号墳は後円部の

一部が破壊を受け、主体部である横穴式石室からは須恵器、土師器、変形五獣鏡、馬具、鉄器など

が発見されている。墳長約63ｍの２号墳は周溝が二重に巡り、その中から埴輪に利用されたと考え

られる須恵器の大型平底壺が出土している。１号墳は６世紀中頃から後半、２号墳は６世紀前半の

築造とされ、２号墳は日田・玖珠地域では最大規模の古墳である。

註１）渋谷忠章・村上久和・小柳和宏編　『大分の装飾古墳』大分県文化財調査報告書第92輯　大分県教育委員会

1995年

若杉竜太編　『穴観音古墳』日田市埋蔵文化財調査報告書第41集　日田市教育委員会　2002年

土居和幸編　『穴観音古墳 II』日田市埋蔵文化財調査報告書第55集　日田市教育委員会　2004年

註２）ａ後藤宗俊・渋谷忠章編　『日田市・玖珠町　埋蔵文化財分布図一覧』大分県教育委員会　1973年

註３）小柳和宏編　『ガランドヤ古墳群』日田市教育委員会　1986年

註４）１号墳は、平成16年度に日田市教育委員会が確認調査を実施した。

註５）真野和夫　　「古墳時代」『大分の歴史（1）』大分合同新聞社　1976年

註２ａと同じ。

註６）後藤宗俊　　「第３章古墳時代」『日田市史』日田市　1991年

註７）註２ａと同じ。

註８）小田富士雄　「古代の日田－日田盆地の考古学－」『九州文化史研究所紀要』第15号　1970年

賀川光夫　　『大分県の考古学』吉川弘文館　1971年

註９）賀川光夫　　「大分県における３つの竪穴式石槨を有する古墳」『西日本史学』第15号　1953年

土居和幸編　「姫塚古墳」『日田地区遺跡群発掘調査概報 III』日田市教育委員会　1988年

註10）土居和幸　　「惣田塚古墳」『惣田遺跡』日田市埋蔵文化財調査報告書第８集　日田市教育委員会　1994年

註11）註６と同じ

註12）註９と同じ

註13）賀川光夫編　『法恩寺山古墳』日田市教育委員会　1959年

註14）土居和幸　　「鳥羽塚古墳について」『会所宮遺跡』日田市埋蔵文化財調査報告書第11集　日田市教育委員

会　1996年

註15）昭和58年度に日田市教育委員会が発掘調査を実施した。

註16）註５と同じ

註17）註６と同じ

註18）註５と同じ

註19）註６と同じ

註20）友岡信彦編　『夕田遺跡群』九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書（14）大分県教育委員会

1999年

註21）註20と同じ。

註22）ａ小田富士雄他　『岡為造氏収集　考古資料集成』 吉富町教育委員会　1983年

村上久和・友岡信彦・染谷和徳編　『日田条里遺跡群・佐寺横穴墓群・大迫遺跡・白岩遺跡・下綾垣遺跡』

九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書（６）大分県教育委員会　1997年
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註23）註６と同じ

註24）村上久和・友岡信彦・染谷和徳編　『佐寺原遺跡・尾漕遺跡群・有田塚ヶ原古墳群』九州横断自動車道関係

埋蔵文化財発掘調査報告書（９）大分県教育委員会　1998年

註25）註24と同じ。

行時志郎　　「尾漕古墳」『平成８・９年度（1996・1997年）日田市埋蔵文化財年報』日田市教育委員会

1998・1999年

註26）若杉竜太編　『平島遺跡Ｄ地点・塔ノ本古墳、祇園原遺跡２次、長迫遺跡Ｃ地点、長迫遺跡Ｄ地点、尾漕遺

跡６次』日田市埋蔵文化財調査報告書第28集　日田市教育委員会　2001年

註27）行時志郎　　「平島横穴墓群」『平成７年（1995年度）日田市埋蔵文化財年報』日田市教育委員会　1997年

註28）土居和幸　　「城山古墳」『おおいた考古』２　大分県考古学会　1989年

註29）註９と同じ。

註30）註22ａと同じ

註31）註５と同じ

註32）註５と同じ

註33）註５と同じ

註34）渋谷忠章・吉竹学編　『日田市羽野横穴墓群発掘調査概報』大分県教育委員会　1985年

註35）註６と同じ

註36）註６・９・22ａと同じ

玉永光洋編　『北友田横穴』大分県教育委員会　1993年

註37）註６と同じ

渡邉隆行編　「三郎丸古墳の保存」『平成12年（2000年度）日田市埋蔵文化財年報』日田市教育委員会

2001年

註38）註６と同じ

註39）小柳和宏編　『小迫墳墓群』九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書（３）大分県教育委員会

1995年

註40）註39と同じ。
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III

朝日天神山古墳群の発掘調査は史跡の指定を目的とした範囲確認調査を５次にわたって行なって

きた。こうした調査の経費については、日田市教育委員会が国庫および県費の補助を受けて、日田

地区遺跡群発掘調査事業の一環として実施してきた。このうち、平成11年度の３次調査については、

別府大学文化財研究所に業務委託して行なった (1)。

今回の調査報告書は１～５次調査をまとめて報告を行なう。詳細は II－（1）にゆずるが、それぞ

れの年次における調査は、１次調査（２号墳）、２～４次調査（１号墳）、５次調査（１、２号墳）

を行なっている。通常ならば年次ごとの報告を行なうべきであるが、そうすると１号墳、２号墳の

記述が煩雑になることから、本報告書では１号墳、２号墳の順に記述をする。なお、１次調査の調

査時におけるトレンチ番号と本報告でのトレンチ番号は変更になっている。これについては後述す

る。

また、本古墳群はＩ－（1）－２でも述べたように、これまでいくつかの呼称で呼ばれてきた。大

分県教育委員会発行の周知遺跡分布図 (2) には“天満”古墳群として登録されていたことから１～４

次調査においては、この名称で概要報告を行ってきた。そのような中、地元住民や日田市文化財調

査委員から、古墳群の所在地の字名“天神山”を名称とすることが望ましいとの声が上がってきた。

そこで、市教委内部で検討し、現在の町名である朝日町を字名の上に冠して、“朝日天神山”古墳群

と名称変更を行うこととした。変更後は従来の“天満”古墳群と併記して一部年報などで、“朝日天

神山（天満）”古墳群としていたが、本報告を以って正式に“朝日天神山”古墳群と名称変更する。

（1）調査の方法

１次調査では２号墳の墳丘測量を行った。測量を行う前に国土座標の基準点（X＝37633.809m・

Y＝－7600.034m・H＝121.917m、X＝37652.411m・Y＝－7574.302m・H＝121.238m）を墳

頂部に、周辺に補助杭を設定し、墳頂部の２点を主軸として、東西約100m、南北約60mの範囲を

縮尺１/100、50cmコンタによる墳丘測量図ならびに周辺地形図の作成を行った。また、２次調査

では１次調査時に１号墳上に設定した基準点（X＝37661.050m・Y＝－7520.779m・H＝119.196

m）を使用した。周囲にはトラバース測量によって副基準点を設定し、墳丘を中心に周辺地形を含

む東西約100m、南北約75mの範囲を対象として行った。測量では平板を使用し、縮尺１/100、

25cmコンタを基本として実施した。さらに５次調査ではトータルステーションと電子平板を利用し

て、25cmコンタを基本とし、１号墳と古墳群周辺より広範囲に、詳細な測量図の作成を行なった。

作成した墳丘測量図・周辺地形図をもとに墳丘主軸を決定し、これに基づきトレンチの設定、掘

り下げを行った。その結果、検出された周溝についてはその方向軸、出土した遺物についてはその

広がりを確認するために必要に応じてトレンチの拡張を行なった。また、検出した遺構については、

サブトレンチによる掘り下げ、もしくは全掘を行ない、その深さや埋没状況の確認を行なった。

５次調査では、これまでと同様のトレンチ調査に加え、トレンチ調査では確認し難い前方部とそ

の隅角、後円部の形状を確認する目的で２号墳周囲と１号墳と２号墳の間に広範囲な調査区を設定

した。１号墳と２号墳の間を北からＡ区・Ｄ区、２号墳の北側をＢ区、西側をＣ区とした。また、

Ａ・Ｃ・Ｄ区については４次調査までのトレンチと重複する部分もあったことから、埋め戻してい
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た真砂土を再度掘り下げ、土層・周溝の再確認を行なった。

また、トレンチの実測図は１/20を基本とし、遺物の出土状況など詳細部分については一部１/10

で実測を行なった。写真撮影については、35mmのリバーサル・モノクロならびに４×５・６×

６・６×７の中判カメラでリバーサル・モノクロ撮影を行なった。

（2）整理の方法

出土遺物ならびに図面整理作業は１次調査分を市教委、２～５次調査分を別府大学で行なった。

遺物実測については、１次調査出土遺物ならびに伝１号墳出土遺物の一部を市教委担当者が行なっ

たほか、２～５次調査分に関しては大学で行い、さらに１次調査分を大学に業務委託して行なった。

製図については、大部分を市教委、一部を大学で行なった。写真撮影は、１次調査出土遺物ならび

に伝１号墳出土遺物は市教委で業務委託し、その他の遺物については大学でおこなった。

以下、報告書作成段階で問題となった点について、述べる。

１．トレンチ番号の変更とその対応関係について

本古墳群は５次にわたる調査の中で、１号墳に15本、２号墳に17本のトレンチと２号墳に３箇所、

１号墳と２号墳の間に１箇所の広範囲な調査区を設定した。

まず、１次調査では２号墳に12本のトレンチを設定した。この時点でのトレンチ番号は０～８ト

レンチ、ならびＡ、Ｂ、中央トレンチと呼称していた。その後、５次調査で再び２号墳の調査を行

う際に、１次調査のトレンチ番号を旧１トレンチから時計回りに11トレンチまで付し、５次調査の

トレンチを12～16トレンチと設定した。しかし、報告書作成段階で平成９年度の年報報告の中で、

８トレンチが記載されていなかったことがわかった。通常なら１次調査のトレンチであるので、12

トレンチとするべきであるが、５次調査の整理作業がほぼ完了していることもあって、遺物注記番

号や実測図との整合性が取れず、混乱を招く恐れがあることから17トレンチとして報告することに

なった。

１号墳のトレンチ番号については、３～５次調査で15本のトレンチを設定しており、これは本報

告でもそのまま記述する。また前述したとおり、５次調査で設定した４箇所の広範囲な調査区は１

～４次調査で設定したトレンチと重複する部分もあることから、Ａ～D区とした。

２．遺物の注記について

調査で出土した遺物は、１次調査については市教委で行い、別府大学協力のもとに行なった２～

５次調査においては、別府大学で行なった。そのため、事前に注記方法の統一を行なっておらず、

注記方法が異なっている。

注記は天満のローマ字表記から3文字を使用しているが、市教委の注記は、

ＴＮＭ［ＴＥＮＭＡＮ］（古墳番号）－（トレンチ番号、出土位置・層など）

としているのに対して、別府大学の注記については

○1 ＴＭＮ［ＴＥＮＭＡＮ］（年次）－（トレンチ番号、出土位置・層など）

○2 ＴＭＮ［ＴＥＮＭＡＮ］（年次）－（古墳番号）－（トレンチ番号、出土位置・層など）

としている。○1については３、４次調査、○2については５次調査分である。３次調査は１号墳の
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最初の調査であったことから、注記をＴＮＭ－１と表記し、また4次調査は同じく１号墳の２次調査

であることからＴＮＭ－2と表記している。５次調査については、１号墳・２号墳ともに調査を行な

っていることから、年次の後に古墳番号をつけている。

また、市教委が行なった１次調査分については、調査時のトレンチ番号を注記しているため、本

報告との整合性が取れていない。

上記の内容については次ページの対照表に記しておく。

（3）１次調査の実測図について

平成９年度に行なった１次調査では２号墳に12本のトレンチを設定した。各トレンチについては、

平面図・土層図を実測しているが、報告書作成中に平面図と土層断面図の不整合や土層注記の漏れ

などが多数あることがわかった。こうした状況を内部で検討した結果、現段階で可能な部分のみ図

上復元を行い、それが不可能なものについては原図をそのまま使用することになった。

よって本報告中の２号墳１次調査の１～11トレンチ、17トレンチについては、土層注記（土層番

号、土色・土質等の記述）を省き、表土下層に見られる黒色土・周溝埋土・基盤と解釈可能な土層

をトーンで表現するようにし、基本的には別府大学調査分の記述とは統一を行なっていない。

註１）土居和幸・下村智編　『吹上遺跡・天満古墳－範囲確認調査に伴う概要報告－』日田市教育委員会　2002年

註２）『大分県遺跡地図』大分県教育委員会　1993年
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第１表　新旧トレンチ対照表ならびに遺物の注記方法

１　号　墳
トレンチ
番号

注記方法
新トレンチ
番号

旧トレンチ
番号

注記方法

２　号　墳
備　　考

１次調査

３次調査

４次調査

５次調査

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

１トレンチ

２トレンチ

３トレンチ

４トレンチ

５トレンチ

６トレンチ

７トレンチ

８トレンチ

９トレンチ

10トレンチ

11トレンチ

12トレンチ

13トレンチ

14トレンチ

15トレンチ

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

TMN－1 第１トレンチ

TMN－1 第２トレンチ

TMN－1 第３トレンチ

TMN－1 第４トレンチ

TMN－2  5トレ

TMN－2  6トレ

TMN－2  7トレ

TMN－2  8トレ

TMN－5 1号9Tr

TMN－5 1号10Tr

TMN－5 1号11Tr

TMN－5 1号12Tr

TMN－5 1号13Tr

TMN－5 1号14Tr

TMN－5 1号15Tr

１トレンチ

２トレンチ

３トレンチ

４トレンチ

５トレンチ

６トレンチ

７トレンチ

８トレンチ

９トレンチ

11トレンチ

12トレンチ

17トレンチ

―

―

―

―

―

―

―

―

12トレンチ

13トレンチ

14トレンチ

15トレンチ

16トレンチ

Ａ区

Ｂ区

Ｃ区

Ｄ区

１トレンチ

Ａトレンチ

２トレンチ

Ｂトレンチ

３トレンチ

４トレンチ

５トレンチ

中央トレンチ

６トレンチ

７トレンチ

０トレンチ

８トレンチ

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

TNM2－1トレ

TNM2－Ａトレ

TNM2－2トレ

TNM2－Ｂトレ

TNM2－3トレ

TNM2－4トレ

TNM2－5トレ

TNM2－中央トレ

TNM2－6トレ

TNM2－7トレ

TNM2－0トレ

TNM2－8トレ

―

―

―

―

―

―

―

TMN-5 2号12Tr

TMN-5 2号13Tr

TMN-5 2号14Tr

TMN-5 2号15Tr

TMN-5 2号16Tr

TMN-5 2号Ａ区

TMN-5 2号Ｂ区

TMN-5 2号Ｃ区

TMN-5 2号Ｄ区

５次２号墳Ｃ区と重複

５次２号墳Ｃ区と重複

５次２号墳Ｃ区と重複

３次１号墳１トレンチ、
５次Ａ区と重複

３次１号墳１トレンチ、
５次Ａ区と重複

５次２号墳Ｄ区と重複

１次２号墳７・８トレン
チと重複

１次２号墳１～３トレン
チと重複

３次１号墳２トレンチと
重複



IV

（1）調査の概要

Ｉ－（2）でも述べたとおり、本古墳群は５次にわたって行った確認調査の結果、１～４次調査当

時の所見と最終の５次調査の所見とは大きく異なる結果となった。しかし、本節では調査概要を述

べるにあたり、調査当時の所見に従い、記述する。

１次調査

調査では、２号墳の周溝の有無、墳丘規模の確認を行う目的で、墳丘周囲に12本のトレンチを設

定し、掘り下げを行った。その結果、墳丘の西・北・東側で２重の周溝が確認された。南側では急

斜面の崖になっていることから長いトレンチは設定できなかったが、３本のトレンチで内側周溝が

確認された。これらトレンチで確認された周溝から全体の形状を復元するにあたり、前方後円形に

巡らずに、多角形（剣菱形）になることが想定された。

遺物は各トレンチから出土したが、特に後円部側とクビレ部の内側周溝から多数出土した。古墳

に伴う遺物はほとんどが須恵器で大型平底壺や器台が中心に出土した。さらに埴輪が１点も出土し

ていないことから、形状・法量が類似する大型平底壺がその代用品として考えられた。また、器台

は北側クビレ部から、そのほとんどが出土した。こうした出土状況から本来墳丘に樹立されていた

ものが周溝へ流れ込んだと考えられた。

また同じく北側クビレ部の内側周溝内からは、加工された凝灰岩製品が出土した。その加工部位

や残存状況から石製表飾品（石人）ではないか、との指摘もあり、岩戸山古墳との関係も考えられ

た。さらに多角形の周溝、須恵器大型平底壺の存在は埼玉県・埼玉古墳群の中の山古墳との類似性

が指摘され、古墳時代後期の汎列島的な情勢を考える上でも重要な知見が得られた。 （若杉）

２次調査

1999（平成11）年2月26日から3月10日にかけて１号墳の墳丘測量調査を、市教育委員会と別府

大学との合同で行った。測量には、東西約100ｍ、南北約75ｍの範囲を対象として行われた。測量

には市教育委員会が設定した国土座標による基準点を使用し、縮尺１/100で25cmコンタを基本と

した平板測量が実施された。

測量の結果、復元全長33m、後円部径22ｍ、高さ２ｍ、前方部長11ｍ、前方部幅14ｍ、クビレ部

幅は10ｍ程度になるものと考えられた。墳形形態は後円部が大きく短い前方部がつき、後円部はや

や方形気味の楕円形を呈する。前方部との境には微妙なクビレ部を有するが、南側は直線的で不明

瞭になっている。前方部頂は比較的平坦である。墳丘北側には幅４ｍ前後の平坦面が広がり、さら

に北側は1.5ｍ程の段差になっている。現況では墳丘の段築や周溝・周堤、及び埴輪や葺石などの外

表施設は確認できなかった。現在、社がたつ後円部の石室側壁体を構成していたと考えられる扁平

な石材は、境内東端部の石垣に再利用されている。また、測量調査によって、墳丘北側にテラス状

の段の存在が意識され、墳丘施設の一部なのか削平によるものなのかという疑問点が得られたこと

等が報告されている。

３次調査

２次調査における墳丘測量によって確認された、１号墳の規模の確定や墳丘の構造を明らかにす
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るため、墳丘の周囲に計４本のトレンチ（１～４トレンチ）を設定し、３次調査が行われた。調査

は、別府大学への依託で行われた。結果は次の通りである。

１トレンチで、積石状の遺構が検出され、横穴式石室の第２主体部の存在が想定された。２・４

トレンチで溝が検出され、周溝であると考えられた。３トレンチで検出した溝については、古墳に

伴わない溝状遺構であると報告されている。調査で出土した築造時期を窺える遺物については、須

恵器は破片３点（すべて破片）で、埴輪・葺石等は確認できなかった。全形を窺い知る資料は出土

しなかったが一応６世紀後半に比定できる。

４次調査

３次調査にひきつづき１号墳を対象として、墳丘周囲に4本のトレンチ（５～８トレンチ）を設定

して４次調査が行われた。調査は、２・３次調査同様、市教育委員会と別府大学との合同で行われ

た。４次調査での成果は次の通りである。

６トレンチで墳丘のたちあがりが確認でき、３次調査１トレンチの成果を加味し、墳長が２次調

査での指摘と同様33ｍと確認された。また、７・８トレンチで墳丘盛土下より掘込みが確認された。

この掘り込みに関して、３次調査２トレンチで古墳の周溝と判断したものと対応すると考えられ、

前方部石室構築に伴うものか、もしくは墳丘築造時の割付線・設計線的性格の可能性が考えられた。

３次調査４トレンチで検出した溝は、古墳の周溝であると考えられたが、５・７トレンチの溝と連

続するもので、古墳には周溝が巡らないことが指摘された。８トレンチでは須恵器がある程度まと

まって出土し、時期が概ねTK10～TK43が主体であることなどが報告されている。

５次調査の前年度末に、日田市教育委員会から協力を得て２号墳を対象に、別府大学で進めてい

る電子平板による変化点測量にて座標による墳丘の測量を試みた。

５次調査

１～４次調査に引き続き、日田市教育委員会と別府大学との合同で、１・２号墳を対象として行

われた。１号墳では第９～15、３Ｂトレンチの計７本のトレンチ、２号墳では、第12～16トレンチ

及びＡ～Ｄ区の計５箇所のトレンチ及び４箇所の調査区を設けた。調査の結果、１号墳について以

下のことが明らかになった。

４次調査まで１号墳には周溝が存在しないと考えられてきたが、今までの調査で希薄であった北

側を重点的に調査した結果、後円部側の15トレンチ～14トレンチＣまでの間で周溝が確認された。

また、14トレンチＣで周溝が止まる。周溝の形状は鍵形で、前方部の方がやや広がる。しかし、今

回検出された周溝の大部分が、後世による改変を受けている。また、特に墳丘北側では、中世の製

地層が確認されており、大規模な改変がなされた可能性が高い。４次調査で検出した溝状遺構（設

計ライン）は、９～11トレンチでも検出した。

２号墳では、従来の見解で、周溝形態が剣菱状に巡るものと考えられていたが、本調査で鍵形に

なることが判明した。それに伴い、従来前方部だと考えられていた箇所が後円部になることがわか

った。また、南側崖面の周溝に関しては、10・14・15トレンチで確認したように、崖面でも周溝が

造られていることが判明した。

調査終了後引き続き、図面と記録の電子化を図るため、電子平板による変化点測量を１号墳及び

１・２号墳周辺を対象に行った。 （玉川）
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（2）１号墳の調査

１トレンチ（第７・18図、図版２・３・51）

前方部の端部、盛土の状況、周溝・周堤の確認を行うため、主軸にそって南北９ｍ、幅２ｍのト

レンチを設定した。このトレンチは２号墳調査時のトレンチ延長上にあたり、１号墳、２号墳間の

連続した土層堆積や遺構の繋がりを検証するため、２号墳調査時のトレンチと接続させた。

調査の結果、前方部の墳丘盛土と礫群、墳端近くのピット群、前方部の上部からは石室と見られ

る石組みが検出された。墳丘の盛土調査については、石室が確認されたので石室保護のため石室上

面で掘り下げを止め、墳丘端部を中心にサブトレンチを入れて確認を行った。

遺物は表土から須恵器片が１点、表土下の包含層から須恵器片が２点出土している。現位置を留

める遺物の出土は確認できなかった。

土層堆積状況は、１黒褐色表土層、２黄褐色土、３褐色土、４黄褐色土、５暗黄褐色土、６暗褐

色土となり、これらの層群は全体的に締りがなく、墳丘盛土の流出した再堆積層と考えられる。７

層から21層及び24層から33層までは墳丘の盛土と見られる。22・23層は柱穴の堆積土である。墳

丘盛土は黄褐色土・明黄褐色土と黒色に近い暗黒褐色土との互層が基本的な層序になっている。特

にピットから東側は整地した基盤層の上にこれらの層群が水平に堆積し、列石からさらに東側は５

～10cmの層群が版築状に積み上げられている。これらの層群は締りがあり、ピットから東側が墳丘

盛土と判断される。また、石室近くの土層堆積を見ると、天井石までは水平に盛られ、天井石から

上は層理が斜めに走るブロック状の堆積になっている。天井石を境に墳丘盛土の方法に変化が見ら

れる。

ここで、注目しておきたいのはピット群と礫群である。ピット群はほぼ南北に３基並んで検出さ

れた。径0.4～0.5ｍ、深さ0.2ｍで中央のピットのみ深さ0.5ｍを測る。埋土上部は灰味を帯びた褐色

土や黄褐色土で、下部は５層と同じ堆積土になっている。検出面は５層下部である。このピット群

を境に西側と東側では土層堆積状況が異なっている。ピット群から東側が墳丘盛土と推定され、こ

れらのピット群は墳丘築成と何らかの関わり合いがあったものと考えられる。したがって、前方部

の墳端はピット群付近としておきたい。ただ、ピット群からの出土遺物は無い。ピット群すぐ西側

には高さ0.1ｍ程の基盤層の高まりが見られ、南北方向にトレンチ幅いっぱいに確認できた。このこ

とも墳端を考える一つの材料になるであろう。ピット群から西側は幅2.5ｍにわたって浅い溝状を呈

し、その部分に５層が堆積する。これが周溝となるか地山整形となるかは今後の検討が必要である。

墳丘盛土中に検出された礫群は、安山岩の亜角礫で４石が半円形に並んでいる。長さ30cm前後、

厚さ10cm強である。この礫群を境に墳丘盛土が変化し、礫群より東側は土層堆積が密になる。墳丘

築成とこの礫群は関係が深いと考えられ、外護列石としての役割を持つものではなかろうか。ただ

し、トレンチ内では南北に並んでいない。

また、前方部の墳頂に近い部分から安山岩の石組が検出された。頂部には幅１ｍ程度、厚さ20cm

の板石を載せ、その下には長さ60～80cm、厚さ10cmの板石を配する構造をもつ。内部に空洞が確

認されることから横穴式石室の玄室天井部と考えられる。今回初めて１号墳に第２主体部が存在し

ていることが明らかになった。天井石と考えられる頂部の石はボーリングステッキで確認したとこ

ろ長さ１ｍ50cmを超えるものであった。天井石下の石積みは３段まで検出し、それ以下は掘り下げ

なかった。調査前から、前方部頂に長さ２ｍを超える安山岩の大石が存在していたが、この石は新

－35－



たに発見された第２主体部の天井石のひとつであると思われる。石積みは10cm前後の平石であるこ

とから割石小口積みの壁体を持つ横穴式石室の可能性がある。

第17図１～３は１トレンチから出土した遺物である。

１は２層から出土した須恵器大型平底壺の頸部である。幅9.2cm、残存高4.7cmの小破片ではある

が、大型平底壺の特徴をよく示している。外面肩部は平行タタキの後、横方向のカキ目が施される。

頸部との境は沈線状を呈するが、工具による調整痕が残ったものであろう。頸部には波状文の一部

とみられる平行線が一部残るが横ナデによって下端部が消されている。内面には丸石状の当具痕、

粘土接合痕、上部にはヨコナデが観察される。胎土は精良で僅かに赤色粒子を含む。外面は淡灰褐

色を呈し、内面はやや茶味が強い。厚さ２cmの厚手の作りで、器高の割には肩が大きく張るタイプ

になるものとみられる。焼成はあまく、硬く焼き締まっていない。２は同じく２層出土の須恵器大

甕の肩部とみられる破片である。外面には細やかな平行タタキを密に施す。内面には大きくて細い

同心円の当て具痕が明瞭に残る。色調は外面が淡黄灰色、内面は淡い青灰色を呈する。胎土には１

～２mm大の砂粒を若干含むが精良である。焼成は比較的良好で焼き締まっている。部分的な破片

で全体像は分からないが、大甕の存在を示すものであろう。３は表土層からの出土である。小型の
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第７図　１号墳１トレンチ実測図（1/80）
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土層名称

１黒褐色土　　（表土層）
２黄褐色土　　（軟質、遺物包含層）
３褐色土　　　（軟質）
４黄褐色土　　（やや軟質）
５暗黄褐色土　（やや軟質、黄褐色土ブロック混入）

６暗褐色土　（締りが強い）
７茶褐色土　（軟質）
８黄褐色土　（一部黒色土混入、締りあり）
９茶褐色土　（上部は軟質）
10 黄褐色土　（１cm前後の小石を少量含む、締りが強い）

11 黄褐色土　　　　（軟質）
12 褐色土　　　　　（締りは強い）
13 明茶褐色土　　　（軟質）
14 明黄褐色土　　　（一部軟質土混入、締りが強い）
15 黄褐色土　　　　（ブロック）
16 黄褐色土　　　　（やや暗いが、締りが強い）
17 暗黄褐色土　　　（一部黒色土混入、締りが強い）
18 褐色土　　　　　（締りが強い）
19 暗褐色土　　　　（やや軟質）
20 にぶい黄褐色土　（締りが強い）
21 暗黄褐色土　　　（橙色土ブロック混入、締りが強い）
22 灰褐色土　　　　（締りが強い、黄褐色土混入）
23 灰黄褐色土　　　（締りが強い、黄褐色土混入）

24 暗黄褐色土　　　（黄褐色土混入、締りが強い）
25 黄褐色土　　　　（黄色土混入、やや軟質）
26 褐色土　　　　　（橙色土小ブロック混入、締りが強い）
27 黄褐色土　　　　（締りが強い）
28 黄褐色土　　　　（ほぼ25と同じ）
29 褐色土　　　　　（橙色土小ブロック混入、締りが強い）
30 黄褐色土　　　　（ほぼ25・28と同じ）
31 褐色土　　　　　（ほぼ26・29と同じ）
32 暗褐色土　　　　（締りが強い）
33 にぶい黄褐色土　（締りが強い）
34 明黄褐色土　　　（締りが強い）
35 黄褐色土　　　　（締りが強い）
36 明黄褐色土　　　（基盤層、締りが強い）



壺の肩部と見られるが、部分的な破片なので全体像を知り得ない。外面は横方向の強い平行タタキ

で、下半は特に強くタタキが加えられている。内面には規則正しい小さな窪みが観察されるが、タ

タキ調整の際、当具のかわりに指でおさえたものであろう。その後、縦方向に指で強くナデ上げて

いる。薄手の作りで外面には自然釉が掛かり光沢がある。色調は、外面が褐味を帯びた灰黒色、内

面は灰黒色である。胎土は極めて精良で、硬く焼き締まっている。須恵器の壺とみられるが陶質土

器様の質感がある。 （下東・安東・下村）

２トレンチ（第８・18図、図版４・５）

前方部隅角部分に幅２ｍ、長さ15ｍのトレンチを南西方向に設定し調査を行った。その結果、墳

端裾近くに大きな掘り込みが確認され、さらに、土坑、石組遺構、南西端には溝状遺構が検出され

た。また、大きな掘り込みの状況を確認するため北東方向に長さ1.5ｍ、幅１ｍのトレンチを拡張し

た。

土層堆積状況は、１黒褐色表土層、３淡黄褐色土がトレンチ全面にみられ、それ以下の層は各遺

構の堆積土となる。

トレンチ東北端で確認された大きな掘り込みは、５層まで掘り下げた時点で検出され45層の基盤

層に掘り込まれている。北西方向から南東方向にかけて、前方部の隅角に添うようにカーブを描き

ながら延びている。拡張したトレンチで墳丘側の状況を確認しようと試みたが。溝状の立ち上がり

は確認できず、底面で墳丘側に基盤層の立ち上がりが僅かに確認されたのみである。したがって、

溝状になるのかどうかは判断できなかった。確認面から底面までの深さは１mで、墳丘側のトレン

チ端部では地表から深さ２mを測る。

この掘り込みの土層堆積状況は、８・10層に厚い黒褐色土が堆積し、それ以下は黒褐色系の土層

とロームブロックを含む黄褐色系の土層が互層になってややレンズ状に堆積している。底面には33

層の淡黒褐色土が広がっている。土層の観察では、黒褐色系の土層と黄褐色系の土層が互層になっ

ていることから、全体的に締りがないが墳丘盛土と考えて差し支えなかろう。概報では、この掘り

込みを周溝として報告したが、墳丘下に位置することと、第５次調査の調査結果から判断すれば周

溝にはなりえないので、本報告で訂正しておいたい。したがってこの掘り込みは古墳築造に伴なう

何らかの遺構と考えることができる。１トレンチの調査では墳丘下に明黄褐色の基盤土が確認され

たので、この掘り込みは１トレンチまでは伸びていないことになる。掘り込みからの遺物の出土は

極端に少なかったが、掘り込み斜面中位の33層から基盤層に貼り付くような状態で須恵器短頸壺の

胴部が出土している。

墳丘端部には土坑状の落ち込みが検出された。墳丘土に掘り込まれているので古墳時代より新し

い時期のものであろう。長さ1.25m、深さ0.5mを測り、幅は確認していない。落ち込みの中位から

上位には、10cm大から20cm前後の丸みを持つ礫が詰まっている。礫はトレンチ南側でもまとまっ

て出土している。出土遺物はなく詳しい時期や性格は明確にはできなかった。

また、土坑状落ち込みの西側には石組遺構が検出された。遺構のつながりを確認するためトレン

チの一部を拡張した。石組は基盤層上面に築かれており、一部は既に露出していた。長さ30cm、厚

さ10cm、前後の安山岩角礫を略東西方向に延長２m、小口面を南に揃えて並べている。東側には幅

20cm、長さ50cmの礫をやや直交するように立てる。この礫の深さは0.4m以上あったが、下まで掘

－37－



り下げていない。石組は３層の上にも築かれた部分があり、中央部は２段積みになっている。これ

ら石組の性格は明らかにできなかったが、層位的にも浅い位置に作られており、古墳に関係ある施

設かどうか判断できなかった。直交する礫は大きくて深く埋置されているが南側には石組は伸びな

いため小石室とも考え難い。石組に伴なう出土遺物は全くみられなかった。

トレンチ南西端では溝状遺構が検出されている。この部分は２号墳の外側の周溝を確認するため

掘り下げたが、推定した２号墳の周溝は確認できなかった。検出された溝は２号墳の周溝とは別な

溝と判断した。幅1.6m、深さ0.45mを測り、ほぼ南北に伸びている。土層堆積を見ると39層から42

層までの層群の形成後に、36～38層が堆積している。堆積土は粘質を持った褐色土や暗褐色土とな

っている。溝の埋没後に再度掘り窪められ、さらに埋没した形跡が確認できる。トレンチ内では幅

１m分しか掘り下げていないので、明確な時期を決定する出土遺物は見られなかった。

この溝は南北に伸びて１号墳の主軸線に直交している。土層からやや新しい時期の溝と考えてい

たが、５次調査の成果から１号墳の周溝であることが判明した。

第18図４は須恵器短頸壺の胴部から底部にかけての破片である。扁球形の胴部に丸平底を有する。

胴部上位の外面には横方向に１cmあたり６条のカキ目調整、胴部下半から底部にかけては手持ちヘ

ラ削りを施す。内面は回転ナデで下部には明瞭な稜線が認められる。残存高7.2cm、復元胴径

13.4cm、復元底径6.7cmを測る。外面は淡青灰色を呈し、内面は茶褐色となる。焼成はあまく、胎

土には１mm前後の赤色粒子を多く含む。外面の黒色粒子は内面にみられる赤色粒子が熱変してで

きたものであろう。作りは丁寧だが焼成が充分でなく調整が磨滅している。 （下東・安東・下村）

３トレンチＡ・Ｂ（第８図、図版６・７）

後円部の墳端と周溝、そして墳丘測量時に間題となった墳丘北側のテラス状の段の構造を確認す

るため、後円部中位から北側に南北14ｍ、幅２ｍのトレンチを設定した。実際に掘り下げたのは、

墳丘側から8.5ｍまでは幅１ｍ、それより北側は幅1.3ｍである。遺構のつながりを確定するため、さ

らに北側に長さ3.5ｍ、幅0.5ｍの拡張トレンチを設けた。これが３トレンチＡである。

調査の結果、後円部の墳丘盛土とテラス状の段、ピット群、段落ちの北側には幅広い溝状遺構が

検出された。墳丘北側の段状を呈する部分の土層堆積状況は、１黒褐色土、２暗黄褐色土、３暗黄

褐色土、４灰褐色土であり、これらの層群は全体的に締まりがなく、１層は表土層、２～４層は墳

丘盛土の流出した再堆積層と考えられる。これ以下は、５黒褐色土、６灰褐色土、７灰褐色土、８

にぶい黄褐色土、９黒褐色土、10黄褐色土、11灰褐色土となり、黒褐色系と黄褐色系の土層が交互

に積み重なっている。これらの層群は硬く締まっており版築状に盛り上げられた墳丘盛土と判断さ

れる。墳丘盛土はトレンチの墳丘側から1.6ｍまで確認できるが、もともとの墳端部はもう少し北側

に広がっていた可能性がある。墳丘側から2.6ｍのところに地山を削り出した基盤層の盛上がりが見

られ、ピットが存在することからこの付近が本来の墳端部ではなかろうか。その他の遺構としては、

ピットが数基検出されている。径0.3ｍ～0.5ｍ、深さ0.2ｍを測り、トレンチ幅が狭かったこともあ

って、並びや時期、古墳との関係などははっきりしない。

墳丘北側のテラス状の段は厚い堆積土に覆われているが、削り出しの基盤層の標高は墳丘側が

116.13ｍで、北側に緩やかな傾斜をなし、約１ｍの段落ち部を形成している。この段は古墳築造当

初から形成されていたものと考えられ、北端部は後世の削平によるものなのかどうか今回の調査で

－38－
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第８図　１号墳２・３トレンチ実測図（1/80）
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土層名称
１黒褐色土　　（表土）
２淡褐色土　　（軟質）
３淡黄褐色土　（軟質）
４黒褐色土
５淡褐色土
６暗褐色土　　（黒褐色土ブロック少量含む）
７淡黒褐色土
８黒褐色土
９淡黒褐色土
10 黒褐色土　　（黄褐色土ブロック少量含む）
11 黒褐色土
12 淡褐色土　　（黒褐色土ブロック少量含む）
13 黒褐色土
14 黄褐色土　　（ロームブロック）
15 黄褐色土　　（ロームブロック）
16 淡褐色土
17 黄褐色土　　（ロームブロック）
18 淡褐色土　　（ロームブロック）
19 淡褐色土
20 黄褐色土　　（ロームブロック）
21 淡黒褐色土
22 黄褐色土
23 暗黄褐色土　（締りが強い）
24 黄褐色土　　（ロームブロック）
25 黄褐色土
26 暗褐色土
27 暗褐色土
28 黄褐色土　　（締りが強い）
29 黒褐色土　　（黄褐色土ブロック少量含む）
30 暗褐色土
31 黄褐色土　　（締りが強い）
32 暗黄褐色土
33 淡黄褐色土
34 暗黄褐色土
35 暗黄褐色土
36 褐色土　　　（粘質）
37 暗褐色土　　（粘質）
38 褐色土　　　（粘質）
39 暗黄褐色土　（やや暗褐色土混じる、粘質）
40 暗褐色土　　（粘質）
41 黒褐色土　　（粘質）
42 黒褐色土　　（粘質）
43 暗黄褐色土　（粘質）
44 暗黄褐色土　（粘質、基盤層上部）
45 黄褐色土　　（粘質、基盤層）
46 黒褐色土　　（軟質）
47 暗赤褐色土　（黒褐色ブロック少量含む）

土層名称
１黒褐色土　　　　（表土）
２暗黄褐色土　　　（軟質、遺物包含層）
３暗黄褐色土　　　（締りなく、粘質）
４灰褐色土　　　　（やや締りなく、粘質）
５黒褐色土　　　　（やや締りがない）
６灰褐色土　　　　（やや締りがあり、粘質）
７灰褐色土　　　　（締りがあり、粘質）
８にぶい黄褐色土　（締りが強く、粘質）
９黒褐色土　　　　（やや締りがあり、粘質）
10 黄褐色土　　　　（締りが強く、粘質）
11 灰褐色土　　　　（締りが強く、粘質）

12 にぶい黄褐色土　（やや締りがあり、粘質）
13 暗褐色土　　　　（やや締りがある）
14 黒褐色土　　　　（やや締りがあり、粘質）
15 褐色土　　　　　（締りが強く、粘質）
16 暗褐色土　　　　（締りが強く、粘質）
17 褐色土　　　　　（やや締りがあり、粘質、灰褐色ブロック混入）
18 灰褐色土　　　　（やや締りがあり、粘質、灰褐色ブロック混入）
19 灰褐色土　　　　（締りが強く、粘質）
20 灰褐色土　　　　（18と同じ）
21 灰褐色土　　　　（19と同じ）
22 明黄褐色土　　　（粘質、基盤層）



は判断がつかなかった。出土遺物は直接古墳に伴うものはみられなかったが、２層から弥生中期の

甕、後期の甕、古式土師器の甕などが検出されている。

トレンチ北側で検出された溝状遺構は、幅3.5ｍ、底幅約２ｍ、深さ0.7ｍ～0.8ｍを測る。溝の北

側の肩は拡張トレンチで確認した。逆台形状を呈し、底面には凹凸が多く見られる。土層は13層が

水平堆積で、14～17層はレンズ状に堆積している。18～21層は底面の凹凸に堆積した土層である。

各層は比較的厚い単位で埋没していることから短期間に埋まったものであろうか。堆積土からは、

弥生中期から後期にかけて丹塗りの高坏、甕等が出土しているが、明確に時期を決定する遺物は出

土していない。方位は略東西方向をとっている。墳丘からはかなり離れているので当初古墳との位

置関係から周溝とは考えていなかったが、５次調査の成果から１号墳の周溝であることが判明した。

（下東・安東・下村）

１号墳側にも２号墳と同様に周溝が２重に巡っているかどうかを確認するために、３トレンチＡ

の延長上に３トレンチＢを設定した。トレンチは長さ7.95ｍ、幅0.9ｍである。

調査の結果、３トレンチで確認された周溝の北側端部が検出された。また、ピットが６個検出さ

れたが、今回は掘り下げずに確認のみにとどめた。周辺には弥生時代から古墳時代、中世にわたる

遺構群が広がっているので、それらに伴うピット群であろう。トレンチ北側では表土を剥ぐとすぐ

明るい黄褐色の基盤層が検出されるが、周溝状の落ち込みは検出されなかった。さらに北側にトレ

ンチを伸ばして確認してもこれまで確認されている周溝からは離れすぎるので、結果的に２重の周

溝は巡らないことが判明した。 （玉川）

４トレンチ（第９図、図版８）

天満社拝殿すぐ西側に長さ８ｍ、幅１ｍのトレンチを南北方向に設定した。この部分は社殿建築

によって墳丘が完全に削平されていたので、後円部の周溝が残っているかどうかを確認するため掘

り下げを行なった。調査の結果、断面形が逆台形の溝状遺構と、この溝に併行して南側にもう１条

の逆台形を呈する浅い溝状遺構が検出された。

トレンチ上部の土層堆積状況をみると、１黒褐色表土層、２暗灰褐色土、３黒褐色土、４黒褐色

腐植土となり、各層には炭を多く含みこれらは天満社建設以後の堆積層と考えられる。５層以下は

中世から古墳時代にかけての堆積層であろう。トレンチ北側は0.2m掘り下げると砂礫を多く含む硬

い黄褐色の基盤層に達し、かなり削平を受けていることが理解できる。

トレンチ中央部で検出された溝状遺構は砂質の基盤層に掘り込まれ、確認面での上端幅は1.6ｍ、

底幅40cm、深さ１ｍを測る。土層断面観察での上端幅は1.8ｍになる。やや深いＶ字状の逆台形を

呈し、ほぼ東西方向に直線的に伸びる。

２トレンチで検出された掘り込みとは規模や形状が異なるが、底面のレベルはほぼ一致している。

埋土は灰味を帯びた黄褐色系の砂質土が北側から流れ込んだ状態でレンズ状に堆積している。17層、

19層、20層はやや粘性を持った堆積土になっている。溝内からは時期を決定する出土遺物は見られ

なかった。この溝は位置的には後円部に属するが後円部を正円に復元した場合、復元線上からはや

やずれている。また、直線的に伸びるという疑間点も残っていたが、５次調査の成果からこの溝は

周溝にならないことが判明した。すぐ南側に隣接する溝は、幅1.2ｍ、深さ0.25mを測り、トレンチ

中央部の溝とほぼ併行して東西方向に伸びている。逆台形の浅い溝で、12～15層が埋土になってい

－41－



る。底面はほぼ平坦で15層の淡黄橙褐色土がやや盛り上がった状態で堆積している。土層の質はト

レンチ南端部の底部糸切りの土師質土器を出す層と類似しており、明確な出土遺物はないが中世に

属するものではなかろうか。

トレンチ南端部では基盤層が南側に深くなって、その部分に堆積した10層、11層からは底部糸切

りの土師質土器坏・皿がまとまって出土している。トレンチ内では明らかな遺構としては捉えられ

なかったが、土坑状の遺構が存在する可能性がある。土師質土器の坏は後で報告しているが形態的

特徴から15世紀半ばから16世紀前半代に属するものであろう。他のトレンチからも中世の土師質土

器坏・皿が多数出土しており、中世の祭祀に関係するものなのか、あるいは近くに所在する中世の

朝日宮ノ原遺跡などと何らかの関係を有するものであろう。 （下東・安東・下村）

５トレンチ（第10図、図版９）

４トレンチ同様墳丘盛土が天満社建築により削平されているため、墳丘端部や周溝確認を目的に

後円部南側の天満社拝殿東に長さ8.0m、幅1.0mのトレンチを南北方向に設定した。

調査の結果、墳丘端部は削平とごく新しい整地層によって確認することはできなかったが、トレンチ

中央よりやや北側では溝状遺構の切り合い、中央からやや南側では柱穴や焼土、南端部では落ち込み遺

構などが検出された。遺物はトレンチ北半部上層で弥生中期の丹塗高坏・甕、後期の高坏・タタキのあ

る甕、古式土師器の甕、南端部の13層中位では大量の土師質土器が集中して出土している。

土層堆積状況は、１灰黒色表土層、２は淡褐色土で黄灰色粘土ブロックを含む基盤土の整地層、

３灰褐色土、４灰黒色土、５は淡褐色土で２層と同様黄灰色粘土ブロックを含む基盤土の整地層、

－42－

第９図　１号墳４トレンチ実測図（1/80）
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土層名称
１黒褐色土　　（表土）
２暗灰褐色土
３黒褐色土　　（表土）
４黒褐色土　　（腐植土）
５暗灰褐色土　（粘質）
６暗灰褐色土　（粘質）
７淡黄褐色土
８暗灰褐色土　（粘質）
９灰黄褐色土
10 暗灰黄褐色土
11 淡黄褐色土
12 灰黄褐色土

13 明黄褐色土　　（粘質）
14 暗灰黄褐色土　（粘質）
15 淡黄橙褐色土
16 灰黄褐色土
17 暗灰黄褐色土　（粘質）
18 淡黄褐色土
19 淡黄橙褐色土
20 明黄褐色土　　（粘質）
21 暗黄橙褐色土　（砂粒含む）
22 灰黄褐色土　　（砂粒含む）
23 明黄褐色土　　（砂粒含む）
24 明黄褐色土　　（粘質、基盤層）



６灰黒色土、７暗褐色土、８褐色土、９・10は灰褐色土で現表土を含む整地前の旧表土、11淡黄褐

色土となる。11層以下は遺構及び包含層に伴う堆積土である。

中央部やや北側で検出された溝状遺構は17層の淡灰褐色土を切って、21層の明黄褐色基盤土に掘

り込まれている。検出面上端の幅は約0.9m、底幅約0.6m前後、深さ0.43mを測り、箱形に近い逆台

形状を呈する。溝状遺構の堆積土は３層に分層でき、レンズ状に堆積している。15は黒褐色土、16

は暗褐色土、18は褐色土となり各層ともに砂質である。15・16層からは弥生後期の甕片が出土して

いる。出土遺物からこの溝は弥生後期後半に属すると考えられ、４トレンチで検出した溝及び後で

報告する７トレンチで検出した溝と位置及び形態、主軸方向が同様であるため、一連の溝と判断し

ても差し支えなかろう。古墳築造以前の弥生後期の集落に関連する溝であろう。この溝の北側には

さらに切られた遺構が検出され、17の淡灰褐色土が堆積する。断面形は逆台形を呈するとみられ、

前記した溝状遺構と同一の東西方向をとることから、これも溝状遺構になる可能性がある。

トレンチ中央部の14層は暗茶褐色土で、上部には中世の土師質土器を含むが、下層からは弥生後

期から終末にかけての甕がまとまって出土している。胴部の破片が中心で、破片そのものは割と大

きいがあまり接合しない。14層は溝状遺構を切った土層で、弥生土器が水平にまとまって出土した

ことから、当初竪穴住居址の一部ではないかと考えて掘り下げを進めたが、14層は整地層とみられ

る土層堆積状況を示していた。調査面積が部分的であるため確定はできないが、竪穴住居址の覆土

ではなく、整地層とみた方がよさそうである。トレンチ全体の基盤層はほぼ水平に削りならされて

おり、弥生土器を含む14層は不整合にその上にのっている。近くの弥生土器を含む層が整地され、

弥生土器はその中に混入したものであろう。

11～13層からは中世の土師質土器が多く出土している。特に13層の茶褐色土からは遺物の出土量

が多く、流れ込みと考えられる弥生土器とともに土師質土器が多量に出土している。また、13層に

は焼土を含み、トレンチ中央部南側では長さ0.6m、幅0.4mの範囲に焼土の塊りが検出された。さら

に南端部近くにも焼土の塊りがある。土師質土器は13層の中でも南側にいくに従って出土量が多く

なり、トレンチ南端部では特に集中して出土している。出土状況は完形に近い個体が重なったり平

面的に分布したりするような状態ではなく、中には完形に復元できる個体もあるが、多くは破片の

集積である。したがって、これらの土師質土器は土坑などに廃棄された状態のままではなく、廃棄

後整地された土層に包含されていたものとみることができる。器種は坏が主体で、数は少ないが皿

も含まれる。トレンチは境内の端部までは入れていないので、さらに南側の様子は明らかでないが、

旧地形が下がっていることから、南側はさらに出土量が多くなるものと考えられる。

トレンチ南端の特に土師質土器が集中して出土している下部には20層の褐色土が堆積している落

ち込みが確認された。土師質土器の出土位置からすると、土師質土器廃棄の土坑とは考えられない。

トレンチ幅が狭いのでどの様な形状になるのか判断できないが、基盤層が南側に下がっているので

それに伴う落ち込みであろうか。落ち込みの堆積土からは、時期を決定する遺物は確認できなかった。

４トレンチ、５トレンチは社殿を挟んで西側と東側に設定したが、現社殿ぎりぎりまで中世段階

で整地されていることが分かり、特に南側は土師質土器を多く含む整地層となっている。この整地

層が現社殿の下にどの様に伸びるのか今後の検討課題になる。現社殿は昭和３年に横穴式石室を壊

して建築されたと伝えられており、社殿のどこまで石室があったかが問題となろう。墳丘について

は、社殿のある後円部南端側が部分的にせよ中世に削平を受け整地されていたことが窺える。
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なお、２トレンチで確認された墳丘盛土下部の掘り込みは、後円部側に設定した３～５トレンチ

では確認することができず、後円部側には掘り込みがないということが確認できた。（下森・下村）

６トレンチ（第11・18図、図版10）

墳丘のほぼ主軸線上の後円端部付近に、墳丘盛土の端部、テラス状遺構の状況、周溝などの確認

のため長さ6.0m、幅1.5mのトレンチを設定した。

調査の結果、トレンチ東端部で大きな落ち込みと、西端部で墳丘盛土とみられる土層堆積、柱穴

などを検出した。遺物は墳丘盛土を中心とする西端部では弥生中期後半の甕、丹塗りの甕、後期の

甕などが出土し、東端部の落ち込み部分からは弥生中期及び後期の甕、瓦質土器、土師質土器の坏

などが出土している。2層を中心とする上層では弥生中期の甕、丹塗りを施した甕、鋤先状口縁を持

つ高坏などが含まれていた。トレンチ中央部の攪乱土層や整地層からは古墳に伴う須恵器の大型平

底壺、中世の土師質土器坏・皿、青磁などが出土した。須恵器大型平底壺は混入した状況で検出さ

れ、原位置を保っていない。

土層の堆積状況は、北壁と南壁ではやや異なっている。北壁では、１黒灰色表土、２灰黒色土と

堆積し、２層は８～11層の堆積以前における旧表土である。３層は暗茶褐色土で、墳丘盛土の再堆

積土と考えられる。４層は褐色土となり、砂質で拳大の礫を含む。３層と同じく墳丘盛土の再堆積

土とみられるが、３層との分層はちょうど大きな木の根によって明確にできなかった。５層と６層

は黒色を呈する粘質土で、固く締まっている。６層には基盤土のロームブロックを含む。５・６層

は土層の堆積状況や土質などから、墳丘盛土であると判断された。墳端部は盛土の流失を考慮する

ともう少し東側に伸びるとみられるが、概ねこの付近に想定してもよさそうである。
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第10図　１号墳５トレンチ実測図（1/80）
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土層名称
１灰黒色層　　（表土）
２淡褐色土　　（黄灰色砂質粘性ブロック含む、基盤層の整地土）
３灰褐色土
４灰黒色層
５淡褐色土　　（黄灰色砂質粘性ブロック含む、基盤層の整地土）
６灰黒色土
７暗褐色土
８褐色土　　　（砂質）
９灰褐色土　　（整地前の旧表土）
10 灰褐色土　　（整地前の旧表土）
11 淡黄褐色土　（砂質でサラサラ）

12 褐色土
13 茶褐色土　　（中世15世紀代の土師坏多量に含む、一部赤みを帯びた土を含む）
14 暗茶褐色土　（13よりやや黒い、弥生後期土器を含む、上部には土師坏を含む）
15 黒褐色土　　（溝の埋土、弥生後期土器含む、砂質）
16 暗褐色土　　（溝の埋土、弥生後期土器含む、砂質）
17 淡灰褐色土　（砂質土、溝の埋土か、別な遺構）
18 褐色土　　　（砂質、16よりやや明るい、溝の埋土の最下層）
19 暗褐色土
20 褐色土　　　（砂質土）
21 明黄褐色土　（砂礫・白色粒子を含む、基盤層）



８～11層はやや粘質を持った褐色系の土層で、２cm前後の基盤土のブロックを含み、小礫が混入

している。東側落ち込みを埋めた整地層であろう。境内を東側に広げた際に整地されたと考えられ、

時期的には新しいものと推察される。12層は砂質の淡褐色土で、土師質土器の坏などを含んでいる

ことから、中世の層とみられる。13層は黒灰色を呈する落ち込み部の堆積土である。

南壁の土層堆積状況は、トレンチが堆積の境目となって部分的に異なっている。すぐ横に薬師堂

が建っていることもあり、整地層が多くみられる。14層は明褐色土で基盤土を削平して均した整地

層である。15層は北壁で部分的にみられる砂質で礫まじりの基盤層である。17層はやや粘質で締ま

った灰黒色土で、北壁の２層に相当するものである。トレンチ中央部の大きな礫で止まり、上位に

11層がのる。18層は暗黒褐色を呈する締まった粘質の土層である。基盤土のブロックを含み、北壁

の６層に相当するものとみられる。19層は粘質の暗褐色土、20層は砂質の褐色土、21は地山と同じ

砂質の黄褐色土、22は同じく砂質の暗褐色土となっている。これらは全て整地層で22層には近世の

遺物を含んでいた。したがって、６トレンチは近世、近現代に何度も整地が行われたことを示して

いる。
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第11図　１号墳６トレンチ実測図（1/80）

15

11

10

9

1

根�

根�

1

4
4

15

20 19

21 22

16

17

7 7

18
14

0 2m

1
1
7
.0
0
0
m

117.000m

117.000m

1
4

2
6

7
根
�

7 6
5 3

6

7

53

7

3
2

根�

根�根�

根�

3
4

2

1

8
9

13

10

11

12

13

土層名称
１黒灰色土　　（表土）
２灰黒色土　　（粘性なし）
３暗茶褐色土　（粘性なし）
４褐色土　　　（砂質、拳大の礫含む）
５黒色土　　　（粘質、締りあり、墳丘土）
６黒色土　　　（粘質、締りあり、ロームブロック少量含む、墳丘土）
７明褐色土　　（粘質、基盤層）
８暗茶褐色土　（１と対応）
９淡褐色土　　（２cm前後の地山ブロック、小礫混入、やや粘質）
10 淡灰褐色土　（２cm前後の地山ブロック、小礫混入、やや粘質、９より暗）
11 暗灰褐色土　（５cm以下の地山ブロック混入、砂質）

12 淡褐色土　　（砂質、江戸か）
13 黒灰色土　　（旧表土か）
14 明褐色土　　（地山を削平した土を整地土として利用）
15 黄灰褐色土　（やや砂質、礫まじりの地山）
16 暗茶褐色土　（砂質）
17 灰黒色土　　（やや粘質、やや締りあり）
18 暗黒褐色土　（粘質あり、締りあり、地山ブロック含む）
19 暗褐色土　　（やや粘質、２より締りがあり17より締りはない）
20 褐色土　　　（砂質）
21 黄褐色土　　（砂質、主に15を削平して整地）
22 暗褐色土　　（砂質、近世含む）



東端部の落ち込みは、削り出しによる基盤の平坦面から45°の角度で落ち込み、平坦面からの深さ

は約0.6mである。下端は確認することができたが、東側は石垣という地形的制約からトレンチの拡

張が行えず、東部の形状は明らかにすることができなかった。この落ち込みには中世の土師質土器

を包含する12層がのっていることから、少なくとも中世以後の削平はないものと判断される。３ト

レンチで検出された基盤層削り出しの段落ちと同一形状であり、墳丘に合わせて巡っていることを

考慮すると基段状のテラスになると考えられる。墳丘盛土から落ち込みまでの幅は現状で約４mを

測り、他のトレンチで検出されたテラス面とほぼ大差がないことからも、このことが裏付けられよ

う。

もう一つの調査成果としては、西端部で墳丘盛土が確認できたことである。６トレンチはほぼ主

軸上に位置し、同じ主軸線上に設定した１トレンチの成果から、墳丘は33mになることが判明した。

その他の遺構としては、墳丘盛土の下部から検出した柱穴がある。古墳築造以前の遺構と考え、

掘り下げを行わず現状保存を図った。

出土遺物としては、原位置を留めていないものの須恵器の大型平底壺があり注目される。

第18図13は肩部から頸部にかけての破片で、復元頸部径は15.4cm、残存高10.8cmを測る。頸が

締りナデ肩を呈する。外面には頸部下位に１条の沈線が巡り、沈線より上は一部横方向のカキ目の

後櫛描波状文を施す。沈線の下には横方向のカキ目を施し、屈曲部近くはヨコナデされている。肩

部はタテ方向の平行タタキで丁寧に調整されている。内面は上位がヨコナデ、屈曲部にはヘラナデ

調整が施され、肩部内面には同心円の当て具痕が明瞭に残る。外面は浅黄色、内面は明オリーブ灰

色を呈し、胎土には１～２mm大の長石を少量含む。焼成は良好で堅緻である。14は残存高13.2cm

を測る肩部の破片である。外面にはタテ方向の平行タタキの後一部カキ目調整を施している。内面

には同心円の当具痕が残る。15は復元底径27.4cm、残存高9.5cmを測る底部である。外面はカキ調

整の後タテ方向の平行タタキを施す。その後端部は回転ヘラケズリされ、再度一部にはタタキ調整

が加えられている。内面は下から斜め上方に強い指ナデが施され、一部残っている粘土帯接合痕を

消すために上から下ヘ指ナデが施されている。指ナデ調整の上にはタタキ調整時の当具痕が残る。

内底面は不定方向の指ナデで調整されている。底面には、焼成時に熔着したと思われる粘土塊が付

着しており、また、この熔着物を剥がした痕跡が確認できる。熔着物には小礫の他、軽石や凝灰岩

片などが含まれていることから、在地で生産されている可能性が高い。外面は青灰色、内面は淡黄

灰色を呈し、胎土には石英を多く含む。焼成は良好で堅緻である。 （下森・末國）

７トレンチ（第12・18図、図版11・12・51）

天満社西側、前年度調査の４トレンチ西側で、クビレ部が想定される付近に設定した。

当初南北に設定したトレンチの北端で墳丘が不明瞭だったことと、南端で溝の一部が確認された

ことにより、両端をそれぞれ拡張した。また南端で確認された溝は、前年度調査の４トレンチのほ

ぼ中央、および５トレンチの中央やや北寄りで検出された溝と関連する可能性があるため、トレン

チの中央部を東に向かって平面的に拡張した。よって最終的なトレンチの形状は、カタカナの「ト」

のようである。寸法は、南北の長軸が9.4ｍで、北側で長さ3.9ｍ・幅0.8ｍ、中央で長さ3.0ｍ・幅

3.0ｍ、南側で長さ2.5ｍ・幅1.0ｍである。

本トレンチでは、北側で、墳丘盛土および墳丘盛土下より古墳にともなう掘り込みが確認された。
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第12図　１号墳７・８トレンチ実測図（1/40・1/80）

39 茶褐色土　　（ロームブロック。粘質、締りあり。）
40 灰褐色土
41 褐色土　　　（粘質。）
42 黄褐色土　　（ロームブロック含む。粘質。）
43 暗褐色土　　（粘質、締りあり。）
44 茶褐色土　　（ロームブロック。砂質。）
45 淡灰褐色土　（粘質、締りあり。）
46 暗灰褐色土
47 淡灰褐色土
48 淡灰褐色土
49 暗灰褐色土
50 黄褐色土　　（やや暗い。粘質。）
51 明黄褐色土　（ロームの粘土ブロックで構成。）
52 褐色土
53 黄褐色土　　（ロームブロック。）

54 淡褐色土
55 暗黄褐色土　（粘質。）
56 褐色土　　　（ロームブロック含む。）
57 灰黄褐色土
58 黒色土　　　（粘質。）
59 黄褐色土　　（粘土ブロック。）
60 灰黒色土　　（粘質、締りあり。）
61 黄褐色土　　（粘質。）
62 暗褐色土　　（粘質。）
63 黄褐色土　　（ブロック。）
64 暗褐色土
65 灰褐色土
66 明黄褐色土　（粘質。）
67 淡灰褐色土

土層名称
１黒色土　　　（表土）
２暗灰褐色土　（中世の遺物含む。締りなし。）
３暗灰褐色土　（砂質、締りなし。）
４灰褐色土　　（黒味が強い。）（木根の撹乱）
５灰褐色土　　（木根の撹乱）
６灰褐色土　　（木根の撹乱）
７灰褐色土　　（木根の撹乱）
８暗褐色土　　（木根の撹乱）
９灰褐色土　　（ブロック、粒子で残る。）（木根の撹乱）
10 暗褐色土　　（木根の撹乱）
11 灰黒色土
12 灰黄褐色～褐色土（明るい部分あり。締りなし。）

（中世の包含土）
13 灰褐色土　　（11層よりやや明るい。）
14 褐色土　　　（中世）
15 灰黒色土　　（土師質土器の坏を多量に含む。）（中世）
16 灰黒色土　　（中世）
17 暗褐色土
18 褐色土
19 黒褐色土

20 灰褐色土
21 明褐色土　　（砂質。）
22 茶褐色土
23 明茶褐色土
24 明黄褐色土　（基盤土の再堆積。砂質。）
25 明黄褐色土　（基盤）
26 淡褐色土　　（砂礫、黄色のロームブロック含む。締りあり。）
27 灰茶褐色土
28 淡褐色土　　（砂礫、黄色のロームブロック含む。締りなし。）
29 暗灰褐色土
30 淡灰褐色土　（礫を若干含む。砂質。）
31 淡灰褐色土　（砂質。）
32 褐色土
33 暗灰褐色土　（締りあり。）
34 暗灰褐色土　（締りあり。）
35 黄褐色土　　（基盤土）
36 灰褐色土
37 茶褐色土　　（粘質、締りあり。）
38 灰黒褐色土　（黒色土と褐色のブロックを含む。）

土層名称
１黒色土　　（表土）
２淡褐色土　（褐色のロームブロック含む。）
３暗褐色土　（やや粘質。）
４褐色土　　（ロームブロックを多く含む。）
５褐色土
６暗褐色土　（ロームブロックを含む。）
７暗褐色土　（締りなし。）（中世）
８淡褐色土　（締りなし。２層より明るい。）
９暗褐色土　（やや粘質、やや締りあり。）
10 暗褐色土　（小石を含む。締りあり。）
11 暗褐色土　（10層より暗い。締りあり。）
12 暗褐色土　（ロームブロックを含む。締りあり。）（根痕）
13 淡褐色土　（砂質であるが、10層同様に締りあり。）
14 暗褐色土　（粘質、締りあり。）
15 暗褐色土　（やや粘質、締りあり。）
16 暗褐色土　（ローム含む。15層より上位番号の同一色調

の層より明るい。締りなし。）
17 褐色土　　（基盤掘り起こし。締りなし。）
18 褐色土　　（基盤掘り起こし。17層よりは締りあり。）
19 褐色土　　（基盤掘り起こし。17・18層より暗い。締り

なし。）
20 明褐色土　（基盤）

21 暗褐色土　（やや締りあり。）
22 灰黒色土　（締りあり。）
23 褐色土　　（ロームを多く含む。やや暗い。やや粘質。）
24 淡褐色土　（ロームブロックをまばらに含む。粘質、締

りあり。）
25 暗褐色土　（粘質、締りあり。）
26 暗褐色土　（礫を含む。粘質、締りあり。）
27 暗褐色土　（26層よりやや締りなし。）
28 灰黒色土　（粘質、22層より締りなし。）
29 褐色土　　（ロームを含む。やや粘質。）
30 暗褐色土　（小礫を多く含む。やや粘質、締りあり。31

層より締りなし。）
31 暗褐色土　（小礫を含む。締りあり。）
32 暗褐色土　（小礫をまばらに含む。30・31層より暗い。

30・31層より締りなし。）
33 暗褐色土　（小礫を僅かに含む。31層と同様な色調。締

りあり。）
34 暗褐色土　（ロームブロックを僅かに含む。やや明るい。）
35 暗褐色土　（基盤土含む。やや明るい。やや粘質。）

36 淡褐色土　（ロームブロックを含む。やや暗い。）
37 明褐色土　（やや暗い。やや締りあり。）
38 暗褐色土　（ロームブロックを僅かに含む。40層より明

るい。締りあり。）
39 暗褐色土　（ロームブロックを僅かに含む。他のしまっ

た層より僅かに締りなし。）
40 暗褐色土　（ロームブロックを僅かに含む。他のしまっ

た層より僅かに締りなし。）
41 淡褐色土　（やや黄色を帯びる。黄褐色の基盤土と明褐

色の基盤土を含む。）
42 暗褐色土　（やや締りなし。）
43 暗褐色土　（やや締りなし。）
44 暗褐色土　（ローム含む。小礫を僅かに含む。）
45 暗褐色土　（ローム含む。締りあり。）
46 暗褐色土　（ローム含む。をまばらに含む。締りあり。）
47 暗褐色土　（粘質、締りあり。）
48 暗褐色土　（粘質、やや締りあり。）
49 黄褐色土　（基盤、砂混じり。）



この掘り込み内からは須恵器片（高坏もしくは器台の脚部）が出土している。また中央やや南側寄

りで東西に伸びる溝が確認され、この溝の時期を想定できる可能性のある古式土師器片が出土して

いる。そのほか中世の包含層より多量の土師質土器（坏）が出土した。以下、詳述する。

表土を除去し、掘り進めて行くと、南半分は0.4～0.5ｍ程で基盤層が検出された。しかし、墳丘が

残存すると思われる北半分では、まず中世の遺物が多量に出土した。とくに土師質土器の坏が多く

出土した。２層・12層・14～16層が、主に土師質土器の坏を出土した層で、古墳の墳丘付近で主に

出土していることが想定された。なお、15層がこれらの遺物をとくに多く含む層である。トレンチ

北端部付近である15層で地表面より１ｍ程、中央部北寄りの16層で地表面より0.5ｍ程掘り下げた。

これらの中世の層は主に締まりのない土であった。

さらに掘り進めると、これらの層の下層で、細かく分層できる土が確認された。よって、トレン

チ内、北側に長さ3.9ｍ・幅0.４ｍのサブトレンチを設定し、さらに掘り進めた。すると深さ0.6ｍ程

の掘り込みが墳丘に向かってもぐり込むのが確認された。その掘り込みから上位にむかって、概ね

粘質で締まった土を細かく盛っている状況が確認できた。これらの土は概ね、ロームブロックを含

む茶褐色・黄褐色・褐色という比較的色調が明るい土と、黒色・灰黒色といった比較的色調が暗い

土を、交互に盛っているという状況であった。なお、この掘り込みの下端から0.2ｍ程の高さで須恵

器片（高坏もしくは器台の脚部）が出土した。

一方トレンチ南側では、東西に伸びる溝が検出された。トレンチ幅の1.0ｍ分だけ完掘し、残りの

トレンチ中央東側の拡張部で確認された溝の続きは、遺構ラインの検出のみに止め、掘り下げは行

わなかった。溝の幅は、両上端を確認できる西端で、11ｍ程である。東端では片方の上端のみしか

確認できなかった。その上端から南のトレンチ中央東側拡張部の南壁面までの距離は12ｍである。

したがって溝の幅は場所によって違う可能性が指摘できる。遺物は中央東側拡張部の遺構検出面よ

り須恵器の の胴部片、完掘した溝内より図示するには耐えない破片であるが、古式土師器の破片

が出土した。

以上から、トレンチ北側の掘り込みは、前年度調査の２トレンチ同様、古墳築造時の掘削である

と考えられる。その上面より細かく分層できる土は、細かい単位で土を盛って墳丘土としたものと

言えよう。この墳丘盛土の現状での上面は、中世段階の削平が著しいものの、32～40・45・46・

48・67層であると考えられる。盛土の状況は、概ね比較的色調が明るい土と、比較的色調が暗い土

を、交互に盛るという状況である。なお、掘り込み内より出土した須恵器の脚部は、この古墳の築

造時に伴うものと考えられ、この古墳の時期を考える上で重要な遺物である。

墳丘は、中世段階に著しく削平を受けているものの、掘り込みの上端付近から、墳丘の中心に向

かって、上方にゆるやかに傾斜している。よって。67層よりやや南側（外側）あたりが墳丘の立ち

上がりで、墳丘の裾部（基段を含まない）であると考えられる。トレンチ中央付近は、削平による

凹凸があるものの、概ね平坦であると考えられる。よって、古墳に伴うテラスを形成していた可能

性もある。

トレンチ南側は、東西に伸びる溝が検出されたが、これは前年度調査の４トレンチのほぼ中央、

および５トレンチの中央やや北寄りで検出された溝と連結する可能性がある。この溝が古墳に伴う

ものか、それより先行するものなのかが問題である。この溝の検出面で須恵器 、溝内から古式土

師器片が出土している。 はＴＫ43頃のものと考えられ、古墳築造時よりも新しい可能性がある。

－48－



よって、この遺物を溝埋没時の遺物、もしくは追葬時の遺物と考え、古式土師器の年代をもって溝

の時期とする考えも可能である。しかし、古墳に伴うテラスの問題を含め、他のトレンチとの状況

を鑑みて判断することが妥当であると考える。

出土遺物（第18図）７は、 の胴部片で、トレンチ中央東側拡張部の溝の遺構検出面より出土し

た。頸部より上位、および底部を欠損する。器形は胴部が小ぶりで、頸部がしまる。よって口縁部

径が胴部径を大きく上回り、頸部が大きく伸びるタイプと思われる。胴部の中位に２条の沈線を巡

らし、その間に概ね縦方向の線刻列が見られる。その後まばらなヨコナデにより線刻をやや消して

いる。調整は、外面が２条の沈線より上位では回転ヨコナデで、下位では回転ヘラケズリである。

内面がナデである。また内面胴部上位に接合痕が見られる。８は、高坏もしくは器台の脚部片とも

考えられるものである。トレンチ北側墳丘盛土下掘り込みより出土した。裾部復元径は16.8cｍであ

る。脚部裾は段を有し、端部は丸くおさまる。上方にむかって内側にすぼまっていくが、残存する

上端部の径が従来の高坏に比べ広い。よって後述する２号墳の出土遺物を鑑みて器台の脚部の可能

性もある。脚部外面には波状文が施されている。透孔は現状では２ヶ所であるが、残存状況から３

ヶ所と考えられる。調整は、外面が回転ヨコナデで、内面が回転ヨコナデおよびナデである。その

他、図示していないが、トレンチ南側の溝内より、古式土師器の胴部と思われる破片が出土してい

る。外面はタタキ、内面はヘラケズリである。器壁は２mm程度と薄い。 （吉田和）

８トレンチ（第12・18図、図版13・51・52）

７トレンチの西側、前方部側面付近に南北の長さ８ｍ・幅１ｍの細長いトレンチを設定した。７

トレンチ北側で確認された墳丘盛土下掘り込みの範囲の確認、およびその上位から行われている盛

土の状況の比較、７トレンチ南側で確認された溝の範囲の確認、前方部側面の墳丘立ち上がりの確

認が主な目的である。

本トレンチでは、北側で７トレンチ同様に掘り込み、およびその上位からの盛土が確認され、南

端部で段落ちが確認された。盛土に関しては７トレンチより残存状況が良好で、墳丘の立ち上がり

が明瞭に確認され、その墳丘裾部からは須恵器蓋坏類がまとまって出土した。そのほか中世土師質

土器、白磁片、陶器等が出土した。以下、詳述する。

表土を除去し、掘り進めて行くと、南半分は0.4～0.5ｍ程で基盤層（20層）が検出され、南端部

では浅い落ち込みの後、砂が混じる基盤層（49層）が確認された。中央部やや北寄りでは、基盤層

直上で須恵器の蓋坏がまとまって出土した。これらの須恵器は一部トレンチの東壁に埋まっている

ものも見られたため、東側にやや出土範囲が広がる可能性もある。北側では、７トレンチほど中世

の層は堆積しておらず、また土師質土器などの遺物の出土も見ず、北側端部で0.5ｍ強ほど掘り下げ

ると、盛土と思われる細かく分層でき、なおかつ、概ね粘質で締まりのある土に達した。その後、

７トレンチ同様、墳丘下に掘り込みがあるか確認するため、北側に長さ2.8ｍ・幅0.4ｍのサブトレン

チを設定し、さらに掘り進めていくと、７トレンチ同様、掘り込みが確認された。その掘り込みの

上面より、概ね粘質で締まった土を細かく盛っている状況が確認できた。ここまでは７トレンチと

同じ状況であったが、これらの土は概ね、ロームブロックを含む褐色系統が多く、７トレンチのよ

うな比較的色調が明るい土と、比較的色調が暗い土を、交互に盛っているという状況ではなかった。

以上から、トレンチ北側の掘り込みは、７トレンチ同様、古墳築造時の掘削であると考えられる。
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その上面より細かく分層できる土、つまり細かい単位で土を盛って墳丘土としたものと言えよう。

この墳丘土の現状での上面は、９・10・14・24・25・37層であると考えられる。掘り込みの上端

よりやや南側（外側）から、墳丘の中心に向かって、上方に傾斜していることと、37層よりやや南

側（外側）で、須恵器蓋坏がまとまって出土し、ここが墳丘外であると考えられることから、削

平・撹乱が悔やまれるが23・37層あたりが墳丘の立ち上がりで、墳丘の裾部（基段を含まない）で

あると考えられる。この須恵器の一群の性格についてであるが、現時点では古墳築造時の祭祀行為、

または前方部にも主体部が存在する可能性があることから、追葬時の祭祀行為と考えられる可能性

もあるが、現時点では判然としない。トレンチ中央付近は、南に向かってゆるやかに傾斜するもの

の、古墳に伴うテラスを形成していた可能性も棄てきれない。トレンチ南側では、ゆるやかな落ち

が確認されたが、７トレンチ南側の溝と連結する可能性がある。

出土遺物（第18図）９～12は、トレンチ中央やや北寄り墳丘裾部と思われる場所より出土したも

のであるが、完形品はない。これらは概ね１／３～２／３程度残存するものである。９は坏蓋で、

口縁部復元径は13.6cｍである。口縁端部に段を有し、天井部と口縁部との境に明瞭な沈線を１条、

さらにこの沈線下に全周しない沈線を施す。調整は、天井部外面では回転ヘラケズリで、下位およ

び内面では回転ヨコナデである。焼成に関しては、当古墳出土の須恵器の中でも良品である。10は

坏身で、口縁部復元径は13.0cｍである。２／３程度の残存する。たちあがりの角度がまだ強く、そ

して長い。11・12に比べ立ち上がりが長い。口縁端部には段を有さず丸い。調整は、外面が上位で

は回転ヨコナデで、下位では回転ヘラケズリである。内面が回転ヨコナデである。11は坏身で、口

縁部復元径は13.4cｍである。１／３程度の残存する。たちあがりの角度がまだ強く、そして長いが、

10に比べ立ち上がりが短い。口縁端部には不明瞭ながら段を有す。また口縁部付近が、やや内湾す

る。調整は、外面が上位では回転ヨコナデで、下位では回転ヘラケズリである。内面が回転ヨコナ

デである。12は坏身で、口縁部復元径は15.0cｍである。１／２弱残存する。たちあがりの角度がま

だ強く、そして長いが、10に比べ立ち上がりが短い。口縁端部には不明瞭ながら段を有す。調整は、

外面が上位では回転ヨコナデで、下位では回転ヘラケズリである。内面が回転ヨコナデである。外

面底部付近にヘラ記号の一部と思われるものがある。この遺物は、同一個体と思われる２つからな

るが、実測図では、下位の図面をみて分かるように、向かって右の遺物の底面付近に「一」に似た

ヘラ記号がある。同様に、向かって左の遺物の底面付近欠損部分に「一」に似たヘラ記号がある。

これらの「一」は、それぞれ交差する線刻を持たない。残存する破片の状況からもこの2つが直交す

る線の一部とは考えられない。よって、図面では同一の直線のそれぞれ一部と判断した。（吉田和）

９トレンチ（第13・45図、図版14)

前方部隅角（墳端）、テラス、周溝の確認を行うため、現テラス面の前方部隅角から里道及び栗林

にかけて、北西方向に長さ22.2m、幅1.0mのトレンチを設定した。

調査の結果、前方部側から3.65mの所に掘り込みを検出したが、北側の段落ち部では周溝は確認

できなかった。さらに、墳丘側の周溝が地山を削り込んでいるかどうかを確認するため、長さ22ｍ、

幅0.5mのサブトレンチを設定して掘り下げた。掘り込みは検出面から深さ約1.15ｍで基盤層を検出

し、その上面は墳丘盛土の版築が検出された。遺物は、掘り込み基盤層直上で弥生土器が１点、あ

とは各層から、弥生土器片が出土している。
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第13図　１号墳９・10トレンチ実測図（1/80）

土層名称
１黒褐色土層　　（表土）
２黄褐色土層　　（軟質）
３明黄褐色土層　（やや軟質で粘性有り）
４黒褐色土層　　（やや軟質、粘性、しまり共に有り）
５暗褐色土層　　（砂質、粘性有り、しまり強い）
６暗褐色土層　　（５層より軟質、しまり強く、粒子が細かい）
７褐色土層　　　（硬質でしまり強く、粒子が細かい）
８暗褐色土層　　（６層より粘質有り、硬質でしまり強く、粒子が細かい）
９暗褐色土層　　（やや硬質、粘性有り、しまりがわるい、粒子が細かい）
10 褐色土層　　　（硬質でしまり強く、粘性有り、粒子が細かい）
11 黒褐色土層　　（硬質でしまり強く、粘性有り、黄褐色ブロック含む）
12 暗褐色土層　　（硬質でしまり、粘性共に強い）
13 褐色土層　　　（硬質でしまり強く、粘性有り、１cm大の黒色ブロック含む）
14 暗褐色土層　　（硬質でしまり粘性共に強い）
15 極暗褐色土層　（軟質、粘性、しまり共に弱く、６cm大の赤褐色ブロック含む）
16 褐色土層　　　（硬質で粘性、しまり共に強い）
17 暗褐色土層　　（硬質でしまり強く、やや粘性有り、下層の方に黒色ブロック含む）

18 暗褐色土層　　（硬質でしまり強く、粘性有り）
19 褐色土層　　　（硬質でしまり強く、粘性有り）
20 極暗褐色土層　（硬質でしまり、粘性共に強い）
21 暗褐色土層　　（硬質でしまり強いが粘性弱い）
22 暗赤褐色土層　（軟質、しまりが悪い）
23 暗赤褐色土層　（やや軟質、しまり、粘性共に弱い）
24 暗赤褐色土層　（軟質、しまり弱い、粘性有り、粒子が細かい）
25 褐色土層　　　（硬質でしまり強く、やや粘性有り）
26 褐色土層　　　（硬質でしまり、粘性共に強く、ブロック含む）
27 褐色土層　　　（硬質、粘性無し、しまり強い）
28 暗褐色土層　　（硬質でしまり強く、砂質を多く含む）
29 褐色土層　　　（基盤層、小礫を多く含む）
30 暗褐色土層　　（硬質、粘性無し、黄褐色ブロック含む）
31 褐色土層　　　（硬質、やや粘性有り、微量の炭化物含む）
32 明赤褐色土層　（硬質でしまり有り、やや粘性有り）
33 極暗褐色土層　（軟質、しまり弱く、粘性有り）
34 極暗褐色土層　（11層より硬質、しまり、粘性共に強い）
35 暗褐色土層　　（やや軟質でやや粘性有り、しまり強く、

黄褐色ブロックを多量に含む）
36 暗褐色土層　　（軟質、粘性強い、しまり強い）
37 暗赤褐色土層　（やや軟質、粘性、しまり共に強い）

土層名称
１暗灰色層土層　　　（表土）
２赤褐色土層　　　　（粘質なし）
３黒褐色土層　　　　（粘質なし）
４明赤褐色土層　　　（粘質、締りあり）
５暗黒褐色土層　　　（粘質、締りあり）
６黒褐色土層　　　　（黄褐色ブロックを少量含み、粘質があり、堅く締まる）
７暗褐色土層　　　　（粘質があり、堅く締まる）
８暗赤褐色土層　　　（３より締りはあるが、パサパサ）
９暗褐色土層　　　　（黄褐色ブロック・白色ブロックを含み、粘質、締りあり）
10 黒褐色土層　　　　（礫を少量含み、粘質、締りあり）
11 黒褐色土層　　　　（10と比べ礫が多く、黄褐色ブロックを含む、粘質、締りあり）
12 橙色土層　　　　　（礫が少量含まれ、粘質、締りあり）
13 にぶい黄橙色土層　（黄褐色ブロック、礫、炭化物を含み、粘質、締りあり）
14 黒褐色土層　　　　（炭化物を少量含み、粘質、締りあり）
15 暗褐色土層　　　　（黄褐色ブロック、礫、炭化物を少量含み、粘質、締りあり）
16 黒褐色土層　　　　（黄褐色ブロック、Ａｓo-４再堆積が含まれ、粘質、締りあり）
17 黒褐色土層　　　　（16より多くAso-４再堆積を含み、全体的に白く、粘質、締りあり）
18 黒褐色土層　　　　（黄褐色土ブロックを含み、粘質、締りあり）
19 黒褐色土層　　　　（黄褐色ブロックが全体的に含まれ、粘質、締りあり）
20 褐色土層　　　　　（黄褐色ブロック・茶褐色ブロックが占め、ブロックの集合体。粘質、締りあり）
21 明黄褐色土層　　　（黒褐色ブロックを含み、締りあり）
22 黒褐色土層　　　　（18より明黄褐色土が入り、粒子が入る。締りあり）
23 明黄褐色土層　　　（黒褐色ブロックを含み、締りあり）
24 黒褐色土層　　　　（やや明黄褐色土が入る。締りあり）
25 黒色土層　　　　　（黒褐色土が所々に入る。締りあり）

26 黒褐色土層　　　　（明黄褐色土ブロックが入り、粒子が入る。締りあり）
27 オリーブ黒色土層　（粒子が入り、締りあり）
28 黒褐色土層　　　　（明黄褐色土ブロックを含み、粒子が細かい。締りあり）
29 明褐色土層　　　　（粘質、締りあり。基盤層）
30 黒褐色土層　　　　（明黄褐色土ブロックを含み、粘質、締りあり）
31 暗褐色土層　　　　（明黄褐色土ブロックを含み、粘質、締りあり）
32 にぶい赤褐色土層　（粘質、締りあり）
33 赤褐色土層　　　　（炭化物・礫を含み、粘質、締りあり）
34 にぶい赤褐色土層　（粘質、締りあり）
35 暗赤褐色土層　　　（粘質、締りあり）
36 にぶい赤褐色土層　（粘質なくパサパサ、表土）
37 黄褐色土　　　　　（粘質なくパサパサ、表土）
38 明黄褐色土層　　　（粘質、締りあり。基盤層）
39 黒褐色土層　　　　（表土）
40 黄褐色土層　　　　（礫、粒子を含み、キメが細かい）
41 灰黄褐色土層
42 灰黄褐色土層　　　（礫を多く含む）
43 褐色土層　　　　　（炭化物・礫を含み、粘質、締りあり）
44 暗褐色土層　　　　（炭化物・礫を含み、粘質、締りあり）
45 褐色土層　　　　　（粘質、締りあり）
46 黒褐色土層　　　　（炭化物を含み、粘質、締りあり）
47 暗褐色土層　　　　（炭化物を含み、粘質、締りあり）
48 暗灰黄色土層　　　（粘質、締りあり）
49 赤褐色土層　　　　（粒子を少量含み、粘質、締りあり）
50 黄褐色土層　　　　（粘質、締りあり。表土）
51 明褐色土層　　　　（粘質、締りあり）
52 明黄褐色土層　　　（褐色土ブロックを含み、粘質、締りあり）
53 黒褐色土層　　　　（粘質、締りあり）
54 暗褐色土層　　　　（パサパサで締りなし）
55 暗褐色土層　　　　（礫を含み、やや締りあり）
56 黒褐色土層　　　　（黄褐色ブロックを含み、やや粘質、締りあり）
57 黒褐色土層　　　　（粘質、締りあり）
58 暗赤褐色土層　　　（粒子を含み、粘質、締りあり）
59 明褐色土層　　　　（粘質、締りあり）
60 黒褐色土層　　　　（黄褐色ブロックを含み、締りあり）
61 暗褐色土層　　　　（礫を含み、パサパサで締りなし）
62 黒色土層　　　　　（粘質、締りあり）
63 黒褐色土層　　　　（粘質、締りあり）
64 黒色土層　　　　　（粘質、締りあり）



土層の堆積状況をみると、１は黒褐色土・２黄褐色土・３明黄褐色土は墳丘盛土が風化した再堆

積であると考えられる。３層以下の４黒褐色土、５暗褐色土、６暗褐色土、７褐色土、８暗褐色土、

９暗褐色土、10褐色土、11黒褐色土、12暗褐色土、13褐色土、14暗褐色土、15極暗褐色土、16褐

色土、17暗褐色土、18暗褐色土、19褐色土、20極暗褐色土、21暗褐色土、22暗赤褐色土、23暗赤

褐色土、24暗赤褐色土、25褐色土、26褐色土、30暗褐色土と全体的に褐色系土層と黒褐色系土層の

割合が多く、粘質が強い。また、これらの層群は小単位で交互に堆積し、締りがあるため、墳丘盛

土の版築であると判断できる。版築状の盛土の端部はトレンチ墳丘側から3.8mの所まで確認でき、

掘り込みの立ち上がりと接することから、少なくとも墳丘端部はこの箇所から北側になる可能性が

高い。この遺構に関しては、２・７・８・10トレンチで確認している溝と同様の性格をもつもので

あろう。

２・３層についてはテラス斜面下端から北側にも堆積しているが、里道のため硬く締まっていた。

それ以下の29褐色土は基盤層であり、３・10～15トレンチから続く周溝は９トレンチでは確認でき

かった。ちょうど周溝が途切れている部分にあたっていたためである。トレンチ北側の27・28層に

ついては後世の整地層であると考えられる。

墳丘側のテラス面の落ち込みは、底面の標高が115.26m、テラスの肩（上端）が114.76mで、墳

丘からテラスの肩（上端）までの基盤層の削り出しは北側に向けて緩やかに傾斜している。また、

このテラス斜面は削平を受けている可能性があるが、他のトレンチの成果を見ると、古墳築造当初

に近いものではなかったかと推測される。

出土遺物としては、第45図の21～23があげられる。特に23については墳丘側掘り込みの立ち上が

り上面からチャート製の石鏃が供伴して出土した。今回石鏃については図示していないが、地山で

ある29層直上で出土している点、テラス下端より北側に弥生時代の遺物の包含が無かった点などか

ら、弥生時代まではさらに段丘が北側に広がっていた可能性高く、古墳築造時に整形し基段として

利用したものであろう。 （玉川）

10トレンチ（第13・46・49図、図版15・16）

クビレ部の墳丘端部、テラス、周溝の確認のため、墳丘北側の現状でクビレ部と考えられる所に、

トレンチの設定を行った。トレンチの墳丘側の部分を、広く設定してクビレ部墳丘端部を確認しよ

うと試みたため歪な形になっているが、南北に長さ16.75m、幅1.0mのトレンチに、長さ4.4m、幅

1.0mと長さ1.6m、幅1.4mのＬ字型部分拡張部を設定した。さらに、トレンチの南側から３mの所

に、墳丘端部を確認するためにサブトレを設定し、1.4m程掘り下げた。

調査の結果、トレンチ南側から3.7mほどの所（サブトレンチ内）で、９トレンチでも検出された

掘り込み、墳丘盛土とテラス状の段、テラスの落ちと幅2.9m、深さ0.7mの逆台形状を呈する周溝、

ピット群がテラス下端より北側で検出された。

土層の堆積状況は、１暗灰色土、２赤褐色土、３黒褐色土、８暗赤褐色土は全体的に締りがなく、

１層は表土層、２・３・８層は墳丘盛土が流土した再堆積土及び墳丘の風化土であると考えられる。

これより下位の９暗褐色土、10黒褐色土、11黒褐色土、12橙色土、13にぶい黄橙色土、14黒褐色

土、15暗褐色土、16黒褐色土、17黒褐色土、18黒褐色土、19黒褐色土、20褐色土、21明黄褐色土、

22黒褐色土、23明黄褐色土、24黒褐色土、25黒色土、26黒褐色土、27オリーブ黒色土、28黒褐色
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土、29明褐色土、30黒褐色土、31暗褐色土、32にぶい赤褐色土と、全体的に黒褐色系土層の割合が

高いが、４・12・13・20・21・23・29・32は褐色系の明るい土色の堆積層で交互に堆積している

ことが見て取れる。これらの層群は締りがあり版築状に堆積していることから、墳丘盛土と判断で

きる。墳丘盛土の端部はトレンチ南側から5.0m程の所まで確認でき、掘り込み（基盤層）の立ち上

がりと合致するため、ここを墳丘端部として間違いはないが、実際の墳丘端部はもう少し北側に広

がっていたものと考えられる。

墳丘北側のテラス状の段は、厚い再堆積土に覆われているが、掘り込み（基盤層）の立ち上がり

の標高が116.0mで、テラスの肩（上端）の標高が115.67mと北側に向けて緩やかに傾斜し、0.77m

の段落ち部を形成している。この段は古墳築造当初に形成されたものと考えられ、後世による削平

もあろうが墳丘のラインと連動して形成されているのでテラスと考えてよかろう。

トレンチ北側で検出された周溝は、幅2.9m、底幅約0.7m、深さ0.3～0.7mを測る。逆台形を呈し、

底面は凹凸が多く見られる。土層は、48～46層が堆積した後、再度掘り込みが成され44・43層が堆

積している。この44・43層は炭化物や礫を含んでいる。44・43層が堆積した後、整地され40～42、

50層が堆積したことがわかる。また、堆積土からは、弥生土器片が出土しているが、明確に溝の時

期を示す遺物は出土していない。この周溝の軸は、トレンチ西側では北西に、東側では東の方向に

延びており、３次調査３トレンチで検出された、溝と連続するものと思われる。

遺物としては、第46図１～10、第49図33～35が出土した。出土状況は、主に弥生土器について

は周溝埋土に含まれ、土師質土器については墳丘～テラス上面の表土に包含されていた。 （玉川）

11トレンチ（第14図、図版17）

９・10トレンチと同様、墳丘端部、テラス、周溝の確認のため、３トレンチより東側の後円部に

トレンチの設定を行った。トレンチは、長さ14.20m、幅1.0mで設定した。

調査の結果、墳丘盛土、テラス状の段、テラスの端部から4.9m程北側に、幅2.64m～2.80m、深

さ0.3m～0.5m程の周溝を検出した。この周溝の南側肩より北側では、ピット群を検出した。

土層の堆積状況は、１褐灰色土、10赤褐色土。１層の褐灰色土は表土層で、13層の暗褐色土は墳

丘盛土の流土の再堆積土であると考えられる。これ以下の、２褐色土、３黒褐色土、６暗褐色土、

７褐色土、８黒褐色土、９黒色土は、２層以外締まっており、交互に堆積しているため墳丘盛土の

版築であると思われる。２層に関しては、草木の根がかなり入っているため締りがないが、墳丘盛

土であると考えられる。遺物は、堆積土から中世の土師質土器片が出土している。

３・９･10トレンチでも検出した墳丘北側のテラス状段の平坦面が、本トレンチでは他のトレンチ

に比べ極端に短い。また、墳丘北側に設定された他のトレンチと同様削平を受けている。この削平

がいつ行われたのか、今回の調査では判断がつかなかった。

トレントチ北側で検出した周溝は、幅2.64m～2.80m、底幅0.58m、深さ0.3m～0.5mを測る。10

トレンチと同様に逆台形を呈し、底面には凹凸が見られる。土層は、18灰黄褐色土、17にぶい黄褐

色土、16褐色土の順に堆積。16層が水平堆積、17・18層はレンズ状堆積で、各層も比較的厚い単位

で埋没していることから、短期間で埋まったものであろう。また、堆積土からは弥生土器片、須恵

器片が出土しているが、明確に溝の時期を示す遺物は出土していない。この周溝の軸は北西から南

東方向に弧を描くように延びており、３トレンチの周溝と連続し、10トレンチの溝とも連続するも
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第14図　１号墳11・12トレンチ実測図（1/80）

土層名称
１褐灰色土層　（表土）
２褐色土層　　（粘質、締りなし）
３黒褐色土層　（粘質、締りなし）
４黒褐色土層　（３より暗く、粘質、締りなし）
５黒褐色土層　（３より暗く、粘質、締りあり）
６暗褐色土層　（粘質、強く締まる）
７褐色土層　　（粘質、強く締まる）
８黒褐色土層　（粘質、締りなくパサパサ）
９黒色土層　　（根痕、締りなくパサパサ）
10 赤褐色土層　（粘質、強く締まる。基盤層）

11 明赤褐色土層　　　（強く締まる。基盤層）
12 明褐色土層　　　　（締りなくパサパサ）
13 暗褐色土層　　　　（６より粘質ないが、締りはある）
14 褐色土層　　　　　（締りなくパサパサ）
15 褐色土層　　　　　（14より締りあり）
16 にぶい黄褐色土層　（締りなくパサパサ）
17 にぶい黄褐色土層　（粘質あり）
18 灰黄褐色土層　　　（粘質あり）
19 褐色土層　　　　　（締りあり）

土層名称
１灰黄色土層　　　　（表土、腐食土）
２黒褐色土層　　　　（しまりあり、５mm大の礫を含む）
３にぶい赤褐色土層　（やや粘質、所々黒色土･黄褐色土ブロックが入る。２～５mm大の礫を含む）
４にぶい赤褐色土層　（３層より明るく、やや粘質で黄褐色土ブロックが入る。２～５mm大の礫を含む）
５にぶい赤褐色土層　（３層より濃く、粘質、２mm大の礫をやや含む）
６黒褐色土層　　　　（粘質で粒子･黄褐色土ブロックを含む）
７にぶい赤褐色土層　（粘質で礫を多く含む）
８にぶい赤褐色土層　（７層よりやや薄く、粘質）

９にぶい橙色土層　（粘質、基盤層）
10 灰褐色土層　　　（粘質）
11 黒褐色土層　　　（しまり有り、所々に黄褐色土ブロックが入る）
12 橙色土層　　　　（黒褐色土･浅黄色土ブロックを含む）
13 灰褐色土層　　　（２mm大の礫を含む）
14 にぶい褐色土層　（黄褐色土ブロック･２～３mm大の礫を含む）
15 橙色土層　　　　（しまり有り、２～３mm大の礫を含む）
16 黒褐色土層　　　（１mm大の礫を含む）
17 橙色土層　　　　（0.2～１cm大の礫を含む）



のと思われる。 （玉川）

12トレンチ（第14図、図版18）

周溝の方向とテラスの立ち上がりを確認するため、11トレンチの東側の墳丘よりやや離れた位置

にトレンチを設定した。トレンチは、南北方向に長さ8.7ｍ、幅0.9ｍで設定し、掘り下げを行った。

掘り下げの結果、トレンチ南半で周溝、北半の平坦面と周溝底で数基のピットを検出した。周溝

は、検出面の幅3.5ｍ、検出面からの深さは1.3ｍ、底幅約1.5ｍ、底面標高約114.45ｍを測る。底面

は北側から南側に向けて緩やかに傾斜しており、周溝の上面は削平を受けている。

土層の堆積状況は、図面上（第14図）では３層以下の５・６層の間にラインは入っていないが、

現場中での土層観察でラインが入ることが確認された。また、３にぶい赤褐色土層に土師質土器片

が含まれている点、９にぶい橙色土・10灰褐色土は基盤層である点から、中世段階の整地土である

と考えられる。それ以下の６黒褐色土層、７・８にぶい赤褐色土層は、墳丘側からの再堆積である

と判断できる。

遺物については、周溝埋土から、弥生土器（第46図18～20、22）・土師質土器片が出土した。ま

た、底面付近検出中の廃土から、須恵器片（坏蓋？）が出土しているが、実測に堪えず、この周溝

の時期を特定する根拠とはなり得なかった。

11トレンチで確認したテラス面の立ち上がりは、12トレンチでは検出できなかった。しかし、６

トレンチで落ち込みを検出しており、落ち込みの底標高は115.25ｍで、11トレンチのテラス面下端

では標高115.0ｍを測ることから、若干東側に傾斜しながらも６トレンチにつながるものと考えられ

る。つまり、６トレンチ東半の落ち込みから11トレンチ落ち上端の間に、11トレンチ同様テラス面

が存在する可能性が高い。 （玉川）

13トレンチ（第15図、図版19）

周溝の確認のため。12トレンチで検出された周溝が、後円部側に周るのかを確認するために、13

トレンチを設定した。トレンチは１号墳主軸の延長上から、少しずれた方向に向け、長さ4.8m、幅

1.6mの広さで、ほぼ東西方向に設定した。

調査の結果、トレンチ東側から1.5ｍ程の所で、周溝が確認された。東側では肩（上端）を検出した

が、西側の対岸の肩は検出できなかった。しかし、底面は西側に向けて立ち上がっている。周溝の軸は、

ほぼ南北方向である。周溝の底面４隅の標高は北東方向114.140m、北西方向114.045m、南東方向

114.095m、南西方向114.095mと全体的に、北側（12トレンチ）方向に下がっている。

土層の堆積を見ると、10灰褐色土、９灰褐色土、８灰黄褐色土、６明褐色土が堆積した後、掘り

込みが行われ、７黒褐色土が堆積した。その後、６・７層上面で整地が行われ、５暗赤褐色土が堆

積したと考えられる。８・６層はレンズ状堆積が厚いため、短期間で堆積したものと考えられる。

遺物は５層から近世陶磁器片、滑石製石鍋片、中世土師質土器片などに紛れて、大型平底壷の底

部が出土した。底部は平らで倒立させて焼くための軽石が混ざった粘土塊が付着している。この遺

物は、４次調査の６トレンチで出土した底部と接合した。１号墳での大型平底壷の出土が１・６ト

レンチの小片しかなく、２号墳のように並べていた可能性は低い。つまり、大型平底壷を破砕して、

まいていた可能性があるが、これに関しては後世に行われた可能性も十分に考えられる。
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トレンチ西側で検出された周溝は、逆台形を呈している。溝の肩が残っている側と下端との差は

0.75mである。またこの周溝は、11・12トレンチを廻り、13トレンチに連続すると考えられる。（玉川）

14トレンチＡ・Ｂ・Ｃ（第15図、図版19・20）

10トレンチで検出した周溝が、９トレンチでは検出されなかった。よって周溝についての確認の

ために、９トレンチと10トレンチの間に、14トレンチＡを設定した。Ａトレンチは長さ6.0ｍ、幅

1.0ｍの広さで、９トレンチと平行して設定した。更にＡトレンチで確認された周溝が、９トレンチ

に向かって延びていたために、Ｂ・ＣトレンチをＡトレンチわきに設定した。まず、Ａトレンチか

ら続く周溝を確認するために、Ｂトレンチを設定したが、Ｂトレンチでは検出できなかったので、

ＡとＢの間にＣトレンチを設定したものである。よって、Ａトレンチから９トレンチ側がＢトレン

チ、その間がＣトレンチという配置になっている。Ｃトレンチでは、13～10トレンチで検出した周

溝の末端部が確認され、また後世のピットが、周溝を切る形で検出された。なお土層図は、Ａトレ

ンチのみを掲載している。

周溝の標高は、Ａトレンチ南側の肩（上端）で113.6ｍ、底面（下端・５層の最下面）で113.1ｍ

を測る。周溝はやや緩やかに掘り込まれている。なお、Ａトレンチで確認された周溝も、東側（10

トレンチ方向）に向かって緩やかに下がっていた。

土層の堆積状況を概観すると、まず古墳に伴う溝が掘り込まれる（トレンチ南側から５層と地山

の接点まで）。その後５層が堆積し、４層下面のレベルで一度整地される。さらに２・４層が堆積し

たのち、６層下面まで再度掘り込みが行われる。また１層下面は同レベルの堆積であることから、

２回目の整地が行われたものと判断される。土層の観察から、墳丘に伴う周溝の南側の立ち上がり

は、一度目の整地時、もしくは２度目の掘り込みによって削平を受け、本来の掘り方を確認するこ

とできなかった。 （玉川）

15トレンチ（第16図、図版21）

12トレンチで確認された周溝が、１号墳に伴う周溝であるかを判断するために長さ6.6ｍ、0.9ｍ

のトレンチを設定した。なお、13・15トレンチは同時に調査に入った。トレンチは、後円部南東方

向に設定した。

調査の結果、トレンチ西側から4.8ｍの所で溝の落ちはじめと考えられる肩（上端）が検出された。

その標高は116.32ｍで、底面（トレンチ南端）は116.22ｍを測り、その比高差は最大でも0.24ｍと

やや浅い溝となっている。さらに溝の底面はそのまま南東方向に緩やかな傾斜をみせ、もう一方の

肩は調査区外へ伸び、確認できなかった。

土層の堆積状況をみると、版築状になって堆積しており、数回にわたって整地を行っていること

が確認された。14黄褐色土には中世土師質土器が数点含まれ（第50図５・16・17）、また、９褐色

土、11暗褐色土、13褐色土では、中世土師質土器片が大量に包含されていた。第50図の１～４、６

～15、18～20、22～40がそれである。特に11・13層には多量の中世土師質土器が包含し、11層で

は数群にまとまる形で出土した。13層に関しても掘り込みを行った後、土師質土器を重ねて遺棄、

もしくは破砕した土師質土器を投げ入れたような様相を示している。４次調査でも同様のものが検

出されており、またこれらの行為が整地層ごとに確認されていることから、天満社との関係で、中
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第15図　１号墳13・14トレンチ実測図（1/80）

土層名称
１暗赤灰色土層　　　（表土）
２にぶい赤褐色土層　（明黄色砂質ブロック含む）
３赤褐色土層　　　　（やや軟質、カクラン？）
４明赤褐色土層　　　（粘質で硬質）
５暗赤褐色土層　　　（やや軟質でパサパサ、根が多い）

６明褐色土層　　（やや粘質で硬くしまる）
７黒褐色土層　　（やや軟質、根によるカクラン）
８灰黄褐色土層　（やや粘質で硬質）
９灰褐色土層　　（やや軟質でやや砂質）
10 灰褐色土層　　（やや砂質で９層よりしまり有り）

土層名称
１褐色土層　　（硬質でしまり有り、小礫を含む）
２明褐色土層　（粘質でややしまり有り）
３黄褐色土層　（しまり有り、地山ブロック）
４褐色土層　　（粘質でやや軟質だがややしまり有り）
５黄褐色土層　（粘質、硬質でしまり有り、地山ブロック混入土）
６暗褐色土層　（やや軟質、ややしまり有り、炭化物含む）
７褐色土層　　（やわらかくパサパサ）
８褐色土層　　（やわらかくパサパサ）
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世の時代に、数回にわたって何らかの祭祀的行為が行われていた可能性が指摘できる。

15トレンチでは、周溝の構築時期を判定するような、古墳時代の良好な資料を検出することはで

きなかった。しかしトレンチ南東側で周溝の肩が検出されたことによって、12・13・15トレンチで

検出された周溝が、後円部と同様に弧を描くように巡ることが判明した。つまり14・10・３・11・

12・13・15トレンチで検出された周溝が、いずれも１号墳の周溝である可能性が非常に高いことを

確認できた。 （玉川）

１号墳表採遺物（第17図、図版51）

１次調査中に１号墳で表採された、水

晶製の三輪玉である。表面の一部が剥離

しているものの、完形である。裏面は平

滑に仕上げられている。長さ3.9cm、最

大幅2.9cm、最大厚2.6cm、重さ42.5ｇ

である。 （若杉）

第16図　１号墳15トレンチ実測図（1/80）
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３褐色土層（硬質）
４明黄褐色土層（やや硬質、スコリア混じり）
５黒褐色土層（3･6層と比べかなり硬質）
６黄褐色土層（硬質）
７黄褐色土層（硬質）
８黒褐色土層（やや硬質）
９褐色土層（やや硬質）

10 暗褐色土層（やや軟質、白色ブロックを含む）
11 暗褐色土層（やや硬質）
12 褐色土層（軟質で砂質、石混じり）
13 褐色土層（軟質）
14 黄褐色土層（やや粘質）
15 黄褐色土層（軟質）
16 黒色土層（やや軟質）
17 明黄褐色土層（やや粘質）

0 5cm

第17図　１号墳表採遺物実測図（1/1）
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写真48 １号墳調査前風景

写真49 ２号墳調査前風景



（3）２号墳の調査

１トレンチ（第19～21図、図版22・23・53・54）

現存している墳丘の主軸上の前方部側に周溝確認を行なうため、長さ18.2ｍ、幅1.5ｍのトレンチ

を設定し、墳丘側に長さ1.9ｍ、幅0.3ｍのサブトレンチを設定している。調査の結果、墳丘側から

5.8ｍと12.8ｍの地点で２条の溝が確認された。溝の検出面における幅は内側溝が約2.9～3.2ｍ、外

溝が1.9ｍである。溝底面のレベルは内側が115.5ｍ、外側が116.3ｍである。

土層の堆積状況は大きく、上から表土、黒色土の順で、その下層は溝埋土である。溝の埋没状況

を見ると、内側溝では外側の肩の崩れが大きいことが窺える。ただ、埋没の過程としては外側・内

側両方からの流れ込みがみられる。外側溝も内側溝と同様に外側の肩が崩れていることがわかる。

また、土層を観察する限りでは内側の肩の崩れはほとんどないようである。

遺物は内側溝の埋土中から須恵器の大型平底壺などが出土した。これらの遺物が出土したのは溝

底面から約30～40cm上層で、周溝の埋没が進む中で一定期間、墳丘側に残っていたと考えられる。

こういった状況から２本の溝は周溝と考えていいだろう。

第20図１～４は須恵器大型平底壺である。１は口縁部から胴部が残存する。頚部から緩やかに口

縁が大きく開き、肩部はほとんど張りがない。外面には口縁部から頚部にかけて、カキ目の後、波

状文を施す。胴部は縦方向の平行タタキの後、横方向のカキ目を施し、一部にナデが見られる。内

面全体には粘土輪積みの痕跡が見られ、口縁部・胴部内面は工具によるナデが見られる。２は胴部

から下部が残存する。外面は１と同様の調整が見られる。内面には輪積みの痕跡をナデ消した痕が

多数見られる。外底面には窯で焼成された際の熔着物が付着する。また、外底面には全体にわたっ

て不整方向の工具ナデが施される。３は１・２の実測を行なった時点で出土位置や焼成・色調・調

整などから同一個体の可能性が高いことが判明したことから、図上復元を行なったものである。４

は、１に比べて頚部から傾斜をもって外反し、口縁端部はやや内湾気味になる。肩部に関しては１

に比べ張りをもつ。外面の口縁端部には刺突状文、その下部には沈線の後に同様に刺突状文が施さ

れる。口縁部全体には３段にわたり、幅の広い波状文がみられ、頚部付近はナデを施す。胴部は全

体にわたり、平行タタキを施した後、一部横方向のナデ、カキ目が見られるが、全体としてタタキ

が明瞭に残る。内面は口縁部に波状文が施され、頚部にかけてはナデの痕が見られる。胴部は同心

円タタキの後ナデ消しているが痕跡が明瞭に見られるのは底面近くのみである。底面は一部が残存

するのみである。

第21図１～３は大型平底壺である。２・３は内側周溝から出土した。１は口縁部のみの残存であ

り、口縁端部はやや内湾する。外面口縁端部近くに沈線を施し、その下部には２段にわたって波状

文が見られる。内面は回転ナデを施す。２は口縁部から頚部が残存する。口縁部は頚部から直線的

に大きく開く。頚部から下部はわずかしか残存していないが、推定しうる限りでは肩部の張りはほ

とんどなさそうである。外面口縁部は口縁端部近くに沈線を施した後、頚部との間に２条の沈線を

施し、その間には波状文が見られる。頚部付近は波状文の下部に横方向のナデが施される。内面は

全体にわたり横方向のナデが施される。３は胴部から底部にかけて残存する。底端部は外反し、外

底面はやや上げ底気味になる。外面は胴部中位付近に縦方向のナデを施した後、一部横方向の工具

ナデが見られる。底部近くは縦方向のナデ後、横方向のナデが施される。内面は全体にわたりナデ

が施される。４は壺の外底面である。一部に横方向のナデが見られる。
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２トレンチ（旧Ａトレンチ）（第19・24図、図版24・25）

前方部主軸上と北西側隅角の間に長さ10.4ｍ、幅1.6ｍのトレンチを設定した。調査の結果、墳丘

側から約1.6ｍと約9.6ｍの地点で周溝とみられる２条の溝が確認された。外側溝は掘り下げを行い、

内側溝については幅１ｍのサブトレンチを設定して、掘り下げた。検出面における幅は内側溝が約

3.2ｍ、外側溝が約1.6～２ｍで、溝底面のレベルは内側溝が116.0ｍ、外側溝が116.4ｍである。両

溝の上端と下端は軸のずれがみられることから、上端が崩落していると考えられる。

土層は表土、褐色土（外側溝）、黒色土の順に堆積し、その下層は溝埋土である。内側周溝は墳丘

側からのレンズ状堆積がはっきり見られるが、外側には後世の掘り込みと思われる落ち込みが見ら

れる。外側溝は主に外側からの流れ込みが見られ、黒褐色土との間に地山ブッロクを含む黄茶褐色

層の堆積が見られる。遺物はいずれも内側溝から１トレンチと同様に溝底面より50cmほど上層での

出土している。この２本の溝は１トレンチのとの位置関係から周溝と考えていいだろう。

第24図１は大型平底壺の口縁部である。外面口縁端部に断面三角形の突帯を貼り付けた後、連点

文を施す。その下部は沈線を挟んで上下に波状文を施す。内面は口縁端部から３段の波状文が見ら

れる。２は長頸壺で、頚部付近のみの残存である。外面には３段にわたり波状文を施し、頚部と胴

部の境にはタタキの痕跡が見られる。内面はナデが施されるが、接合痕が明瞭に残る。４は大型平

底壺の口縁部と思われる。外面に沈線、その下部に波状文を施文する。内面はナデを施す。

３トレンチ（旧２トレンチ）（第22・24図、図版25・26・54）

前方部北西隅角に設定した、長さ22.8ｍ、幅1.4～3.8ｍのトレンチである。掘り下げの結果、墳丘

から約14.4ｍと約20.1ｍの地点で周溝のコーナー部とみられる２条の溝が検出された。検出面にお

ける幅は内側溝が1.7～２ｍ、外側溝が1.4～1.8ｍである。溝底面のレベルは内側溝がコーナー部

115.2ｍ、外側溝が114.9～115.4ｍと前方部側へ向かって傾斜している。また墳丘側では溝側へ向か

う落ち込みが見られた。１号墳の２トレンチでも見られた、墳丘構築時の設計線の可能性も考えら

れる。土層は表土、黒色土の順に堆積し、その下層は溝埋土である。内側溝と墳丘の間の落ち込み

は地山の上に褐色土が堆積し、さらに墳丘盛土の流れ込みと思われる黒色土がみられる。内側溝は

墳丘側、外側の双方からの流れ込みの後、ブロックの混入が見られる。外側溝は墳丘側からの細か

い流れ込みが見られる。以上の状況から、検出された２条の溝は前方部のコーナー部分あたるもの

と考えられる。

遺物は須恵器有蓋壺、弥生土器片が数点出土した。第24図３は有蓋壺である。外面は受け部下部

に２段にわたり波状文が施され、内面頚部付近には指押さえの痕跡が見られる。

４トレンチ（旧Ｂトレンチ）（第23図、図版27）

前方部北西側隅角の北側に長さ15.4ｍ、幅1.5ｍのトレンチを設定した。調査の結果、墳丘側から

1.6ｍ、7.6ｍの地点で周溝と思われる２条の溝が確認された。検出面における幅は内側溝が約1.8ｍ、

外側溝が約2.7～３ｍであった。ともにサブトレンチを設定して、溝の掘り下げを行なった。底面は

内側溝が底面はほぼ平坦になっていたのに対して、外側溝は舟底状を呈している。底面のレベルは

それぞれ、115.4ｍ、114.7ｍである。土層の堆積状況をみると地山までは表土の下層に黒色土層が

みられ、その下層は周溝埋土である。内側溝はややしまりのある褐色土が堆積し、その下層は墳丘
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第19図　２号墳１・２トレンチ実測図（1/80）
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第20図　２号墳１トレンチ出土遺物実測図（１）（1/4）
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側からの流れ込みとみられる堆積がみら

れ、ロームと砂質の土が互層をなして堆

積している。地山の立ち上がりから墳丘

側の肩が崩落しているとみられる。外側

周溝は黒褐色土が堆積し、その下層はロ

ームがブロック上に見られる。周溝底面

は墳丘側と外側から、ロームと砂質土が

互層をなしている。

これらの溝は３トレンチで確認された

周溝との位置関係から周溝と考えられる。

遺物は弥生土器片数点が出土したのみ

で、図示可能な遺物は出土しなかった。

５トレンチ（旧３トレンチ）

（第23・25・26図、

図版28～30・52～54）

前方部北側に、長さ15.4ｍ、墳丘側か

ら６ｍまでは幅2.5ｍ、それより北側は長

さ3.6ｍにわたって、幅3.1ｍに拡張した

トレンチである。調査の結果、墳丘側か

ら約4.2ｍ、6.4ｍ、13.1ｍの地点に周溝

とみられる溝が２条とその他１条の溝が

確認された。その後、ともにサブとレン

チを設定して、掘り下げ、溝底面の確認

を行なった。それぞれの溝の幅は、内側

溝が約2.2ｍ、外側溝が約3.4ｍである。

溝底面のレベルは内側溝が114.2ｍ、外

側溝が114.0ｍである。また内側溝の墳

丘側には中世以降の溝が掘り込まれ、そ

の上端は削平を受けている。さらに墳丘

側では墳丘構築時の設計線と見られる落

ちが確認され、その内側溝側にはピット

が約１ｍ強の間隔で２基見つかった。

土層の堆積状況をみると、墳丘側から外側に向かって、緩やかに傾斜しているのがわかる。表土

の下層には黒色土が見られ、その下層に周溝埋土がある。内側溝の埋没状況をみると外側の肩が崩

落しており、内側の肩は後世の溝により切られ、明確でない。この溝は墳丘側で確認された溝の続

きとみていだろう。外側溝は内側溝に比べ、幅広くなっており、レンズ状堆積を基本としている。

遺物は須恵器大型平底壺など多数出土したが、これらのほとんどは内側溝の検出面から埋土中か
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第21図　２号墳１トレンチ出土遺物実測図（２）（1/4）
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第22図　２号墳３・４トレンチ実測図（1/80）
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第23図　２号墳５・６トレンチ実測図（1/80）
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らの出土である。完形に近い大型平底壺の出土

状況をみると口縁部が外側溝に向いていること

から墳丘側に樹立されていたと考えられる。さ

らに墳丘側で確認されたピットが径約30cmと

大型平底壺の底径とほぼ一致することから、こ

のピットが大型平底壺の抜き取り痕である可能

性も考えられる。こうした遺物の出土状況や墳

丘クビレ部にあたることから外側２本の溝は周

溝と考えて差し支えないだろう。

第25図１・２は大型平底壺である。１は完形

である。口縁部は窄まった頚部から緩やかに開

き、端部付近でやや外反する。肩部の張りはほ

とんどなく、胴部の最大径は底部近くになる、

安定した形状である。外底面も完全に残存して

おり、窯の融着物が付着する。外面の口縁部は

端部付近を突帯状につまみ出し、その下部にカ

キ目を施している。その後、２条の沈線を施し、

端部と沈線の間に波状文が見られる。さらに２

段目は波状文施文の後、タタキが見られる。頚部付近はカキ目の後、一部タタキを施す。胴部は全

体に縦方向の平行タタキの後、横方向タタキを施し、全体に細かい仕上げとなっている。他の大型

平底壺に見られるようなナデ、工具ナデによる調整は見られない。また下部には全周はしないが沈

線が１条施され、底部近くにはヘラケズリが見られる。内面は全体にユビナデが施され、丁寧に仕

上げられている。２は１に比べ器高が低い。頚部から口縁部にかけては緩やかに角度をもって開き、

端部付近でやや内湾する。肩部は１と同様に張りはなく、胴部中位付近で最大径となる。また、胴

部最下部でやや外反する。調整は１で見られる口縁部中位の沈線はなく、口縁端部付近に１条見ら

れるのみである。頚部にかけて５段の波状文が施され、端部の沈線上には刺突文が見られる。胴部

は全体にわたり、タタキ成形された後にナデが施される。底部付近では横方向のケズリが施されて

いる。底面は外面側がケズリ、内面側がナデにより調整される。

第26図１～６は大型平底壺でいずれも内側周溝から出土している。１は口縁がほぼ完全に残り、

胴部は半分ほど残存している。口縁部は頚部から直線的に立ち上がった後、大きく外反し、端部付

近はほぼ水平になりながらやや内湾する。肩部は張りを持ち、胴部はほとんど張りをもたない。底

面はやや上げ底気味である。外面の口縁部から頚部にかけてはカキ目の後、波状文が４段にわたっ

て施文されるが、端部はナデ調整のみである。頚部から胴部は平行タタキの後、部分的にカキ目を

施すより壺の形態に近いタイプといえる。内面は口縁部上半に３段の波状文を施し、端部近くに

「 」形のヘラ記号が見られる。それより下部は全体に亙りナデを施す。２は胴部が大きく張り、よ

り壺の形態に近いタイプといえる。口縁部は頚部から緩やかに外反しながら立ち上がり、端部付近

でほぼ水平になり、先端がやや内湾する。頚部から胴部にかけては緩やかに広がり、胴部中位で最

大径を測り、底部に向かって内傾する。外面調整は口縁端部下部、口縁部に３条の比較的太い沈線
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第24図　２号墳２・３トレンチ出土遺物実測図（1/4）
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を施す。その間にカキ目の後、波状文を４段に渡って施文し、端部はナデ後、刺突状文を施す。頚

部から胴部にかけては、平行タタキの後、一部横方向のナデが施される。内面調整は口縁端部に２

条の沈線を施し、これを挟んで３段に亙り波状文を施文する。胴部については同心円タタキの後、

ナデが見られる。３は胴部から下半が残存する。底部かけて広がっていく安定した形態である。底

部は若干上げ底気味である。外面調整は平行タタキの後、カキ目を施す。内面調整は同心円タタキ
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第25図　２号墳５トレンチ出土遺物実測図（１）（1/4）
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第26図　２号墳５トレンチ出土遺物実測図（２）（1/4）
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の後、横方向のナデを施すが、部分的に縦方向、斜め方向のものも確認できる。４は口縁部上部の

みの残存である。調整は外面・内面ともにカキ目の後、波状文を施文する。５は口縁部中位まで残

存する。口縁端部の傾き、残存している最下部の径から推測すると、口縁部が大きく開くタイプと

考えられる。外面調整は口縁端部はナデ、その下部はカキ目の後、波状文を５段にわたって施す。

内面調整は口縁端部付近に波状文を施文する。６は頚部から口縁部にかけ緩やかに外反する。口縁

端部は肥厚にせず、わずかに内湾する。端部付近は沈線を施すことで、突帯状に成形される。外面

調整は全面にわたって波状文が施され、突帯状部分には刻み目が見られる。内面調整は口縁端部付

近に粗い波状文が施文され、その下部は接合痕をナデ消している。

７は壺底部である。粘土紐の痕跡がみてとれる。８は横瓶の底部である。内外面とも窯床の融着

物が付着する。外面調整はカキ目、内面調整はナデ・タタキが施される。

６トレンチ（旧４トレンチ）（第23・27～29図、図版31・32・54～56）

クビレ部北側に長さ22ｍ、幅1.4ｍのトレンチを設定し、墳丘側から4.6～8.6ｍの間は幅2.6～2.8

ｍに拡張している。また、墳丘側から17.5ｍ～18.6ｍの間は樹木があったため、掘り下げを行なっ

ていない。調査の結果、墳丘側から約6.5ｍ、10.6ｍ、12.8ｍの地点に周溝とみられる溝２条とその

他１条の溝が検出された。その後、これらの溝を掘り下げ、底面の確認を行なった結果、墳丘側か

ら１条目と３本目の溝が古墳の周溝であることが確認された。周溝の幅は内側周溝が約1.9ｍ、外側

周溝が約2.2ｍであることが確認された。周溝底面のレベルは内側周溝が113.8ｍ、外側周溝が112.4

ｍである。周溝は５トレンチで確認されたものと方向が異なっていることから、５トレンチと６ト

レンチの間にクビレがあることがわかる。また、墳丘側にはピットが検出されたが、５トレンチで

確認されたものと同じ性格であると考えられる。さらに両溝の間には別の溝が掘り込まれ、５トレ

ンチで確認された溝と続くものと思われ、そうなると両トレンチ間でこの溝によって周溝が切られ

ているとみていいだろう。

土層の堆積状況をみると、地山が墳丘側から北側の谷に向かって緩やかに傾斜しているのがわか

る。墳丘側は大きく削平を受けたと考えられ、表土直下に地山が検出された。周溝の埋没状況をみ

てみると内側周溝は表土・地山の堆積状況から肩の部分が削平を受けていると考えられるが、残存

している部分は大きな崩れは見られない。埋土中にブロックの混入がみられることから、若干、肩

の崩落があったと思われるが、全体的にレンズ状堆積を基本とする。外側周溝は黒色土層の直下か

ら掘り込まれているが、内側の地山の立ち上がりから、後世に掘り直しがあったと考えられる。

遺物は内側周溝を中心に須恵器器台や凝灰岩製の石製品が周溝埋土中より出土している。

第27図１・２は大型平底壺の口縁部である。１は口縁部端部を肥厚させ、内湾しないタイプ、２

はやや内湾するタイプである。１は端部下側に沈線を施し、その下部はナデ後、波状文を施文する。

２は端部下側に断面三角形の突帯を貼り付け、その上部に沈線を施す。下部は波状文を施文する。

３は の口縁部である。端部はやや内湾気味で外面に沈線が見られる。外面調整は上半がナデ、下

半がカキ目後、波状文を施す。内面調整はナデ、波状文が見られる。４は器台である。傾きから部

位は中位あたりと思われる。この部分で４条の沈線を施し、カキ目の後、波状文を施文する。５は

大型平底壺の口縁部である。端部を肥厚させ、その下側に沈線を施す。内外面とも調整はナデであ

る。６も大型平底壺の口縁部か。端部にむかって大きく外反し、端部を肥厚させた後、その下部を
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沈線状に調整している。外面調整は沈線を施し、その上下はカキ目の後波状文を施文している。内

面調整は全面にわたりナデを施す。７は大型平底壺である。頚部から口縁部に向かって緩やかに外

反している。外面調整は頚部より上部はナデ後、波状文を施すが、残存部最上部はナデの代わりに

カキ目を施す。また、胴部にかけては平行タタキの後、ナデを施す。内面調整は頚部より上部はナ

デ、下部は同心円タタキを施す。８は大型平底壺と思われる。口縁部はほぼ直線的に伸び、端部を

肥厚させる。外面調整は沈線を施した上部に波状文を施文し、沈線下部はナデを施す。内面調整は

上部に波状文を施し、端部付近はその後、ナデ消している。下部は横方向のナデを施す。９は長頸
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壺である。口縁端部は欠損しているが、頚部からほぼ直線的に立ち上がる。胴部は球形に近い形状

になると思われる。外面調整は口縁部に波状文、頚部はナデ、胴部はカキ目が施される。内面調整

は口縁部から頚部にかけてはナデ、胴部は同心円タタキの後、ナデ消している。10は甕である。頚

部から口縁部にかけて大きく屈曲している。頚部径で31.2cmとかなり大型のものになると考えられ

る。外面調整は口縁部から頚部が回転ナデ、胴部が平行タタキである。内面調整は口縁部から頚部
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がナデ、胴部は同心円タタキをナデ消している。11は大型平底壺の底部である。底部から胴部にか

けてはほぼ直立する形で立ち上がる。また、底面は剥落している。外面調整は上半がカキ目の後、

平行タタキ、下半がケズリ後ナデを施す。内面調整はヨコナデ後、ケズリが施され、端部には一部

指押えが見られる。12は短頚壺である。やや胴部が横に張り出した楕円形に近い形状である。口縁

部は若干内傾しながら立ち上がり、内面端部は段を有する。外面調整は口縁部にナデ、胴部は全体

にカキ目を見られ、下半にはその後、タタキを施す。内面は口縁部から頚部はナデ、胴部は同心円

タタキ後、ナデ消している。13は壺である。胴部はほぼ球形をなす。外面調整はタタキの後カキ目、

内面調整は同心円タタキを施す。14は短頚壺の胴部である。頚部から口縁部への立ち上がりがわず

かに残存する。また、胴部中位が大きく張り出し、楕円形を呈する。外面調整は上半がナデ、下半

がカキ目とナデを交互に施す。内面調整は上半がナデ、下半は同心円タタキを施す。

第28図はすべて器台である。１は２条の沈線により７段に分かれる。３段目の下部まではほぼ直

線的に立ち上がるが、４段目から緩やかに外反し、脚端部に至る。端部の形状は内面から外面に向

かって斜め方向に上げて仕上げられている。外面調整は１段目がカキ目、２～６段目が波状文を施

文した後、三角形のスカシが施される。また、７段目はカキ目調整である。内面調整は基本的には

回転ナデ後、スカシが穿孔されるが、１・２段目に関してはスカシ穿孔後に縦方向のナデがみれら

る。また、スカシの数については、６段目以外は復元であるが、２段目が４ないし５方向、３段目

が３方向、４～６段目が５方向となっている。

２は脚部上部の４段が残存する。やや外反気味の傾きである。外面調整は沈線で分かれた中をカ

キ目・波状文を施し、四角形のスカシが２段、３方向に穿孔されると思われる。３は１・２段目が

残存し、脚端部に向かってやや内傾する。外面調整は１段目にカキ目、２段目に波状文が施され、

その後おそらく３方向に四角形のスカシが穿孔される。内面はナデにより調整されている。４も

１・２段目が残存する。３と同様に脚端部に向かって内傾する。外面調整はナデ、カキ目の後、１

段目は上部に刺突文、下部に波状文、２段目は波状文を施文する。残存部では１段目に三角形のス

カシが３ないし４方向に穿孔される。５は脚端部に向かって外反していく部位が３段分が残存して

いる。外面調整は１段目がナデ・波状文、２段目がカキ目、波状文の後、三角形スカシを穿孔する。

３段目はカキ目が施される。内面調整はナデ・回転ナデが見られる。また、スカシは４方向と思わ

れる。６～12は脚端部である。６は２段分が残存し、やや外反しながら端部に至る。端部は内面か

ら外面に向かってわずかに斜めに上がる。外面調整はカキ目、回転ナデの後、２条の沈線が施され、

上段には波状文、下段にはカキ目が施される。その後、上段には４方向の長方形スカシが穿孔され

る。内面は指押えの後、回転ナデが施される。７は３段分が残存し、２段目上部から脚端部に向か

っってやや内傾するが、最下段の沈線部分から外反し、端部で再び内湾する。端部は内面から外面

へ斜めにあがる。１段目はわずかに残存する程度であるが、４方向に方形スカシが穿孔されていた

と考えられる。外面調整はカキ目の後、波状文を施文するが、最下段の波状文は１条のみである。

内面調整はナデを施す。８は２段分が残存しし、端部にむかって緩やかに外反する。端部は他の器

台と異なり、平坦に仕上げられている。外面調整はカキ目の後、波状文が施されるが、最下段の波

状文はごく一部しか見受けられない。端部付近はナデにより仕上げられる。その後、５ないし６方

向に方形スカシが穿孔される。内面調整は全面にわたりナデが施される。９は３段分が残存するが、

最上段の残りはわずかである。端部に向かってほぼ直線的に広がり、端部は内面から外面に向かっ
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て斜め方向に仕上げられる。外面調整

は２段目に波状文、最下段はカキ目の

後ナデが施され、４方向のスカシが穿

孔されるが、形状は不明である。内面

調整は指押えの後、ナデを施す。10は

２段分が残存し、端部に向かって直線

的に広がる。端部は９と同様に内面か

ら外面へ向かってやや斜めに仕上げら

れる。外面調整はカキ目後、１段目に

波状文、２段目にナデが施され、スカ

シが穿孔されるが、形状は不明である。

内面調整は指押え後、ナデが施される。

11は最下段のみが残存し、端部に向か

ってやや外反する。端部は比較的丸く

仕上げられる。残存部上面にはスカシ

が残る。外面調整はカキ目の後、残存部の上端あたりに波状文が施文される。内面調整は回転ナデ

が施される。12は最下段のみが残存し、端部に向かって外反するが、端部付近やや内傾する。端部

は平坦に仕上げられる。外面調整はカキ目の後、波状文・ナデが施される。内面調整はナデである。

第29図は凝灰岩製の石製品である。長さ44.7cm、最大幅43.5cm、最大厚12.7cmである。上面と

下面には平滑に仕上げた加工痕が残り、表面全体にノミ痕が見られる。石人である可能性も考えら

れるが、ここでは明言を避けておきたい。

７トレンチＡ・Ｂ（旧５トレンチ）（第30図、図版33・34）

後円部北東側に設定したトレンチで里道を挟んで東側を７トレンチＡ、西側を７トレンチＢとし

た。７トレンチＡは北東方向に長さ12ｍ、幅1.6ｍ、北西方向に長さ4.5～5.2ｍ、幅1.6ｍのトレンチ

である。調査の結果、墳丘側から約2.2ｍ、10.2ｍの地点に周溝と思われる溝が２条検出された。溝

の幅は、内周溝が2.5ｍ以上、外側周溝が1.1ｍである。内側の溝は平面では確認できなかったが、土

層断面から底面のレベルは113.7ｍである。

溝の埋没状況を見てみると、ブロックの混入はあまり見られず、両側からの流れ込みがみてとれ

る。埋没後、後世に溝が掘り込まれている。

７トレンチＢはＡの西側に里道を挟んで、墳丘盛土を確認する目的で長さ3.6ｍ、幅1.6ｍで設定し

た。調査の結果、墳丘の版築状況を確認することができた。墳丘は、一旦地山を平坦に整地した後、

茶褐色ロームのブロックと旧表土を交互に盛り、その上に黄褐色ロームと小礫・旧表土などの混入

土を盛っている。この盛土が終了した時点で上面を平坦に整形しており、これを第１段階の盛土と

みることができる。第２段階はこの上層は黄褐色ロームに茶褐色ローム、旧表土の混入土を盛って

いる。これより上層は削平うけているが、そのレベルから７トレンチＡ確認された地山の立ち上が

りに対応するものと考えられる。こうした版築、地山の状況が墳丘土と考えれば、７トレンチＡで

確認された溝は周溝と考えていいだろう。
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第30図　２号墳７・８トレンチ実測図（1/80）
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また、７トレンチＢで確認された内側溝は、墳丘側の肩が削平をうけているため、その幅は明確

でないが、土層から断面は逆台形状を呈し、平坦に整地されていることがわかる。さらに底面から

の立ち上がりが確認でき、幅を想定すれば３ｍ以上になると思われる。他のトレンチで確認された

周溝より幅広くなるが、これはちょうど古墳の主軸上にあり、また尾根筋のもっとも高い部分に掘

り込まれていることによるのではないかと考えられる。

図化可能な遺物は出土しなかった。

８トレンチ（旧中央トレンチ）（第30図、図版35・36）

後円部のほぼ主軸に沿って長さ20.8ｍ、幅1.7～2.1ｍのトレンチを設定した。なお、後述する２号

墳１トレンチはこの８トレンチを延長する形で設定しており、２つのトレンチを合わせた長さは

29.8ｍとなる。調査の結果、墳丘側から約2.7ｍの地点に周溝とみられる溝が検出された。内側溝は

幅１～1.2ｍのサブトレンチを設定し、掘り下げを行なって、埋没状況の確認を行った。溝の幅は6.6

ｍで、周溝底面のレベルは113.6ｍである。

土層の堆積状況は表土の下に木の根による攪乱層が見られる。溝以外の部分は、その下層は黄褐

色粘質土の地山となり、これを掘り込んで周溝が作られている。溝埋土の上層には他のトレンチと

同様に黒色土が堆積している。溝の埋没状況は墳丘側からの細かい流れ込みが見られ、その後、外

側からの堆積が見られ、溝がある程度埋没した段階でブロックの流れ込みがあったと考えられる。

こうした土層の堆積状況や７トレンチで確認された周溝とのつながりから、この溝は後円部側の

内側周溝と判断できる。外側周溝については、検出をしたものの、実測の不備から詳細を述べるこ

とができない。遺物は弥生土器片が数点出土したのみである。

９トレンチ（旧６トレンチ）（第31・32図、図版36・37・56）

後円部南東側に東方向へ長さ5.3ｍ、幅1.2ｍ、南方向へ長さ5.9ｍ、幅1.5ｍで設定した「Ｌ」字形

のトレンチである。調査の結果、墳丘側から北東に約1.8ｍ、南西側に3.2ｍの地点に後円部側からク

ビレ部側へ伸びる周溝と思われる溝を検出した。南側では溝内側の肩を確認できたものの、外側は

削平により確認できなかった。この溝については全掘を行なったが、北壁側での幅は1.2ｍで底面の

レベルは114.2ｍである。８トレンチで確認された周溝との関係からこの溝も周溝と考えていいだろ

う。

土層の堆積状況をみると、北側は表土の下に砂質層が堆積し、その下に溝埋土が見られる。一方、

西側でも他のトレンチで確認された黒色土は見られず、褐色系の粘質土が堆積し、その下層は地山

である。西側は南へ向かって傾斜しているため、墳丘盛土やブロックの流れ込みが激しかったこと

が窺える。その下層には溝埋土が見られる。

溝の埋没状況をみると北側では外側の肩の崩れが大きいと推定できるがレンズ状堆積を基本とす

る。また西側ではブロックの混入が多い。西側は大きく削平を受けたと見られ、下端も確認できな

い状況である。後世の削平もしくは傾斜の影響による地盤の崩落などがあったと考えられる。

第32図１～３の須恵器、５・６の土師器が９トレンチ出土である。１はほぼ完形の坏蓋である。

つまみをもち、口縁端部には段を有する。外面全体に焼成時の融着物が付着し、調整は判別できな

い。内面は天井部を中心にタタキの痕跡があり、その後ナデ消している。２は高坏口縁部である。
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端部へほぼ直線的に立ち上がり、端部は丸く仕上げられる。調整は、外面の受部との境に沈線が施

され、内外面とともに回転ナデが施される。３は口縁部片であるが器種は不明である。端部下部は

突帯状につまみ出し、その上部は回転ナデ、下部には波状文が施文される。内面はナデ調整である。

５・６は高坏坏部である。５は口縁端部に向かって直線的に立ち上がり、端部付近はやや外反する。

端部は丸く仕上げられる。外面は工具によるナデと一部タテハケの後、回転ナデ、内面は工具ナデ

と回転ナデが施される。６は脚部との接合部まで残存、口縁端部向かって内湾しながら立ち上がり、

端部でやや外反する。端部は丸く仕上げられる。外面調整は中位付近にタタキが見られ、全体には

回転ナデが施される。内面は縦・横の工具ナデの後、回転ナデが施される。

10トレンチ（旧７トレンチ）（第31・32図、図版38・39・56）

墳丘クビレ部の南側に長さ7.8ｍ、幅1.4ｍのトレンチを設定した。調査の結果、墳丘側から約６ｍ

のトレンチ南端で周溝と思われる溝を確認し、さらに南側へ長さ1.4ｍ、幅0.5ｍ分の拡張を行った。

掘り下げの結果、幅1.4ｍ、底面のレベルは114.3ｍであることが確認された。墳丘側には落ち込み

が見られ、板石数枚が検出されたことや溝埋土中の遺物、墳丘との位置関係から内側周溝と考えて

いいただろう。

土層の堆積状況をみてみる。このトレンチを入れた部分は南側へ向かって、急斜面になっており、

土層もその地形に沿って傾斜して堆積している。表土の下は周溝の上層に黒色土が堆積しており、

墳丘側には版築層が見られ、その上層に墳丘からの流土とみられる土が堆積しているが、地形が急

傾斜になっているため、頻繁に墳丘土などの流出があったためであろう。

周溝の埋没状況をみると、墳丘側からの細かい堆積がみられ、その後、外側からの堆積がみられ

る。墳丘側からの堆積が多く見られるのも、急傾斜地であることに起因するものであろう。

また、墳丘側の落ち込みは板石の存在から墓道の可能性が指摘できる。この落ち込みは版築層を

切っていることから追葬に伴う可能性がある。

埋土中から完形に近い須恵器・大型平底壺が出土している。これはクビレ部に樹立されていたと

考えられ、北側の５トレンチ同様の状況が窺える。

10トレンチ出土遺物は第32図４、７～11ですべて須恵器である。４は大型平底壺の頚部と思われ

る。口縁部に向かってやや外反しながら立ち上がる。外面にはカキ目の後、沈線が施され、その上

部は波状文が施文される。内面調整は回転ナデである。７は大型平底壺である。口縁部は頚部から

直線的に立ち上がり、端部に向かって外反するが、つまみ出しの突帯からわずかに内湾する。端部

は丸く仕上げられる。また肩部・胴部ともに張りは少ないが、底部付近で若干内湾し、端部で再び

外反気味になる。底面はわずかに上げ底気味になると思われる。外面調整は口縁端部、突帯部分に

刺突状文、その下部にヨコナデ後、波状文を施文するが、突帯下部はその後、沈線が施されている。

頚部から胴部はカキ目の後、平行タタキによって仕上げられ、底部付近では横方向のケズリが施さ

れる。内面は口縁部端部近くにナデ後波状文が施文され、頚部にかけては縦方向のナデの後、横方

向のナデが施される。胴部上半では同心円タタキの後ナデ、下半では縦、横の順にナデが施される。

８～11は大型平底壺の底部で、８は底部穿孔がされていないタイプ、９～11は底部穿孔がされてい

るタイプである。８は胴部がほぼ直線的に立ち上がり、底部は上げ底である。外面にはタタキの後、

カキ目、外底面にはナデが施される。内面は同心円タタキの後、内底面にはナデが施される。９は
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第32図　２号墳９・10トレンチ出土遺物実測図（1/4）
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胴部がわずかに膨らみを持ちながら立ち上がり、端部は外面から内面へ向かって斜めに仕上げられ

る。外面調整はカキ目の後、タタキ・ナデが見られる。内面調整は同心円タタキの後、ナデが施さ

れ、底部近くではナデの痕跡が明瞭にみられる。10・11はともに胴部が外傾しながら直線的に立ち

上がる。10は底面端部を平坦に仕上げる。外面はタタキの後、カキ目を施すが、一部ナデが見られ

る。内面は同心円タタキの後、ナデを施す。11は底面端部をやや丸く仕上げる。外面調整はタタキ

の後、カキ目が施される。内面は同心円タタキ、底部付近はナデが施される。

11トレンチ（旧８トレンチ）（第33図、図版40）

前方部南西側に長さ８ｍ、幅1.4ｍ、墳丘側を幅２ｍに拡張したトレンチを設定した。調査の結果、

墳丘側から約2.6ｍの地点に溝状の落ち込みを１条検出した。掘り下げの結果、深さは約50cmであ

ることが判明した。１次調査段階ではこの溝は内側周溝で、剣菱形周溝の一部と考えられたが、結

果的に５次調査は周溝にはならないことが判明した。しかし、墳丘構築時の設計線と考えられる３

トレンチ墳丘側の落ち込みと同様のものと考えることができる。また、トレンチ北東側の断面に数

枚の板石が確認され、後円部に構築された横穴式石室の石積みの可能性がある。

土層の堆積状況をみると、厚い表土層の直下が地山になっている部分も見られるが、墳丘側の石

積みが確認された部分は黄褐色粘質土が細かく堆積している状況も確認できる。こうしたことから、

版築である可能性も指摘できよう。 （若杉）

12トレンチ（第34図、図版40）

外側周溝の確認のため、墳丘から北東方向に長さ6.0ｍ、幅0.85ｍのトレンチを設定した。
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調査の結果、トレンチの南側で地表面から0.9ｍ掘り下げたところ、外側周溝の北側の周溝底を検

出した。周溝底の標高は112.3ｍである。遺物等は検出されなかった。

土層の堆積状況は、締りが良くないものの５層の褐色土が周溝埋土である。周溝肩については上

面が削平を受け４層が厚く堆積する。トレンチ北側でも落ちが見られるが、木の根の攪乱によるも

のである。また、２層はコンクリートの境界杭を検出し、ブロック片などが底付近まで包含されて

いることから、杭を埋めるための掘り方であると考えられる。 （玉川）
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第34図　２号墳12・13トレンチ実測図（1/80）

土層名称
１表土
２褐色土層　（粘性強くしまりが非常に強い。きめも細かい）
３褐色土層　（コンクリート片が混在）
４褐色土層　（粘性やや有0.5～１cm大の石が混じる）

５褐色土層　　（しまりが弱い）
６明褐色土層　（粘性強くしまり強い）
７褐色土層　　（しまりが強い）

土層名称
１表土
２褐色土層　　　（粘性、しまり共に有り）
３黒褐色土層　　（粘性、しまり共に無し）
４黒褐色土層　　（粘性、しまり共に無し）
５極暗褐色土層　（粘性、しまり共に有り）
６褐色土層　　　（粘性、しまり共に無し、３～４cm大の礫が混入）
７暗褐色土層　　（粘性無し、しまり有り、５層から小石混入）
８暗褐色土層　　（粘性、しまり共に無し）
９暗褐色土層　　（粘性あり、しまり無し、所々に粘質ブロックが混入）
10 暗褐色土層　　（粘性、しまり共に無し、２～３cm大の小石が混入）
11 黄褐色土層　　（粘性、しまり共に無し、極めて砂質で２～３cm大の小石が混入）



13トレンチ（第34図、図版41）

２号墳南側崖面に内側周溝が巡っているかを確認するため、墳丘南東方向に長さ5.4ｍ、幅1.4ｍの

トレンチを設定した。調査の結果、地表面から0.4ｍ掘り下げたところに内側周溝と考えられる溝が

検出された。

トレンチ上部の堆積状況は１表土層、２褐色層となっている。内側周溝と考えられる溝は地山に

掘り込まれ、検出面での上端幅約1.4ｍ、底幅約1.05ｍ、深さ0.3ｍを測る。底面が攪乱による掘り込

みが確認できるものの、逆台形状を呈する。溝は北東から南西に伸びる。溝の埋土は３層確認する

ことができる。最下層に10暗褐色土が凹レンズ状に堆積する。10の直上層である７暗褐色層の堆積

によって溝は完全に埋没する。土層の堆積状況から墳丘からの流れ込みによる堆積と考えられる。

７と同様に10の直上に堆積する６褐色土は７が堆積した後の掘り込みによる堆積の可能性が高い。

そのため、８暗褐色土は７と同一と考えられる。また、７が堆積後に５極暗褐色土が堆積するが掘

り込まれ４黒褐色土層が堆積する。４の直上には３黒褐色土が堆積するが、３を掘り込んだ痕跡が

確認できる。

溝の時期を決定する遺物は出土していないものの、北側のＡ区北側で検出された溝と底の標高が

ほぼ同じであるため、同一の溝であると考えられる。Ａ区北側では検出面から溝底面まで約2.0ｍを

測るのに対し、13トレンチでは検出面から溝底面まで約0.3ｍを測る。このため13トレンチでは大き

く削平されたものと考えられる。なおＡ区北側で検出された溝とは主軸方向が異なるため、13トレ

ンチで検出された溝は後円部の内側周溝の一部と考えられる。 （手柴）

14トレンチ（第35図、図版42）

墳丘南側の端部及び、内側の周溝を確認するため、10トレンチ東側に設定したトレンチである。

トレンチは長さ5.6ｍ、幅1.5ｍで、墳丘軸に対し垂直方向に設定した。

調査の結果、遺構検出時点で、トレンチ北側から3.3ｍのところで東西にはしる周溝を検出した。

トレンチ東側で、周溝がどのように延びているのかを確認するために、東側壁面から0.7ｍ幅でサブ

トレンチを設定し掘り下げを行った。周溝は北側の肩から底面、対岸の立ち上がりまで検出し、逆

台形を呈している。周溝底面の標高は113.65ｍで、遺構検出面から1.3ｍ、地表面から2.0ｍのレベ

ル差がある。また、15トレンチから10トレンチに延びる周溝軸と本トレンチの周溝の軸を比較する

と、南側にハの字に広がっているため、10トレンチとの間に周溝のクビレ部が存在するものと思わ

れる。

土層の堆積状況を見ると、全体的に墳丘盛土の流土の堆積土である。周溝埋土は16褐色土・15暗

褐色土・14暗褐色土層がレンズ状堆積を呈している。16層は周溝の南側肩が崩落して堆積したもの

で、15・14層が墳丘築造当時の地表面のレンズ状堆積であると思われる。これより上位の13層は厚

く堆積しているため、短期間のうちに盛土が流出したものと見られる。流土のうち５褐色土、13褐

色土は遺物包含層で、５層から横瓶、13層から坏身（高坏）が出土した。また４・８層からは第47

図12～17の弥生土器が出土していることから、墳丘築造時に弥生前期末から中期前半の遺構を破壊

し、墳丘盛土として盛ったことが窺える。つまり、墳丘築造時の地表面が崩落した後、墳丘内側の

盛土が流出したものであると考えられる。

第36図１～７は出土須恵器である。
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１は坏身である。復元口径14.2cm、残存高4.4cmを測る。外面は回転ナデ、回転ヘラケズリ、内

面は回転ナデによって調整されている。時期はＴＫ10からＭＴ18段階に比定される。２・３は器台

である。２は残存高24.0cmを測る。９条の沈線が回り、円形スカシ、方形スカシが縦に３段確認で

き、円形スカシは１列に８個、方形スカシは４個あったと推定される。円形スカシ、方形スカシと

も外面から作られている事がわかる。外面はカキメ後波状文を施している。内面は円形スカシより

上はタタキによる調整、下はナデによる調整で粘土帯の痕跡も見られる。３は復元底径25.4cm、残

存高7.0cmを測り、２条の沈線が回っている。内外面とも回転ナデによって調整されており、スカシ

も確認できる。底部端部には１部窯の融着物が付着する。４・５・６は大型平底壺である。４は大

型平底壺の口縁部と思われる。端部にかけて外反し端部は内湾し、復元口径31.8cm、残存高7.1cm

を測る。外面の口縁端部に三角状の突帯を貼り付け肥厚させ、下位では1条の沈線が回っている。沈

線より上の波状文は上段を施した後、下段を施している。内面はヨコナデで調整されている。５は

口縁部で端部にかけて外反し、端部は若干内湾し、復元口径28.25cm、残存高7.2cmを測る。口縁

部に２条の沈線を回らし、この間に櫛歯連点文が施されている。外面は全体的にカキメで調整して

おり、口縁部はカキメ後連続櫛歯連点文、下位に波状文を３条施している。また回転させながら螺

旋状に施文してあるためか、１部波状文が重なっている。内面はヨコナデ後に２条の波状文を施し

てある。６は胴部から底部である。復元底径25.4cm、22.9cmを測る。外面は全体的にタタキによ

る調整があったと思われるが、後にヨコナデが施されているため、わかり難い部分もある。底部付

近には１部工具ナデとヘラ削りで調整を施されている。内面は全体的にタタキによる同心円文がみ

られるが、１部ヨコナデによる調整が見られる。また底部は粘土接合痕から外れていることから、

底部があったものと思われる。７は横瓶である。口径7.8cm、頸部径8.3cm、胴部径長軸26.9cm、

短軸20.7cmを測る。口縁部は短く肥厚し、口唇部は平坦である。外面は平行たたきを施した後カキ

メで調整しており、底部には粘土塊が厚さ１cm前後融着している。また頸部には蓋をつけて焼いた

と思われる痕跡が残っている。内面はヨコナデによって調整してあるが、胴部は不明である。この

横瓶は指とヘラで形整してある環状把手がついているのが特徴である。 （玉川・末國）

15トレンチ（第35図、図版43）

２号墳南側崖面に内側周溝が巡っているかを確認するため、墳丘南西方向に長さ5.6ｍ、幅0.5mの

トレンチを設定した。調査の結果、地表面から約0.15ｍ掘り下げたところに内側周溝と考えられる

溝が検出された。

土層の堆積状況をみると、溝の埋土は5層確認することができる。最下層に５にぶい黄褐色土が堆

積し、７灰黄褐色土、６褐色土が凹レンズ状の堆積を呈する。４暗褐色土は南北方向の傾斜のため

に生じた、流れ込みの堆積である。同様に３黄褐色土も流れ込みによる堆積で、溝が完全に埋没し

ている。また、上面では１暗褐色表土層、２黄褐色土、8にぶい黄褐色土となっている。内側周溝と

考えられる溝は地山に掘り込まれ、検出面での上端幅約0.7ｍ、底幅約0.3ｍ、深さ約0.5ｍを測る。

やや歪んだ逆台形状を呈し、東西方向に延びる。周溝底の標高は113.25ｍである。

溝の時期を決定する遺物は出土していないものの、東側に設定した第10トレンチで確認された溝

と主軸を共有することから、古墳に伴う内側周溝と考えられる。隣接する西側のＣ区で検出された

内側周溝と考えられる溝は主軸を南北方向とする。主軸方向が第15トレンチから検出された溝とは
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第35図　２号墳14～16トレンチ実測図（1/80）

土層名称
１暗褐色土層　（しまり無く、ぱさぱさ）
２褐色土層　　（軟質でややしまる。少量の礫を含む）
３暗褐色土層　（やや軟質でしまり有り、少量の礫、炭を含む）
４褐色土層　　（軟質でややしまる）
５褐色土層　　（砂質でしまり有り、礫を多く含む）
６暗褐色土層　（軟質で、あまりしまりが無い）

土層名称
１黒褐色土層　（表土、砂質でしまりが無い）
２明褐色土層　（やや粘質で軟質である。小礫を含む）
３褐色土層　　（粘質でしまり有り）
４褐色土層　　（粘質でしまり有り）
５黄褐色土層　（粘質でしまり有り、細かな小礫を含む）
６黄褐色土層　（粘質でしまり有り）
７黄橙色土層　（基盤層、粘質高く、しまり有り）
８黒褐色土層　（木の根によるカクラン）
９褐色土層　　（木の根によるカクラン）

土層名称
１暗褐色土層　　　　（砂質でしまりが有る）
２黄褐色土層　　　　（砂質でしまりが有る。３～７mm程度の礫を多く含む）
３褐色土層　　　　　（砂質でしまりが有る。１～３mmの礫を多く含む）
４暗褐色土層　　　　（やや硬質でしまっている。１～５mmの礫を含む）

５にぶい黄褐色土層　（６層よりしまりが有り、やや硬質）
６褐色土層　　　　　（やや軟質で、ぱさぱさである）
７灰黄褐色土層　　　（やや硬質でしまりが有る）
８にぶい黄褐色土層　（硬質でしまり有り、粘土質である）

７暗褐色土層　　　　（６層より軟質でしまり無し）
８暗褐色土層　　　　（やや硬質でややしまる）
９黒褐色土層　　　　（硬質でしまり有り、少量の礫を含む）
10 褐色土層　　　　　（軟質で、あまりしまりが無い）
11 暗褐色土層　　　　（硬質でしまり有り）
12 にぶい黄褐色土層　（砂質で５層よりしまりが無い）
13 褐色土層　　　　　（やや硬質でしまり有り）
14 暗褐色土層　　　　（硬質でしまり有り）
15 暗褐色土層　　　　（砂質でしまり有り、にぶい黄褐色ブロックを含む）
16 褐色土層　　　　　（やや砂質であり、あまりしまりが無い）



異なるが、北側の第３トレンチで周溝の隅部が確認されており、墳丘主軸で反転すると南側では15

トレンチのやや西側に隅部を想定することができる。また、南側斜面の内側周溝底は、Ｃ区内側周

溝底との標高差が1.75ｍ、10トレンチでは1.05ｍもあることから、斜面上の周溝は平面的には規格

性のある築造であることが窺える。 （手柴）

16トレンチ（第35図、図版44）

Ａ区で再検出した７トレンチの外側周溝がＡ区北側壁面で、南側に立ち上がっていたため、周溝

の方向軸を確認するのが困難であった。そのため周溝の方向軸を確認するために、現況で削平を受

けている北側斜面に長さ1.8ｍ、幅0.8ｍで設定したトレンチである。

調査の結果、現地表面から1.0ｍのところで内側周溝の底を検出した。周溝底の標高は113.3ｍで

ある。周溝は北西方向に延びており、12トレンチで検出した溝につながるものと考えられる。Ｂ区

外側周溝底の標高が112.6ｍであるため、Ｂ区に向けて0.7ｍ周溝底が下降している。

土層の堆積状況を見ると、全体がレンズ状堆積を呈しており、墳丘盛土が流れ込んだものと思わ

れる。 （玉川）

17トレンチ（旧８トレンチ）（第36・37図、図44・57）

後円部南側に設定した、長さ5.8ｍ、幅0.9～1.2ｍのトレンチである。掘り下げの結果、墳丘側か

ら約2.5ｍの地点に周溝と思われる溝１条を確認した。幅は0.5～0.8ｍで、内側の肩から底面までの

深さは約1.3ｍで、底面のレベルは112.1ｍである。周溝底面での幅は約45cmで、他のトレンチで比

べ、狭くなっている。

土層の堆積状況をみると、墳丘側は表土の下に墳丘盛土の流土が見られる。周溝の外側には地山

を掘り込んで平坦に整地している面が見られる。これは２号墳３トレンチや11トレンチで確認され

たものと同様に墳丘構築時の設計線である可能性があるが、内側周溝の外側にあることに疑問が残

る。周溝は内側の肩がはっきりと確認できるものの、外側の肩はブロックの混入や根の攪乱などで

明確ではないが、凡その位置は推定できる。

周溝の埋没状況をみると基本的にはレンズ状堆積をなすが、外側は削平を受けた影響からか、ま

とまった流れ込みが見られる。

トレンチ内から須恵器大型平底壺・壺などが出土している。

第36図８は壺と思われる。口縁部はやや外傾して立ち上がり、胴部は張りを持つ。外面調整は口

縁部に波状文、頚部にナデ、胴部にタタキが施される。内面は全体にナデが施される。９は大型平

底壺の口縁部と思われる。口縁端部に向かって大きく外反し、端部下部は工具により突帯状に張り

出させている。外面調整は端部がナデ、その下部はナデ後、波状文が施文される。内面はナデが施

される。 （若杉）
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第36図　２号墳12・14・17トレンチ出土遺物実測図（1/4）
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Ａ区（第38・40図、図版45・46・58）

墳丘東側の７・８トレンチで内側と外側の周溝が確認されたが、周溝形態を平面的に把握するた

め、２号墳と１号墳の間の平坦面に長さ25.3ｍ、幅7.4ｍの調査区を設定し、東側壁面の北側に長さ

4.6ｍ、幅4.58ｍの拡張部及び、西側壁面南側には西方向に6.65ｍで不定形の拡張部を設けた。

調査の結果、遺構保存のため検出面で留めたが、内側周溝が丸みを帯びて南北方向に巡っている

のが確認された。また、調査区南側の拡張部で、薄く堆積した溝状遺構が周溝軸と平行して検出さ

れた。

内側の周溝が北側にどのように延びているのかを確認するため、西側壁面に沿って周溝の一部を

掘り下げ周溝の方向軸を確認するためのサブトレンチを設定した。このサブトレンチは調査区壁面

に沿って設定しているため、結果的に周溝の軸に対して斜めに切っている。地表面から1.4ｍ程堀下

げたところで、内側周溝底を検出した。周溝底の標高は113.6ｍを測り、底は平坦でＢ区内側周溝に

向けて延びている。出土遺物としては、地表面から0.8ｍ掘り下げたところで礫や須恵器片がまとま

って出土した。出土した礫は川原石であるため、墳丘表面に葺いた葺石であろう。また、出土した

須恵器片の器種については、大型平底壷、大甕、器台等であった。

内側周溝サブトレンチの土層堆積状況は、２～19層は周溝埋土でレンズ状堆積を呈しており、全

体的に墳丘側から東側に向けて下降しながら堆積している。また、３暗褐色土層が、礫や須恵器片

の包含層で、周溝底から0.5ｍほど上層である。つまり、周溝の埋没が進むなか、一定期間墳丘に残

っていたことが窺える。

Ａ区で検出した内側周溝の方向軸は、丸みを帯びながら南側では13トレンチ、北側ではＢ区内側
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周溝につながると考えられる。以上のことにより、１次調査時において多角形に巡ると想定されて

いた周溝が、鍵形に巡ることが確認された。それに伴い、今まで墳丘西側の高まりが後円部である

と考えられてきたのが、東側の高まりが後円部となる結果となった。また、サブトレンチで検出し

た内側周溝底が、７トレンチに向かって立ち上がっており、16トレンチで検出した外側周溝も南側

に向けて立ち上がっていることから、７トレンチ付近では内外の周溝が浅くなっている。さらに、

１号墳９トレンチで１号墳側の周溝が切れている空間が存在することから、この箇所が古墳に至る

陸橋部であった可能性が考えられる。

第40図は１～９・16は、Ａ区出土須恵器である。１・３～５は大型平底壺の口縁部である。１は

内外面ともにヨコナデ後波状文を施している。口縁部上方には櫛歯による連続刺突文が見られる。

３は復元口径30.0cm、残存高約14.3cmを測る。内外面ともに波状文が確認できるが、摩滅してい

る為不明瞭で、外面には２条の沈線が回っている。４は復元口径33.0cm、残存高7.7cmを測る。口

縁端部は若干内湾している。外面には２条の波状文があり、内面にもみられる。外面下段と内面の

２条の波状文の原体が同一のものであると考えられる。５は端部にかけて若干外反しながら立ち上

がり、口縁部近くでさらに外反し、端部はやや内湾する。口唇部に沈線を挟んで２条の櫛歯による

連続刺突文が見られる。外面はカキメ後に上から下方向に７条の波状文が見られる。内面は横方向

の回転ナデ後３条の波状文が施されている。また、粘土帯接合時のラインが一部見られ、上から下

方向にナデが施された後、下から斜め方向にナデ上げている。２は大甕の頚部で、口縁部の重みで

器形が歪んでいる。外面には４条の沈線が確認でき、下段の沈線より上には６条の波状文が見られ、

下段の沈線より下はナデ調整によって波状文がナデ消されている。また頸部付近はタタキ調整が残

っている。６・７は大型平底壺の肩部である。６は外面上方に１条の沈線が確認でき、タタキ後横

方向のナデ、が施され、内面は横方向のナデが施されている。７は復元頸部径23.35cm、残存高

6.5cmを測る。外面は平行タタキが見られるが、焼成が生焼けに近い為、摩滅が激しく内外面とも調

整が不明瞭である。８・９は大型平底壺の底部である。８は復元底径25.70cm、残存高4.5cmを測

る。内外面ともに焼成が生焼けに近い為、外面は平行タタキが一部確認できるが摩滅が激しく調整

が不明瞭である。内面は回転ナデの稜が見られる。また摩滅の為、底部を貼り付けていたかは不明

である。９は残存高8.15cmを測る。外面にはタタキ、縦方向へのナデによって調整され、内面は横

方向のナデによって調整されているが雑である。底部は薄く剥がれている事から底部をはりつけて

いたと思われる。16は器台である。残存高5.0cmを測る。外面には３条の沈線が回り、沈線の上下

に波状文が施されているが雑である。内外面とも摩滅が激しく調整は不明瞭だが、内面は縦方向後

横方向のナデが施されている。 （玉川・末國）

Ｂ区（第39・40図、図版47・58）

墳丘北側の周溝形態を面的に確認するため、６・12トレンチの間の平坦面に長さ13.4ｍ、幅6.8ｍ

の調査区を設定した。

調査の結果、調査区南側から0.3ｍと8.5ｍ地点で、２条の周溝が東西方向に若干丸みを帯びて平行

に巡るのが確認された。さらに、これらの周溝が12トレンチ外側周溝、Ａ区の内側と外側の周溝に

どの様につながるのかを確認するため、調査区東側壁面に沿って周溝にサブトレンチを設定した。

内側周溝のサブトレンチを掘り下げた結果、周溝底は、検出面から1.3ｍ掘り下げたところで検出
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した。検出面における幅は3.67ｍ、底幅は約2.1ｍ、底の標高は113.3～113.1ｍである。方向軸をみ

ると、調査区東側では現墳丘裾部を通り、Ａ区サブトレンチの内側周溝に延びているのが確認され

た。周溝埋土の堆積状況は、６褐色土、７褐色土、９灰褐色土は、全体的に粘土質のブロック・礫

が含まれており、墳丘盛土の流土であると見られる。いずれの層もレンズ状堆積が厚いため、短期

間のうちに流れ込んだものと思われる。また６・７層が堆積した後、中世の溝（５層）が掘り込ま

れた後、整地されている。

外側周溝サブトレンチでは地山層が不明瞭であったため、さらに長さ1.34ｍ、幅0.1ｍのサブトレ

ンチを東側壁面に沿って設定した。周溝底は、検出面から0.4ｍ掘り下げたところで確認し、検出面

における幅は1.1ｍ、底幅0.7ｍ、底の標高は112.6ｍで断面が逆台形を呈している。方向軸は内側周

溝と平行して12トレンチに延びているのが確認された。周溝埋土の堆積状況は、14褐色土、15灰褐

色土、16褐色土、17褐色土は全体的に硬質で16・17層は粘質である。いずれもレンズ状堆積である。

出土遺物は大型平底壷、坏蓋、器台が出土したがほとんどが破片である。

第40図10～15・17・18がＢ区出土須恵器である。10は平底壺の頸部である。２条の沈線が施さ

れ、その上下にカキメ後波状文が施されている。11は坏蓋で、復元口径12.2cmを測る。外面には１

条の沈線が回り、内外面とも回転ナデによって調整が施されている。口縁部付近には明瞭ではない

が段の名残が見られる。12は の口縁部である。端部にかけて大きく外反し端部は若干内湾し、口

縁部と頸部に１条ずつ沈線が回っている。復元口径14.4cm、残存高5.0cmを測る。外面はカキメ後

１条の波状文を施し、内面にも波状文を施している。13は残存高2.5cm、脚部との接合面の復元径

4.4cmを測る脚台付の壺である。外面はカキメ後にヘラ記号が施されているが摩滅している為不明瞭

である。内面には壺内面と脚部とを接合するためにタタキ調整の後工具ナデによる調整を施されて

いるが、タタキによる当て具痕が強く残っている。14は器台の頸部であろう。復元頸部径9.0cm、

残存高6.6cmを測る。外面は３条の沈線が斜めに回り、一番上の沈線は始めと終わりが確認できる。

外面はカキメとナデ後波状文によって調整が施されており、内面上方では工具ナデと縦方向のヘラ

ケズリによる調整が施されている。15は器台の脚部で残存高5.2cmを測る。外面には２条の沈線が

３条の波状文を挟む形で回っており、波状文を施文した後に沈線を施している。上の沈線と比べ下

の沈線は幅が広く明瞭である。またこれらの波状文の原体は同じもので左から右方向へ施文された

ものと思われる。さらに方形スカシが波状文を切る形で４つあったと推定される。また断面の形か

ら外側から作られたスカシだと思われる。外面は回転ハケによって調整が行われているが内外面と

も摩滅している為、不明瞭である。17は器台の脚部で残存高6.7cmを測り、２条の沈線が回ってい

る。外面は沈線の上にカキメが施され、それを挟むように２条の波状文が施されている。またカキ

メを波状文が切っていることから、カキメ後波状文を施文している。またどれくらいの大きさにな

るかわからないが、三角形のスカシが確認でき、断面の形から外側から作られたものと考えられる。

内面は回転ナデによって調整されている。18は器台脚部で復元底径11.8cm、残存高4.5cmを測る。

外面は１条の沈線が回り、全体をカキメによって調整した後、波状文を２条施している。これらの

波状文は違う原体を使用していると思われる。またどのような形なのかわからないが、波状文を施

文した後に外面からスカシ形成され内側をヘラケズリによって器面を整えている。 （玉川・末國）
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第38図　２号墳Ａ区実測図（1/80・1/200）
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土層名称
１灰褐色土層　（表土）
２暗褐色土層　（やや粘性が強い）
３暗褐色土層　（やや粘性が強い、礫を含む）
４暗褐色土層　（やや粘性としまりがある）
５暗褐色土層　（４層より粘性あり）
６暗褐色土層　（しまりなく、砂質気味）
７暗褐色土層　（６層より粘性あり）
８褐色土層　　（硬質でしまり有り）

９暗褐色土層　　　　（硬質でしまり有り、灰白色地山ブロックを少し含む）
10 にぶい黄褐色土層　（灰白色地山ブロック含む）
11 暗褐色土層　　　　（やや明るい、硬質で、粘性、しまり有り）
12 暗褐色土層　　　　（粘性でしまりがある。１～３cm大の小砂利を多く含む）
13 極暗褐色土層　　　（やや軟質だが、しまり有り）
14 褐色土層　　　　　（粘性が強い）
15 暗褐色土層　　　　（粘性強く、しまり有り）
16 暗褐色土層　　　　（粘性あり、灰白色地山ブロックを多く含む）

17 黒暗褐色土層　（粘性あり、根によるカクラン）
18 黒暗褐色土層　（粘性あり、根によるカクラン）
19 褐色土層　　　（粘性が強い、灰白色地山ブロック混入）
20 黒褐色土層　　（やや軟質）
21 褐色土層　　　（粘性が強い、きめが細かく、砂質気味）
22 暗褐色土層　　（軟質でしまり無し、弥生時代のピットが切られている）
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第39図　２号墳Ｂ区実測図（1/80）

土層名称
１灰褐色土層　（表土）
２褐色土層　　（砂質を若干含む）
３橙色土層　　（５mm大の小砂利を多く含む）
４褐色土層　　（やや軟質）
５灰褐色土層　（１mm以下の小砂利を少々含む。中世の溝カクラン）
６褐色土層　　（５mm大の小砂利と粘質小ブロックを多く含む）
７褐色土層　　（粘質ブロックが6層より多く含まれ、暗い）
８灰褐色土層　（小砂利、粘質ブロックを多く含む）
９灰褐色土層　（小砂利、粘質ブロックを多く含む。８層より明るい）
10 黒褐色土層　（やや粘性あり、やや硬質）
11 明褐色土層　（やや粘性あり、やや硬質）
12 明褐色土層　（やや軟質）

13 明褐色土層　（やや軟質、12層より明るい）
14 褐色土層　　（やや硬質）
15 灰褐色土層　（やや硬質）
16 褐色土層　　（やや硬質、やや粘性あり）
17 褐色土層　　（やや硬質、やや粘性あり、16層より暗い）
18 明褐色土層　（硬くしまる、やや粘性あり、基盤層）
19 橙色土層　　（粘性あり、ブロック）
20 明褐色土層　（やや軟質）
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第40図　２号墳Ａ・Ｂ区出土遺物実測図（1/4）
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第41図　２号墳Ｃ区実測図（1/80・1/200）
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土層名称
１にぶい赤褐色土層　（表土）
２明赤褐色土層　　　（粘質、硬くしまっている）
３褐色土層　　　　　（やや軟質、黄色土が少し混ざる）
４褐色土層　　　　　（やや軟質、黄色土が多く混ざっている）
５黄橙色土層　　　　（やや軟質、１mm大の小礫を多く含む）
６暗褐色土層　　　　（粘質で、しまり有り）
７暗褐色土層　　　　（粘質はあまり無いが硬くしまる）
８暗褐色土層　　　　（やや軟質）
９暗褐色土層　　　　（やや軟質で、黄色土が少し混ざる）
10 褐色土層　　　　　（砂質で粘質有り、しまりはゆるい）
11 極暗褐色土層　　　（軟質でしまりはゆるい）
12 暗褐色土層　　　　（粘質で硬くしまる。１cm大の小礫を多く含む）

13 暗褐色土層　（やや軟質で粘質あり、５mm大の小礫を少し含む）
14 黒褐色土層　（軟質、粘質共にあり、しまりはゆるい。５mm大の小礫を少し含む）
15 暗褐色土層　（粘質でしまりはややゆるい。５mm大の小礫を若干含む）
16 暗褐色土層　（軟質、粘質共にあり、しまりはゆるい）
17 暗褐色土層　（粘質で硬くしまる）
18 褐色土層　　（粘質で硬くしまる）
19 褐色土層　　（粘質のある砂質でしまりはゆるい）
20 褐色土層　　（やや軟質で、黄色土が多く混ざる）
21 褐色土層　　（軟質で小礫を含む）
22 褐色土層　　（軟質で小礫を多く含む）
23 褐色土層　　（根痕）
24 暗褐色土層　（やや軟質で粘性有り、しまりはゆるい）



Ｃ区（第41・42図、図版48・49・58）

墳丘西側の１・２・３トレンチで内側と外側の周溝が確認された。これら２条周溝の形態を平面

的に把握するため平坦面西側に長さ28.8ｍ、幅6.1ｍ、東側に長さ21.2ｍ前後、幅4.3ｍ前後の不定方

形の調査区、さらに南側に東西の調査区をつなぐ長さ8.5ｍ、2.2ｍの調査区を設けた。

調査の結果、保存のため遺構検出にとどめたが、調査区西側で溝が南北に若干丸みを帯びながら

直線的に巡っているのが確認された。また、調査区東側から6.4ｍ地点でも南北に巡る溝を検出した。

これら２条に巡る溝は、１・２・３トレンチで検出した周溝とそれぞれつながることから、内・外

側周溝であると判断できる。さらに南側崖面の内側と外側の周溝の方向を確認するため、調査区の

南側壁面に沿ってサブトレンチを設定し、それぞれの周溝の一部を掘り下げた。

内側周溝のサブトレンチは、長さ約3.5ｍ、壁面から幅約1.0ｍで設定した。検出面から1.4ｍほど

掘り下げたところで周溝底を検出した。周溝の検出面の幅3.0ｍ、周溝底の幅1.4ｍ、底の標高は約

115.0ｍで逆台形を呈している。周溝の方向軸は３トレンチで検出した内側周溝から、３・２・１ト

レンチの内側周溝を通り、若干丸みを帯びながら直線的に12トレンチ西側に向けて巡っているもの

と思われる。周溝埋土の状況は、全体的にレンズ状堆積で、11極暗褐色土層は大型平底壺や高坏等

の須恵器の包含層、14黒褐色土層は弥生土器片を含む包含層である。なお11層では、肩部から底部

にかけて残存している大型平底壺が、土圧により押しつぶれた状態で出土した。それより下位の層

である12～19層がレンズ状堆積していることから、11層は墳丘にある一定期間の残っていた墳丘表

土層が、流れ込んだものと考えられる。

外側周溝サブトレンチは、長さ1.6ｍ、壁面からの幅0.9ｍで設定した。検出面から0.7ｍ掘り下げ

たところで底を検出した。検出面の幅約1.6ｍ、底幅0.6ｍ、底の標高約115.9ｍで、逆台形を呈して

いる。底面から方向軸をみると、内側周溝と同様若干の丸みを帯びながら３・２・１トレンチをほ

ぼ直線状に巡り、崖面の方向に延びているのが確認された。周溝埋土は、全体的にレンズ状に堆積

している。

出土遺物は、第42図１～３である。１～３は須恵器で、１は坏身である。復元口径11.8cm、残存

高4.6cmを測る。外面は回転ヘラケズリとナデによって調整が施されている。内面は回転ナデによっ

て調整が施されている。口縁部に6.1cmほど蓋の口縁部が融着している。２は高坏の脚部である。脚

底径12.8cm、残存高9.75cmを測り、脚端部には１条の沈線が回っている。外面は全体的にカキメ

によって調整が施されており、１部に自然釉がかかっている。脚端部は回転ナデによって調整され

ている。また方形スカシが３つあり、方形スカシの間に細かな三角スカシが施されている。脚端部

には焼成時に融着した窯床のものと思われる粒土が付着している。なお、１トレンチ出土遺物で、

接合資料があったため本調査区で報告した。３は大型平底壺の頸部から底部であり、底径31.0cm、

残存高38.9cmを測る。外面は頸部に波状文が施されヨコナデによって調整されている。胴部には全

体的に上から下方向にタタキが施された後、回転カキメと１部ナデによって調整されている。内面

はタタキのあて具痕が確認できるが、回転ナデで調整されているため不明瞭である。底部外面は摩

滅により不明だが、内面はヨコナデによって調整されている。底部が存在する形態だが、内側に向

かってそっているが、焼成段階の歪みと思われる。

その他の遺構として、調査区南側で弥生時代の石蓋土壙墓の石蓋であると思われる破片が内側周

溝の肩で検出しており、さらに城ノ越期の小児甕棺墓も数基検出していることから、台地縁辺部に
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当たるこの箇所が弥生時代でも墓域とし

て使用されていたことが窺える。

（玉川・末國）

Ｄ区（第43図、図版50）

１号墳２トレンチで確認した溝状遺構

が周溝であるか、また２号墳外側周溝と

の切り合いがあるかを確認するため、Ａ

区南東側の平坦面に１号墳２トレンチに

かかるように調査区を設定した。調査区

は長さ約9.5ｍ、幅約4.0ｍの不定方形で

設けた。

調査の結果、地表から約0.5ｍで切り

合うことなくほぼ平行に、南北巡ってい

る２条の溝を検出した。検出面での溝幅

は東側で1.4ｍ前後、西側で1.3ｍ前後で

ある。両溝の間には何らかの攪乱が見ら

れる。東側の溝の北側で、別遺構の切り

合いが見られた。この切り合い関係を縦

断面確認するため、また遺構のつながり

を明らかにするために、サブトレンチと

して北壁から2.3ｍ地点まで溝の主軸に

0.2ｍ弱のアゼを残し、溝の掘り下げを

行った。

掘り下げの結果、検出面から0.2ｍ下

で溝の底を検出した。溝の底幅は1.0ｍ、

底の標高は115.2ｍを測る。埋土の堆積

状況から、遺構の切り合いではなく流れ込みによる土の違いであるものと考えられる。

また、遺構のつながりを見ると東側の溝は、１号墳２トレンチで検出した溝底の標高が114.95ｍ、

サブトレンチ内の調査区北壁側の溝底が115.3ｍで標高差が0.35ｍあることから、東側の溝は北から

南方向に下降していることが判明した。この溝は、１号墳１トレンチでは検出されていないことか

ら、Ｄ区と１トレンチの間で立ち上がっているものと想定される。１号墳で検出した周溝から現墳

丘までの距離と、東側溝から現墳丘までの距離はほぼ同じであることから、東側溝については１号

墳に伴う周溝であると考えられる。また、１号墳９トレンチで周溝が見られないことから、９トレ

ンチから１トレンチ付近まで周溝のない空間が存在することから、この箇所が１号墳に入るための

陸橋部ではなかろうか。

西側の溝については、サブトレンチを入れていないため、溝底からの方向軸ではなく、検出面か

らの溝の方向軸から遺構のつながりを考える。２号墳９トレンチで検出した溝と西側の溝とを平面
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第42図　２号墳Ｃ区出土遺物実測図（1/4）
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的に結ぶと、Ａ区・13トレンチで検出した内側周溝と平行に巡る形となる。以上のことから、溝の

時期を決定する遺物が出土していないものの、２号墳に伴う外側の周溝であると考えられる。（玉川）

２号墳出土遺物（第44図、図版28）

ここでは、調査時の表面採集、もしくはトレンチ内から出土したものの、注記ミス等で出土地点

が不明な遺物について述べる。

１～８はいずれも須恵器である。１は坏蓋で口縁部のみの残存である。端部付近でわずかに外反

し、内面には段を有する。外面調整は沈線、回転ナデ、内面調整は回転ナデが施される。２は口縁
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第43図　２号墳Ｄ区実測図（1/80）

土層名称
１明黄褐色土　（やや粘質で、若干しまりがある。きめが細かい）
２灰黄褐色土　（粘質あり、しまり良く、きめが細かい）
３褐色土　　　（粘質あり、しまり良く、きめが細かい）
４明黄褐色土　（粘質あり、しまり良く、きめが細かい）
５褐色土　　　（粘質あり、しまり良く、きめが細かい）
６褐色土　　　（粘質あり、しまり良く、きめが細かい）
７明褐色土　　（粘質あり、しまり良く、きめが細かい）
８褐色土　　　（粘質あり、しまり良く、きめが細かい）
９暗褐色土　　（粘質有り、しまりは良くない）
10 明褐色土　　（砂質でしまり良く、0.5～1cmの小石が混じる）
11 灰褐色土　　（砂質でしまり良い）
12 黒色土　　　（粘質あり、カクラン根痕、しまり悪い）

13 黒色土　　　（粘質あり、カクラン根痕、しまり悪い）
14 黒色土　　　（粘質あり、カクラン根痕、しまり悪い）
15 黄褐色土　　（粘質でしまり有り）
16 褐色土　　　（粘質でしまり有り）
17 灰黄褐色土　（カクラン根痕）
18 灰黄褐色土　（砂質でしまり無し）
19 灰黄褐色土　（カクラン根痕）
20 灰褐色土　　（カクラン根痕）
21 灰黄褐色土　（カクラン根痕）
22 暗褐色土　　（粘質でしまり有り）
23 褐色土　　　（しまり良く、きめが細かい）



部であるが、器種不明である。外面に

はナデ、内面には回転ナデが施される。

３は坏蓋である。天井部は比較的平坦

に仕上げられ、口縁部との境をなす稜

は明瞭である。端部はやや外反し、内

面には段を有する。外面調整は天井部

が回転ヘラケズリ、口縁部が回転ナデ、

内面調整は回転ナデが施される。４は

長頸壺の口縁部である。端部にかけて

外反しながら立ち上がり、端部は内湾

している。外面調整は端部がナデ、そ

の下部は沈線を２条施した後、１段目

はナデ後波状文、２段目はカキ目後波

状文を施文している。内面は端部から

順に、ナデ、カキ目、回転ナデが施さ

れる。５は大型平底壺の口縁部である。

端部にかけて大きく外反し、端部はや

や内面側に立ち上がる。外面調整は口

縁端部下部と中位に沈線を施し、ナ

デ・工具ナデの後波状文を施文する。

端部から内面にかけては回転ナデが施

される。６は大型平底壺の頚部である。

口縁端部にむけて、やや外反しながら

立ち上がる。外面調整は口縁部側が回

転ナデの後波状文、胴部側がタタキの

後工具ナデが施される。内面調整は指

押え、ナデの後に回転ナデが施される。

７は短頸壺と思われる。頚部から胴部

にかけては直線的に広がり、胴部中位で最大径を測る。底部にかけては緩やかに内湾している。外

面調整は胴部中位がナデ、それ以外にはカキ目が施される。内面調整は全体にナデが施される。８

は大型平底壺の底部である。胴部にかけて直線的に立ち上がる。外面調整はタタキの後、上部にカ

キ目を施す。内面調整はナデが見られる。底面はやや丸みを帯びて仕上げられ、製作時に下に敷い

たと思われる植物の痕跡が見られる。 （若杉）
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第44図　２号墳出土遺物実測図（1/4）
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（4）その他の遺物

弥生時代遺物

１号墳（第45・46図、図版63・64）

１号墳に伴う弥生時代の遺物は、ほとんどが後世の攪乱を受け、その層位的解釈は困難である。

ただし５・９トレンチに係る弥生遺物は、一部残存した遺構に付随するものもあり、弥生時代の遺

構の広がりをを示している。詳細については各項で記した通りであるので、ここでは割愛する。

第45図１・２は２トレンチ、３～６は３トレンチ、７は５トレンチ、８～17は６トレンチ、18は

７トレンチ、19・20は８トレンチ、21～23は９トレンチから出土した。１・４・18・21は甕の口

縁部である。１・18は城ノ越式、21は下城式と考えられる。２は明赤褐色に焼成した壺片である。

３は甕の底部と考えられる。５・６は城ノ越式と考えられる甕の底部であり、６はミニチュア土器

の可能性もある。９～16・22は甕の底部で、８は壺の肩部、17は壺の底部である。底部はいずれも

平底か若干の窪み底で大半は中期前半の時期に比定できよう。19・20は高坏、23は小さな平底を呈

する甕の底部である。

第46図１～10は10トレンチ、11～17・21は11トレンチ、18～20・22は12トレンチ、23～33は

13トレンチ、34～39は15トレンチから出土し、40は表採資料である。口縁部のうち12を除いて他

は全て甕と考えられる。11が城ノ越式である以外は、跳ね上げ口縁のものがほとんどである。12は

須玖式系壺の口縁部である。15・37は甕の胴部であるが、37は帯状突帯を有し、弥生後期後葉に比

定できよう。19は甕、５・10は高坏、22・26・39は器台である。その他は全て甕、及び壺の底部

である。甕底部のうち、14・24・28は城ノ越式と考えられる。
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第45図　１号墳２・３・５～９トレンチ出土遺物実測図（1/4）
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２号墳（第47図、図版64）

２号墳より出土した弥生遺物も、１号墳と同様にその大半が後世の攪乱を受けている。しかしな

がらＣ区で検出した小児甕棺は、墓壙上層が古墳築造時の削平を受けているものの、下層は消失を

免れ、掘り方が一部残存していた。また、他にも石蓋土壙墓に使用されたと考えられる石材が出土

していることから、古墳築造以前は、当地が弥生の墓域であった可能性が極めて高い。なお、Ｃ区

で検出した上記の小児甕棺は、現状保存の形をとったため、今回報告書には掲載していないが、口

縁部は跳ね上げ状を呈し、第47図掲載の甕形土器群とほぼ同時期であると考えられる。

第47図１～７は１トレンチ、９・10は10トレンチ、11は12トレンチ、12～17は14トレンチから

出土し、８・18は一括資料である。１は小児甕棺と考えられ、城ノ越式の特徴を呈し、口縁部形態
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第46図　１号墳10～13・15トレンチ出土・表採遺物実測図（1/4）
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第47図　２号墳第１・６・10・12・15トレンチ出土遺物実測図（1/4）
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から、須玖式Ｉ式への移行形態とも考えられる。甕形土器のうち、３・４・15・17は城ノ越式、14

は下城式、その他多くは跳ね上げ口縁と考えられ、時期的に著しい格差は認められない。11は甕の

胴部であるが、帯状突帯の形態は弥生後期末に比定される。７は鉢であり、11と近い時期とも考え



られる。２・６は壺、10は高坏脚部である。１・２号墳出土の弥生土器は、城ノ越式、須玖式、下

城式が大半を占め、ほぼ弥生中期初頭～中期前半に比定され、僅かに弥生後期の遺物も認められる。

器種は甕、壺を主体として少量の高坏、器台、鉢で構成されており、その様相は典型的な豊後の在

地性とは異なった、より北部九州的な生活文化であったことを想定させる。 （伊藤）

中～近世遺物

１・２号墳（第48～50図、図版65・66）

中世の遺物はほとんどが１号墳から出土している。特に墳丘南側の社殿周辺でまとまって出土し、

墳丘南側斜面にも層を成して堆積していた。以上のことから１号墳南側を中心に、中世段階で一定

期間利用した祭祀的意味合いを持つ施設の存在が想定される。
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第48図１は２トレンチ、２・３は４トレンチ、17・28は６トレンチからの出土で、他は５トレン

チからの出土である。１は陶器質の瓶で内面にロクロ目が残る。２・３・12～14・26・27は底部か

ら口縁部までやや内湾する形態であるが、３・12は口縁端部を尖らせ、14は他と比べて底径が小さ

い。８・15・16・24も内湾気味に立ち上がるが口縁部は外反し、８は底部との境に粘土接合痕が残

る。４・５は小皿である。６・７・17は全体的に肥厚しており、17の内底面には明瞭に渦状ナデが

残る。９・11・19・21～23・25・28は底部から口縁部にかけて直線的に延びるが、28の口縁部は

やや外反し、22・23は肥厚する。18・20も底部から口縁部下まで直線的に延びる形態であるが、口
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縁下で内側に折れる。29・30は器高が低く、外反気味に延びる。32～38は坏の底部である。

第49図１～15・17～26・30・31は７トレンチ、16・27～29・32・36・37は８トレンチ、33～

35は10トレンチからの出土である。１～３は小皿である。２は煤が付着しており、３は胎土が白色

で、共に灯明皿として用いられている。４・６・８・10は底部から口縁にかけて内湾気味に立ち上

がり、４の底面は糸切り痕が残るが、底部との境にヘラの痕が残る。１・12・13も内湾して立ち上

がるが口縁部はやや外反もしくは外側に折れる。７は底部から口縁にかけて直線的に延びる。14～

31・33～35は坏の底部である。ほとんど外底面には糸切り痕が残るが、19・33には確認できなか

った。32は小皿の底部であると思われる。36は東播系須恵器の鉢の口縁部、37は肥前系染付け瓶で

ある。調整は、８～10が内底面の渦状ナデを一部ナデ消しており、20～29は明瞭に渦状ナデが残る。

第50図１～40は１号墳15トレンチ、41は２号墳５トレンチ、42は１号墳の６トレンチからの出

土である。１～６は小皿で、その他の土師質土器は坏である。１・２・16・28～30・33は底部から

口縁部にかけて直線的に延びるが、29の内面には渦状ナデが明瞭に残り、28の口縁端部は肥厚する。

３～６・９～12・17・18・22・24・25・27は内湾気味に立ち上がる形態で、９は口唇部に面取調

整を施す。24は途中で僅かに内側に折れる。７は形状的に少なく、内面のみ内側に折れ口縁端部は

肥厚する。15・21・23・32はやや上げ底気味で、23は外面底部との境に沈線を施し、32は肥厚す

る。26は底径、器高共に小さくなり、肥厚する。31は口縁まで直線的だが内面のみ途中で内に折れ

る。34～38はいずれも他と比較して器高が低い。38は口縁端部のみ肥厚する。39・40・42は坏の
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底部、41は唐津焼水縁皿の口縁部である。また５・８・35・39の底面には板状圧痕が残る。

これらの坏の器形を見てみると底部から口縁部にかけて内湾しながらそのまま立ち上がるタイプ

（Ａ類）、底部から口縁部にかけての断面外形は直線気味、又は一端外反しそこから内湾気味に立ち

上がるタイプ（Ｂ類）、器高が低く、低部から口縁部にかけて外反気味に立ち上がるタイプ（Ｃ類）

に分類される。実際には、第48図ではＡ類―６～13・17、Ｂ―15・16・18～21・25・26、Ｃ―

29・30。第49図ではＡ類―４～６、Ｂ類―７・８・10・11・25、Ｃ類―12・13。第50図（１号

墳15トレンチ及び２号墳出土）ではＡ類―７～25、Ｂ類―27～33、Ｃ類―34～38と考えられる。

最も量の多いのはＡ類で、15世紀中頃に比定できる。また、Ｃ類は16世紀前半頃の特徴を呈し、総

じて土師質土器は15世紀中頃～16世紀前半頃のものと考えられる。 （田中）

（5）関連遺物（第51～55図、図版59～62）

前述したように昭和３（1928）年に後円部が破壊された際に馬具や須恵器など多数の遺物が出土

している。また、古墳群近辺の畑では石室に安置されていたと考えられる石枕も発見されている。

これらの遺物は古墳の土地所有者、別府大学、日田市教育委員会と分散所有されている。今回報

告の機会をえたことから、ここで紹介する。

石枕（第51図、図版59）

当石除去時と思われる欠損や摩耗が全体的に見られる。一方の面（図面正面）のやや中央部に、

平面台形の掘り込みをもつ。その掘り込みに頭部を設置したと思われる点、後頭部を設置したと思

われる場所が若干窪んでいる点、掘り込みの端部に石灰と思われるものが付着する点、以上のこと

などから石枕であると考えられる。断面を見て分かるとおり面は平坦ではなく、中央の掘り込み部

が最も高く、外側に向かって低くなっていくという傾向をもつ。この面の裏面も掘り込みはないが、

同様な状況を呈す。図面向かって右端部は、割ったのみでその後、面取り等の整形はおこなってい

ない。左端部は、磨耗や欠損がみられるが、その状況から、１cｍ以内で端部となり、なおかつ面取

りをおこなっていたものと考えられる。上端部も、面取りを行っている。下端部は中央の掘り込み

部分には面を持つが、その両脇には面を持たない。調整は、全体にノミ痕がみられる。最大長が82

cｍ、最大幅が47cｍ、最大高が18.2cｍである。 （吉田和）

須恵器（第52図、図版58・59）

第52図１・２は坏蓋である。１は天井部が平坦に仕上げられ、口縁部との境に沈線が施されるが、

稜は明瞭ではない。口縁端部はやや外反させており、内面には段を有する。外面調整は回転ヘラケ

ズリ後ナデ、内面調整は回転ヘラケズリ後、天井部付近に不整方向のナデが施される。２は天井部

を丸く仕上げ、口縁端部にかけて内湾する。端部内面には段を有する。内外面とも沈線、回転ナデ

が施される。３は完形の坏身である。底部は比較的平坦に仕上げられ、丸みを帯びながら立ち上が

る。受け部端部は丸く仕上げられ、口縁端部に向けて、直線的に内傾する。端部内面には段をとも

なう。外面調整は底部全体にヘラケズリ、受け部から口縁端部かけ回転ナデが施される。内面調整

は口縁部が回転ナデ、底部にはナデが施される。４は無蓋高坏である。口縁部は外傾して立ち上が

り、端部は丸く仕上げる。脚部は上部を細く仕上げ、中位あたりから外反し、端部手前で「く」の
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字に屈曲し、丸く仕上げる。口縁部は回転ナデ、回転ヘラケズリを施し、脚部との接合部付近は刻

み目を施文する。脚部は全体にカキ目を施した後、上半にナデ・指押え、端部付近に回転ナデが見

られる。スカシは幅の狭い方形スカシを３方向に穿孔する。５は端部に向って緩やかに外反し、端

部を緩く内湾させて、丸く仕上げる。外面調整は上部からナデ、カキ目、ナデの順に施し、方形ス

カシを４方向に穿孔する。６～８は壺である。６は有蓋で頚部から口縁部は外傾して立ち上がり、

受け部で外反する。口縁端部は内湾しながら立ち上がる。また、この部分は他の部位と比べて色調

が異なり、蓋を被せて焼成したと考えられる。頚部から胴部にかけては大きく外傾し、胴部中位よ

りやや上で最大径を測る。その下部は脚部との接合部へ緩やかに内湾する。外面調整は口縁端部に

回転ナデ、頚部かけては沈線を施した後、その上下にタタキを施し、受け部側と頚部側を一定の幅

でナデ消している。胴部は回転ナデの後、中位に２条の沈線を施す。内面調整は全体にわたり回転

ナデを施す。また胴部上位には自然釉が付着するが、頚部より上はそれが見られないため、ある段

階まで別々に焼成し、その接合したと思われる。７は無蓋で頚部から大きく外反しながら立ち上が

り、口縁端部は肥厚させ、ほぼ水平に仕上げる。胴部にかけては外傾し、胴部中位よりやや上で最

大径を測る。脚部へ緩やかに内傾し、接合部付近で急激に内湾する。脚端部にかけて大きく外反し

ながら広がり、端部はほぼ水平となる。外面調整は口縁端部が回転ナデ、その下部にタタキを施し

た後、胴部上部までナデを施す。胴部中位に２条の沈線を施した後、刻み目を施文し、その上下を

ナデ消している。脚部はナデを施した後、沈線を１条施文し、その下部にタタキを施す。沈線を挟

んでその上下に３方向の方形スカシを穿孔する。内面は全体にナデを施す。８は長頸壺の口縁部か

ら頚部である。口縁部は緩やかに外反しながら立ち上がり、端部付近で肥厚させ、大きく広がる。
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外面調整は端部に回転ナデを施す。その下位は回転ナデの後、断面台形もしくは三角形の突帯をつ

け、それを挟んで、上・中段に波状文、下段にタタキを施す。内面は回転ナデ後指押えを施す。

９、10は壺脚部である。９は端部に向かって大きく外反させ、端部は「く」の字に屈曲させてシ

ャープに仕上げる。外面調整はカキ目、ナデが施され、カキ目の部分には方形スカシが３方向に穿

孔される。内面調整は回転ナデが施される。10は端部に向かって外反し、端部を緩やかに内湾させ、

肥厚させて先端を水平に仕上げる。外面調整はカキ目の後、ナデが施され、方形スカシが４方向に

穿孔されたと思われる。内面調整は回転ナデが施される。11～13は提瓶である。11は把手のないタ

イプである。口縁部は外傾しながら立ち上がり、端部手前で大きく開く。端部には沈線を施し、丸

く仕上げている。外面調整は口縁部から頚部かけて回転ナデを施すが、頚部近くはその後、ナデ消

されている。胴部は回転カキ目を施す。内面調整は口縁部から頚部にかけて回転ナデである。12は

把手をもつタイプであるが、欠損している。口縁部は緩やかに外反しながら立ち上がり、端部を肥

厚させ、丸く仕上げ、底部はやや平坦気味である。外面調整は口縁部から頚部にかけて回転ナデ、

胴部は回転カキ目を施す。内面調整は口縁部から頚部は回転ナデ、胴部は回転ナデで仕上げる。13

も把手をもつタイプで完形である。把手は貫通しない。口縁部は外反しながら大きく開き、端部を

やや肥厚させる。外面調整は口縁部から頚部に回転ナデ、胴部に回転カキ目を施す。内面調整は口

縁部から頚部は回転ナデ、胴部は回転ナデで仕上げられる。14は完形の土師器壺である。口縁部は

緩やかに外反しながら立ち上がり、端部を肥厚させ、広がる。端部はシャープに仕上げる。胴部は

やや扁平な円形を呈し、中位で最大径を測る。胴部中位には長径約５cm、短径約４cmの楕円形の
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打ち欠きが見られる。外面調整は口縁端部がカキ目、ナデが施される。胴部はタタキにより成形さ

れる。器面全体に丹の塗布がみられる。内面調整は口縁端部に工具よるナデが見られる。その下部

から頚部にかけてはナデが施され、丹が塗布される。胴部は丹の塗布後、ケズリが施される。（若杉）

鏡（第53図、図版60）

製の変形五獣鏡である。既に『大分の歴史（１）』大分合同新聞社1976に記載されているので、

文言の一部を引用して報告することとする。鏡は面径14.5cmを測り、鈕を含む３分の１弱を欠失す

る。鏡背、鏡面とも緑錆で覆われているが、鏡背の右側半分は残りが良い。鏡面は僅かに凸面状を

呈し、織物の繊維が部分的に付着する。錆が取れた部分は白銅質の輝きが見える。鏡縁は斜縁状の

素文縁で、外区は二重の陽起鋸歯文帯、複線波文帯、櫛歯文帯となる。内区にはデフォルメされた

獣文が高肉彫りされている。体部はＳ字状にまがり、両端は六角形ないし七角形の突出がある。こ

の突出部の角から短い突線が放射状につく。突出間の体部には、網目状の突線文が描かれている。

この突出部は獣の胸部と尾部を現しているものと思われ、突出部から省略された頭部や髭、後脚や

尾とみられる突線が伸びる。各獣形間には鱗状のＣ字形を呈した短い線で埋められている。鈕の付

近には圏線が残る。内区の獣形は、同市の有田古墳や法恩寺第４号墳出土の鏡によく類似していて

注目される。 （下村）

大刀・耳環（第54図、図版60・61）

第54図１は大刀である。残存するのは茎部と刀身部の半分までである。茎には若干木質が残存し

ている。残存長は42.05cmを測り、刀身幅は元幅で4.4cm、刀身厚さ1.05cmである。目釘孔は茎部

に２孔、刀身元に１孔穿たれており径が平均４mmである。茎部の長さからかなり大形の大刀と思

われ、また目釘孔が刀身元にあることが注目される。２は鉄剣である。切先を欠損しており錆によ

って状態がかなり悪く、後世に保存処理されたと思われるような痕跡が剣身と茎の端部（トーン部
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分）に見受けられる。残存全長は33.25cm、剣身長23.85cm、身幅4.15cm、茎長9.4cmである。茎

には目釘孔が１孔穿たれている。３・４はタイプの異なる銀環である。３は中空式の銀環で縦径

2.75cm、横径３cmとわずかに楕円形である。ほぼ全面にわたって石灰質の付着物があり断面径は

環端部の欠損部から約１cmを測る。また、素材である銀の厚みは約0.5mmである。４は逆に細身の

銀環である。環中央部で折れていて接合しないが同一固体と思われる。断面径は約0.19cmである。

（越知）

馬具（第55図、図版60～62）

第55図１・２は対を成す心葉形鏡板である。１はほぼ完形であり、立聞には吊り金具の一部が残

っている。鉄地銀張で、銀張の鋲を密にうつ。中央部に銜を通す方形孔をあける。錆によって明確

ではないが方形孔の中に欠損した銜の断面が僅かに観察される。長さは6.72cm、幅8.6cmである。
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２は半分欠損しているがかろうじて中央部の銜を通す方形孔の端部が残り、裏面には引手か銜の一

部と思われる棒状の鉄が錆と共に付着している。棒状の鉄を含めた最大長は6.15cm、最大幅4.3cm

である。３は鐘形の下部を垂らす５棘葉形杏葉である。鉄地金銅張で、鋲を密にうつ。部分的に欠

損するが棘状の装飾は体部上位に１つ、中位に１つ、下位に３つ配されているとみられる。残存長

は11.45cm、幅は7.4cm、鋲頭の径は0.3cm、鋲芯の径は0.2cmである。４は貝製辻金具である。鉄

地金銅張りで貝の中央には飾り金具を付けていた径約0.45cmの孔が存在する。脚形は３鋲半円形で

４脚ある。責金具は残存していないので不明である。鋲の大きさも他の貝製辻金具とは異なり鋲頭

の径が0.75cmとなる。脚長は約2.5cmである。鉢部の腹部への装飾は若干の凹線を施すもので径は

約5.7cmであり、そこに径約4.5cmのイモガイの螺塔部が嵌め込まれている。５は鉄地金銅張の辻金

具の鉢部である。形態は扁平で、径は約５cm、厚さ約１cmである。花形座と宝珠飾りの芯が観察

され、花形座は６弁の１枚であり、宝珠飾りは不明であるが芯の径は約0.5cmを測る。６は鉄地金銅

張の飾金具である。貝製辻金具の中央を飾る５弁の花紋様を呈する花形座と、これを留める心棒で

ある。花形座の最大幅2.68cm、厚さ約0.2cm、心棒の径0.4cmを測る。７は鉄地金銅張の責金具で

ある。端部は両方とも折れているがほぼ完形に近い。幅0.5cmで断面が蒲鉾状を呈する。８～14は

辻金具か雲珠の脚部と思われる。８は厚さが他とは異なりかなり薄い、裏面には塗金の折り込んだ

端部が観察される。長さ2.9cm、幅3.47cm、厚さ0.15cm、鋲頭の径0.47cm、鋲芯の径0.15cmを測

る。９は付け根が欠損しており責金具が付属したかどうかは不明である。長さ３cm、幅3.6cm、厚

さ0.61cm、鋲頭の径0.45cm、鋲芯の径0.15cmを測る。10は幅0.45cmの責金具が残存している。

表面は反ってはなく平坦である。裏面には脚部とは別の鉄地部分が残っている。長さ4.8cm、幅

3.8cm、厚さ0.8cm、鋲頭の径0.45cm、鋲芯の径0.18cmを測る。11は責金具が残存していないが

表面に責金具の痕跡が残り、若干反っている。長さ4cm、幅2.95cm、厚さ0.6cm、鋲頭の径

0.45cm、鋲芯の径0.2cmを測る。12も同様であるが表面の責金具の痕跡は明確ではない。裏面も塗

金の折り込みは不明瞭である。長さ3.3cm、幅3.08cm、厚さ0.75cm、鋲頭の径0･45cm、鋲芯の径

0.2cmを測る。13も表面に責金具の痕跡が残り、若干反っている。長さ3.4cm、幅3.12cm、厚さ

0.8cm、鋲頭の径0.45cm、鋲芯の径0.2cmを測る。14は脚部と思われる部分がほとんど欠損してい

る。表面に責金具の痕跡が観察され下部が鉄地のみ、上部が鉄地金銅張で、鋲の芯がわずかに残存

している。長さ4.55cm、幅4.4cm、厚さ0.43cm、鋲頭は不明、鋲芯の径0.2cmを測る。なお、９～

14の裏面には革が付着していた痕跡（トーン部分）が観察され、また９・12～13の裏面には塗金の

折り込んだ端部も認められた。15は鉄地銀装の扁平な貝製辻金具である。脚形は３鋲半円形で、４

脚あるが１脚しか残存していない。責金具は２本残存し、鉄地銀装の無地で脚部の付け根に１本付

くタイプである。鋲頭の径は0.27cmを測り、脚の長さは1.4cm、鉢部の径は5.25cm、そこに径約３

cmのイモガイの螺塔部が嵌め込まれているが現状は外れている。16も15と同様に鉄地銀装の扁平

な貝製辻金具である。脚形は３鋲半円形で４脚あるが２脚しか残存していない。責金具は２本残存

し、鉄地銀装の無地で脚部の付け根に１本付くタイプである。鋲頭の径は0.35cmを測り、脚の長さ

は約1.4cm、鉢部の径は約5.2cmである。鉢部の腹部への装飾は錆による膨張で不明瞭であるため凹

線かは不明であるが、頂部に１段平坦面があり、腹部下にも脚部と同じ高さで１段平坦面がある。

貝は外れており現存しない。17は鉄地金銅張の磯金具の一部と思われる。鋲頭の径0.55～0.6cm、

芯の径が約0.21cmである。 （越知）
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挿図番号
古
墳
番
号

Tr 遺構 種別 器種 胎　土 焼成 備　考
法　　量 調　　整 色　調

口径 胴部径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

第18図１

第18図２

第18図３

第18図４

第18図５

第18図６

第18図７

第18図８

第18図９

第18図10

第18図11

第18図12

第18図13

第18図14

第18図15

第20図１

第20図２

第20図３

第20図４

第21図１

第21図２

第21図３

第21図４

第24図１

第24図２

第24図３

第24図４

第25図１

第25図２

第26図１

第26図２

第26図３

第26図４

第26図５

第26図６

第26図７

第26図８

第27図１

第27図２

第27図３

第27図４

第27図５

第27図６

第27図７

第27図８

第27図９

第27図10

第27図11

第27図12

第27図13

第27図14

第28図１

第28図２

第28図３

第28図４

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

1

1

1

2

8

8

7

7

8

8

8

8

6

6

6

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

3

2

5

5

5

5

2

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

２層

２層

表土
SD1
P1

南側落ち

南側落ち

溝上

サブTr

須恵器
集中区
北側須恵
器集中区
北側須恵
器集中区
北側須恵
器集中区

一括

一括

内溝

内溝

内溝

内溝

一括

内溝

内溝

一括

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

一括

内溝

内溝

外溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

内溝

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

壺

甕

壺

ハソウ

短頚壺

坏蓋

ハソウ

器台

坏蓋

坏身

坏身

坏身
大型
平底壺
大型
平底壺
大型
平底壺
大型
平底壺
大型
平底壺
大型
平底壺
大型
平底壺
大型
平底壺
大型
平底壺
大型
平底壺

壺
大型
平底壺

長頸壺

蓋付壺

大型
平底壺
大型
平底壺
大型
平底壺
大型
平底壺
大型
平底壺
大型
平底壺
大型
平底壺
大型
平底壺

壺

横瓶
大型
平底壺
大型
平底壺

器台
大型
平底壺
大型
平底壺

長頸壺
大型
平底壺

長頸壺

甕
大型
平底壺

短頚壺

壺

短頚壺

器台

器台

器台

器台

(13.6)

(13.0)

(13.4)

(15.0)

(33.2)

(33.2)

28.9 

(29.2)

30.3 

(30.4)

受部
(11.0)

25.8 

25.0 

28.5 

24.4 

(24.2)

(26.6)

(25.4)

(14.2)

(22.0)

(30.8)

(27.4)

(10.2)

(13.4)

(9.4)

(29.3)

(29.0)

(29.0)

32.5 

29.6 

(31.9)

(23.6)

(14.2)

(17.6)

(11.4)

(9.7)

(12.1)

(6.7)

(16.8)

(27.4)

29.0 

29.0 

(27.0)

(34.5)

26.3 

(26.0)

28.7 

(30.8)

30.7 

(4.7)

(7.4)

(4.3)

(7.2)

(3.3)

(3.1)

(5.4)

(6.9)

4.1 

(5.2)

(4.4)

4.8 

(10.8)

(13.2)

(9.5)

(37.6)

(30.4)

45.3 

47.7 

(3.5)

(20.4)

(29.0)

(1.6)

(10.7)

(11.6)

(4.5)

(3.0)

48.3 

44.8 

50.5 

(39.2)

(26.1)

(3.5)

(10.5)

(14.0)

(1.5)

(4.0)

(5.2)

(4.9)

(1.9)

(6.4)

(3.3)

(5.4)

(13.2)

(6.7)

(9.7)

(9.3)

(8.6)

21.0 

(7.1)

(10.6)

(40.4)

(10.2)

(13.9)

(8.5)

タタキ
ハケ

－

タタキ
回転カキ目
回転ヘラケズリ

回転ナデ
回転ナデ

回転ヘラケズリ
回転カキ目
回転ヘラケズリ

－

回転ナデ

－
回転カキ目
回転ヘラケズリ
回転カキ目
回転ヘラケズリ
タタキ・カキメ
波状文

タタキ
カキ目・タタキ
回転ヘラケズリ

タタキ・カキ目・ナデ

タタキ・カキ目・ナデ

タタキ・カキ目・ナデ
タタキ・波状文

ナデ

ナデ・波状文
タタキ・波状文

ナデ

ナデ

－

回転ナデ・波状文

ナデ・波状文

回転ナデ・波状文
カキ目・ナデ
波状文

タタキ・カキ目・ナデ
ヘラケズリ・波状文
タタキ・ナデ
波状文

タタキ・カキメ
波状文

タタキ・波状文
回転ナデ

タタキ・カキ目
カキ目・ナデ
波状文

カキ目・波状文

ナデ・波状文

－

カキ目

ナデ・波状文

回転ナデ・波状文
波状文・カキ目
回転ナデ

波状文・カキ目
回転ナデ

ナデ
カキ目・ナデ
波状文

ナデ・カキ目・波状文

ナデ・波状文

ナデ・カキ目・波状文

ナデ・タタキ
カキ目・ケズリ
タタキ

タタキ・カキ目＋ナデ

タタキ・カキ目

ナデ・カキ目
カキ目・ナデ
波状文

カキ目・波状文

ナデ・カキ目・波状文

カキ目・波状文

ナデ

－
ナデ
指押え

－

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

－

回転ナデ

－

回転ナデ

回転ナデ

ナデ

タタキ

ナデ・タタキ

ナデ

ナデ

ナデ
ナデ・波状文
指押え

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

回転ナデ・波状文

ナデ

回転ナデ・指押え

ナデ

ナデ

タタキ・ナデ

ナデ・波状文

波状文・タタキ

タタキ・ナデ

ナデ・波状文

ナデ・波状文

ナデ・波状文

－

ナデ・タタキ

ナデ

回転ナデ

回転ナデ・波状文

ナデ・回転ナデ

ナデ

ナデ

ナデ・タタキ

ナデ・波状文

ナデ・タタキ

ナデ・タタキ

ナデ・指押え＋ケズリ

ナデ・タタキ

タタキ

ナデ・タタキ

回転ナデ

ナデ・指押え

ナデ

ナデ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＥＨ

ＢＥＨ

ＢＤＥ

ＥＨ

ＡＢＥＨ

ＥＨ

ＥＨ

ＥＨ

ＤＥ

Ｅ

ＢＥＧ

Ｃ

Ｈ

ＡＢＨ

ＡＢＥ

ＡＢＥＨ

ＡＢＥ

ＢＥ

ＢＣＥＦ

ＡＢＥ

ＡＢＣＥ

ＢＣＥＦ

ＡＢＥ

ＡＢＣＥＦ

ＢＣＥＦ

ＥＦ

ＡＢ

ＢＣＥＦ

ＡＢＥ

ＡＢＥＨ

ＡＢＣＥＨ

ＡＥＨ

ＡＢＥＨ

ＡＢＥＨ

ＡＢＣＥＦ

ＡＥＦ

ＡＢＥＦ

ＣＥＦ

ＢＥ

ＢＥ

ＣＥＦ

ＢＥＨ

ＡＢＥＨ

ＡＢＥＦ

ＢＣＥＦ

ＢＥ

ＡＢＥＦ

ＡＣＥ

ＢＥＦ

ＥＨ

ＡＢＥ

ＢＣＥ

ＡＥＨ

ＡＥ

良好
やや
不良

良好

不良
やや
不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好
やや
不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

淡灰褐色

淡黄褐色

黄灰褐色

黄灰褐色

乳黄灰色

青灰色

淡青灰色

暗青灰色

黒灰色

青灰色

淡灰色

灰色

淡黄褐色

淡黄緑色

青灰色

暗灰褐色

淡灰褐色

暗灰褐色

青灰色

淡青灰色

灰褐色

灰褐色

明灰褐色

淡灰褐色

明淡灰茶褐色

淡黄灰色

青灰色

青灰色

青灰色

淡黄青灰色

淡青灰色

淡灰色

青灰色

灰褐色

灰褐色

明灰褐色

青灰色

灰黒色

明黄灰色

暗褐色

青灰色

淡黄灰色

青灰色

淡灰色

灰褐色

淡灰褐色

黄褐色

灰茶褐色

灰白色

淡褐色

灰褐色

淡青灰色

淡褐色

淡青灰色

淡青灰色

黄灰褐色

黄灰褐色

灰黒色

暗赤褐色

乳黄灰色

青灰色

淡青灰色

淡黄灰色

黒灰褐色

青灰色

淡灰色

灰色

明黄灰色

明黄灰色

淡黄灰色

淡灰褐色

灰褐色

淡灰褐色

青灰色

淡青灰色

明灰褐色

淡褐色

淡灰褐色

灰褐色

明淡灰褐色

黒灰色

青灰色

青灰色

青灰色

淡黄青灰色

黄灰色

淡灰褐色

青灰色

淡灰色

淡灰色

淡赤灰褐色

黄灰褐色

明灰褐色

暗黄灰色

淡灰色

黄褐色

青灰色

青灰色

淡灰色

乳灰褐色

暗灰褐色

青灰色

乳灰茶褐色

灰白色

淡褐色

灰白色

乳青灰色

青灰色

淡青灰色

淡青灰色

外面自然釉

方形スカシ

須恵器集中区

須恵器集中区

須恵器集中区
須恵器集中区、底面
にヘラ記号
タタキは外面平行、
内面同心円
タタキは外面平行、
内面同心円
1号墳後円部側の資料
と接合。客土か？

No. 285と同一個体か？

No. 286と同一個体か？

No. 285と286の合成図

口唇部に刺突状文

ナデは指と工具による

外面に自然釉

底面にヘラ記号

内面波状文は口縁部の
み、ヘラ記号

タタキは外面平行、内
面同心円

窯床の焼土付着

タタキは外面平行、内
面同心円

内面タタキは同心円文
タタキは外面平行、内
面同心円

タタキは外面平行、内
面同心円
タタキは外面平行、内
面同心円

スカシは三角形の５段

スカシ３方向

方形スカシ

三角スカシ
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第３表　出土土器観察表（２）

挿図番号
古
墳
番
号

Tr 遺構 種別 器種 胎　土 焼成 備　考
法　　量 調　　整 色　調

口径 胴部径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

第28図５

第28図６

第28図７

第28図８

第28図９

第28図10

第28図11

第28図12

第32図１

第32図２

第32図３

第32図４

第32図５

第32図６

第32図７

第32図８

第32図９

第32図10

第32図11

第36図１

第36図２

第36図３

第36図４

第36図５

第36図６

第36図７

第36図８

第36図９

第40図１

第40図２

第40図３

第40図４

第40図５

第40図６

第40図７

第40図８

第40図９
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内溝
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茶褐直上
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表土

内溝
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サブTr

内溝
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須恵

須恵

須恵

須恵
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須恵

須恵

須恵

須恵
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須恵
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器台

器台
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平底壺
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器台
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(34.5)

(23.4)
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(25.7)

(11.8)

12.8 

32.2 

(5.8)

(10.4)

(11.0)

(12.0)
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(10.5)

(8.9)

(5.0)

4.9 

(3.1)

(1.7)

(5.5)

(4.2)

59.6 

(12.4)

(19.7)

(15.9)

(17.1)

(4.4)

(24.0)

(7.0)

(7.1)

(7.2)

(22.9)

(4.7)

(7.3)

(3.8)

(15.5)

(14.3)

(7.7)

(8.3)

(6.5)

(4.5)

(8.2)

(5.7)

(3.2)

(5.0)

(2.7)

(6.6)

(5.2)

(5.0)

(6.5)

(4.5)

(4.6)

(9.8)

(38.9)

(2.2)

(4.2)

(4.3)

(8.1)

(7.7)

波状文・カキ目
回転ナデ
カキ目・ナデ
波状文

カキ目・波状文
ナデ・波状文
カキ目

カキ目・ナデ
波状文

カキ目・ナデ
波状文

カキ目・波状文

ナデ・波状文＋カキ目

－

回転ナデ

ナデ・波状文
カキ目・ナデ
波状文

回転ナデ＋タテハケ

タタキ・回転ナデ
タタキ・カキ目
ケズリ・ナデ

タタキ・カキ目＋ナデ

ナデ・タタキ・カキ目

タタキ・カキ目

ナデ・タタキ・カキ目
回転ナデ

回転ヘラケズリ

カキ目・波状文

カキ目

回転ナデ・波状文
カキ目・波状文
ナデ・刺突文
ナデ・タタキ
ヘラケズリ

カキ目・ナデ
タタキ・波状文
カキ目

ナデ・波状文

ナデ・波状文

波状文・ナデ・タタキ

波状文

ナデ・波状文

波状文

ナデ・タタキ

タタキ

タタキ
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波状文＋カキ目

回転ナデ
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ナデ・回転ナデ
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タタキ・ナデ
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回転ナデ＋工具ナデ
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ナデ・タタキ
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淡灰色
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灰褐色
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灰褐色

青灰色

暗青灰色

青灰色

淡黄褐色

明赤褐色

淡橙褐色

淡青灰色

淡褐色

淡黄灰色

淡明灰色

淡灰褐色

灰黒色

青灰色

青灰色

黄白灰色

淡黄灰色

灰褐色

淡黒灰色

淡灰褐色

灰褐色

淡灰色

黒褐色

乳灰色

乳灰色

淡黄青灰色

明灰色

乳灰褐色

淡黄灰色

乳灰色

明灰色

青灰色

黒灰色

明灰色

青灰色

淡黄褐色

灰褐色

青灰色

青灰色

灰黒色
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スカシ４方向

スカシ４方向か？

スカシ５か６

スカシ３方向

スカシ有り

外面に付着物

タタキは外面平行、
内面同心円
タタキは外面平行、
内面同心円
タタキは外面平行、
内面同心円

4方向方形スカシ

方形スカシ
口縁部に断面三角形
突帯

口縁部に断面台形突帯

口縁部に蓋を被せて
焼成した痕跡あり

外面にヘラ記号
内面に当て具痕

方形スカシ

方形スカシ
口縁部に蓋の口縁部
が付着
写No. 44と接合？
窯床の土付着
内側周溝　
内面の当て具痕をナデ消し
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第４表　出土土器観察表（３）
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上層
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溝
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溝内ピット
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上層一括
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周溝
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須恵
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土師
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弥生
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弥生?
土師?
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甕
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甕

甕

甕

甕

甕

甕
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甕

甕

甕

甕
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甕
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甕

高坏
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甕

甕

甕

甕

甕

甕

壺

高坏

甕

甕

甕

壺

高坏

甕

壺

甕

甕

甕

甕

甕

壺

甕

甕

甕
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甕

甕

甕
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甕

甕
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(11.8)
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(6.1)

(5.4)

(5.0)

(27.8)
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(7.6)

(8.0)

(6.6)

(7.9)

(9.5)
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(4.0)
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(6.4)

(7.0)

(7.0)

(12.6)

(2.7)

(7.7)

(6.4)

(7.2)

(8.8)

(9.2)
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(6.4)

(8.2)

(28.0)

(8.9)

(6.4)

(8.9)

(11.2)

(11.9)

(2.7)

(3.8)

(3.4)

(4.2)

(3.8)

(3.9)

(9.6)

(4.5)

(4.7)

(3.5)

(3.1)

(3.7)

(4.1)

(1.9)

(4.2)

(4.4)

(5.1)

(2.7)

(4.3)

(6.4)

(3.4)

(3.8)

(10.3)

(2.1)

(2.0)

(4.1)

(3.0)

(5.5)

(3.9)

(8.0)

(3.9)

(3.5)

(4.5)

(1.4)

(2.0)

(2.1)

(7.4)

(5.9)

(2.6)

(3.5)

(2.7)

(3.7)

(6.3)

(3.0)

(7.6)

(3.8)

(5.2)

(4.7)

(6.0)

(4.5)

(4.5)

(4.6)

タタキ・波状文
回転ナデ

ナデ・カキ目

タタキ・カキ目

ナデ
ナデ
ハケ
ナデ
ハケ

－
ハケ
ナデ
ナデ
指押え

ハケ

ハケ後ナデ

？

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

－

ヘラミガキ

ナデ

ケズリ・ナデ

ミガキ・ハケ

ナデ

ナデ

ハケ

ナデ

－

ハケ・ナデ

－

ナデ

－

ナデ

ハケ・ナデ

－

－

－

ナデ

－

ハケ

ミガキ

－

ハケ

ハケ・ナデ

ナデ

ナデ

－

ナデ

ハケ
ハケ
ナデ

ナデ

ナデ

指押え・回転ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ？
ナデ
指押え

ナデ？

－

－

ナデ

ナデ

？

？

ナデ

ナデ

ナデ

－

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

－

ナデ・しぼり痕

－

ナデ・ミガキ

ハケ

ナデ

ナデ

ハケ・ナデ

ナデ・指押え

－

ハケ

－

ナデ

－

ナデ

－

－

－

－

一部ナデ？
工具ナデ

もしくはミガキ

－

－

－

ナデ

－

ナデ

－
ミガキ
指押え
ナデ
指押え

ナデ

－

－

－

ＢＥＦ

ＢＣＥＦ

ＢＣＥ

ＡＢＤＥ

ＡＢＤＥ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤＥ

ＡＢＤＥ

ＡＢＣＤＥＨ

ＡＢＤＥＧ

ＡＢＥF

ＢＧ

ＡＢＣＤＥF

ＡＢ

ＡＢ

ＡＢ

ＡＢ

ＡＢ

ＡＢ

ＡＢ

ＢＤＥＧ

ＡＢＤ

ＢＥＧ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＣＤＥ

ＡＢＥ

ＡＢＤＥ

ＡＢＣＤ

ＡＢＨ

ＡＢＨ

ＡＢＤＨ

ＡＢＤＥ

ＡＢＣＤＥＧ

ＡＢＣＥＦ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＥ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＥＨ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤ

ＡＢＤ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤＨ

ＡＢＤＥ

ＡＢＥＨ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＨ

良好

良好

良好
やや
不良
やや
不良
やや
不良

良好

良好
やや
不良

良好

良好

良好
やや
不良
やや
不良
やや
不良

良好

良好
やや
不良
やや
不良

良好
やや
不良

良好

良好

良好
やや
不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

灰褐色
明灰褐色
暗灰褐色

淡褐色

淡橙褐色

明赤褐色

黒褐色

橙褐色

淡灰褐色

暗赤褐色

暗茶褐色

暗黄褐色

明赤茶褐色

淡黄褐色

淡黄褐色

暗黄褐色

明黄褐色

明赤褐色

明黄褐色

暗黄褐色

赤褐色

黄褐色

淡黄褐色

明赤褐色

暗茶褐色

明褐色

橙褐色

黄褐色

黄灰褐色

黄褐色

黄褐色

暗黄褐色

暗茶褐色

淡褐色

黄褐色

暗茶褐色

黒茶褐色

明褐色

淡褐色

淡褐色

淡茶褐色

淡黄褐色

淡茶褐色

淡赤褐色

赤褐色

淡黄褐色

橙褐色

褐色

淡橙褐色

淡黄褐色

橙褐色

橙褐色

明褐色

淡褐色

淡黄褐色

黄褐色

淡灰褐色

淡灰褐色

淡褐色

淡褐色

淡赤褐色

淡褐色

淡灰褐色

－

淡赤褐色

暗黄茶褐色

黄灰褐色

暗黄褐色

暗黄褐色

灰褐色

暗黄褐色

橙褐色

黒褐色

明橙褐色

黄褐色

灰褐色

黄褐色

淡黄褐色

明赤褐色

暗褐色

暗褐色

暗茶褐色

黄褐色

黄灰褐色

黄褐色

黄褐色

暗黄褐色

暗茶褐色

暗黄褐色

黄褐色

暗茶褐色

淡黄褐色

－

淡褐色

淡褐色

－

淡明褐色

淡灰褐色

淡茶褐色

淡黄褐色

淡黄褐色

暗茶褐色

－

淡橙褐色

淡黄褐色

茶褐色

黄褐色

暗淡褐色

灰褐色

灰褐色

暗黄褐色

内面剥離

赤色顔料付着？

内面工具ナデ

内面工具ナデ

口縁部に沈線

底面指押え

外面上部工具ナデ

底面ナデ？

底面ミガキ？

丹塗り

内面に工具痕

内面に工具痕

外面は工具ナデか？
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第５表　出土土器観察表（４）

挿図番号
古
墳
番
号

Tr 遺構 種別 器種 胎　土 焼成 備　考
法　　量 調　　整 色　調

口径 胴部径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

第46図30

第46図31

第46図32

第46図33

第46図34

第46図35

第46図36

第46図37

第46図38

第46図39

第46図40

第47図１

第47図２

第47図３

第47図４

第47図５

第47図６

第47図７

第47図８

第47図９

第47図10

第47図11

第47図12

第47図13

第47図14

第47図15

第47図16

第47図17

第47図18

第48図１

第48図２

第48図３

第48図４

第48図５

第48図６

第48図７

第48図８

第48図９

第48図10

第48図11

第48図12

第48図13

第48図14

第48図15

第48図16

第48図17

第48図18

第48図19

第48図20

第48図21

第48図22

第48図23

第48図24

第48図25

第48図26

１

１

１

１

１

１

1

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

13

13

13

13

15

13

15

15

15

15

1

1

1

1

1

1

1
一
括

10

10

12

14

14

14

14

14

14
一
括

2

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

5

5

5

5

5

5

5

5

5

東側

上層一括

下層

上層一括

表土

上層一括

褐色土層

11層

表土

表土

表採

内溝

中溝

内溝

中溝

一括

外溝

外溝

内溝

内溝

一括

一括

一括

検出面

一括

一括

一括

２層一括
SX1
一括
SX1
一括

Ｐ17

下層

下層

Ｐ13～16

Ｐ９

下層

Ｐ９

Ｐ15

Ｐ15

上層

下層

Ｐ13～16

Ｐ18

一括

上下層

Ｐ17

上層

Ｐ17

下層

P10

上層

Ｐ17・18

Ｐ12

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

土師

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

弥生

陶

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

壺

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

器台

壺

甕

壺

甕

甕

甕

壺

鉢

甕

甕

高坏

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

瓶

皿

皿

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

椀

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

椀

坏

坏

坏

6.3 

(40.7)

(22.0)

(11.4)

(46.2)

(28.9)

(27.4)

(34.9)

(12.8)

(13.4)

(7.2)

(8.0)

(12.2)

(13.2)

(13.0)

(11.2)

(14.8)

(13.0)

(14.0)

(10.2)

(12.0)

(12.5)

(15.6)

(12.6)

(13.0)

(11.6)

(12.7)

(13.7)

(13.2)

(13.8)

(14.4)

(13.6)

(38.4)

(27.6)

(25.2)

(9.0)

(7.0)

(6.2)

(7.0)

(6.9)

(5.4)

8.1 

(6.9)

(3.3)

(9.5)

(8.2)

(8.8)

(5.4)

(6.0)

(7.4)

(8.3)

(7.0)

(9.2)

(7.0)

(5.6)

(9.2)

(10.0)

(6.6)

(7.1)

(11.0)

(7.0)

(7.0)

(8.8)

(7.4)

(8.0)

(8.6)

(6.4)

(2.7)

(3.6)

(2.2)

(3.8)

(3.4)

(3.4)

(3.5)

(3.6)

(2.8)

(6.0)

(3.3)

37.8 

(9.3)

(8.3)

(3.1)

(3.1)

(3.6)

4.8 

(7.5)

(2.1)

(3.0)

(6.1)

15.4 

(16.0)

(4.0)

(4.7)

(3.7)

(2.6)

(5.9)

(5.4)

3.9 

(3.4)

1.8 

2.8 

(3.3)

3.3 

3.3 

2.9 

3.6 

3.3 

2.5 

3.7 

3.8 

3.2 

(3.0)

3.5 

(2.5)

(2.4)

3.7 

3.2 

3.3 

(3.5)

3.4 

4.0 

3.6

－

ナデ

ナデ

－

－

ナデ

ナデ

ハケ

ナデ

ハケ
ハケ
ナデ

ハケ・ナデ

－

ナデ

ナデ・ハケ

ナデ

ハケ・ナデ

ナデ・指押え

ナデ・ハケ

ナデ・ハケ

ハケ

ナデ・ハケ

ハケ・ナデ

ハケ・ナデ

ナデ

ハケ・ナデ

ハケ・ナデ

ハケ・ナデ

ナデ・ハケ・指押え

－

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

－

－

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ハケ

ナデ

－

指押え

－

指押え

－

ハケ

ナデ

ナデ

ナデ

ハケ・ナデ

ナデ

ナデ・指押え

ナデ

ナデ

－

ナデ・ハケ

ナデ・ハケ

ナデ

ハケ

ハケ

ナデ

ナデ

－

ナデ

ハケ・ナデ

ナデ

ナデ・ハケ

－

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

－

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ・ヘラガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ＡＢＤＥ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤＨ

ＡＢＤ

ＡＢＣＤＦ

ＡＢＤＨ

ＡＢＣＤＦ

ＡＢＣＤＥ

ＡＣＤＥＦ

ＡＢＤＥＦ

ＡＢＤＥＧＨ

ＡＢＤＥ

ＡＢＤＥＦ

ＡＢＤＥＦ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤＥＧ

ＡＢＥＦＨ

ＡＢＤＥ

ＡＢＤＥ

ＡＢＤＥ

ＡＢＤＥ

ＢＣＤＥ

ＡＢＤＥ

ＡＢＤＥ

ＡＢＤＥ

ＡＢＤＥ

ＡＢＤＥ

ＡＢＥ

ＡＢＤＥ

ＡＢＥＨ

ＡＣＤＥＦＨ

ＡＤＥＦＨ

ＡＤＥ

ＡＥ

ＡＤＥＧ

ＡＤＥＧ

ＡＤＥ

ＡＢＤＧ

ＡＤＥＧ

ＡＢＤＧ

ＡＢＤＥ

ＡＢＤＥＨ

ＡＤＥ

ＡＢＤＧ

ＤＥＨ

ＡＣＤ

ＡＤＥＧ

ＡＤＥＧ

ＢＤＥ

ＡＤＥ

ＡＤＥＧ

ＡＢＤＥＨ

ＤＥ

ＡＤＥ

ＡＥＧ

良好

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好
やや
不良
やや
不良

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好
やや
不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

淡黄褐色

明褐色

茶褐色

明褐色

赤褐色

淡黄褐色

淡赤褐色

淡黄褐色

橙褐色

橙褐色

暗淡褐色

褐色

黄褐色

暗黄褐色

淡橙褐色

暗淡褐色

褐色

淡褐色

淡褐色

淡黄褐色

淡褐色

淡褐色

暗茶褐色

暗黄褐色

暗淡黄褐色

淡黄褐色

暗淡黄褐色

暗淡黄褐色

黄褐色

暗緑褐色

淡赤褐色

赤褐色

橙褐色

橙褐色

茶褐色

橙褐色

淡茶褐色

暗黄褐色

暗黄褐色

明黄褐色

暗橙褐色

橙褐色

橙褐色

暗黄橙色

橙褐色

暗黄褐色

明黄茶褐色

淡黄褐色

明黄褐色

明黄褐色

橙褐色

淡橙褐色

明褐色

明黄褐色

暗黄褐色

淡橙褐色

淡褐色

暗茶色

淡明褐色

淡黄褐色

淡橙褐色

淡赤褐色

淡赤褐色

淡黒褐色

橙褐色

暗褐色

暗褐色

明褐色

暗淡褐色

褐色

淡褐色

淡灰褐色

褐色

淡褐色

明淡褐色

暗灰褐色

淡黄褐色

暗黄褐色

暗黄褐色

暗淡黄褐色

淡黄褐色

暗淡黄褐色

暗淡黄褐色

淡黄褐色

暗淡褐色

淡黄褐色

赤褐色

橙褐色

橙褐色

茶褐色

淡橙褐色

淡茶褐色

暗黄褐色

暗黄褐色

名桜褐色

暗橙褐色

橙褐色

橙褐色

暗黄橙色

橙褐色

明橙褐色

明黄茶褐色

淡黄褐色

明黄褐色

明黄褐色

橙褐色

淡橙褐色

明褐色

明黄褐色

暗黄褐色

南側拡張部

内面に工具痕もしくはナデ

外面工具ケズリ・ナデ

突帯に施文

一部丹塗り

一部丹塗り、煤付着

丹塗り、突帯痕あり

内面に工具痕

口縁部丹塗り

外面釉、内面ロクロ目

底面糸切り、内底面工具ナデ

底面糸切り

下層、底面糸切り

トレンチ南端、底面糸切り

トレンチ南端、底面糸切り

下層、底面糸切り

底面糸切り

トレンチ南端、底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

トレンチ南半

トレンチ南端、底面糸切り

下層、底面糸切り？

底面糸切り

トレンチ南半

下層

トレンチ南半、底面糸切り

下層、底面糸切り

トレンチ南端、底面糸切り

底面糸切り

トレンチ南半、底面糸切り　復元？

下層、底面糸切り
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第６表　出土土器観察表（５）

挿図番号
古
墳
番
号

Tr 遺構 種別 器種 胎　土 焼成 備　考
法　　量 調　　整 色　調

口径 胴部径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

第48図27

第48図28

第48図29

第48図30

第48図31

第48図32

第48図33

第48図34

第48図35

第48図36

第48図37

第48図38

第49図１

第49図２

第49図３

第49図４

第49図５

第49図６

第49図７

第49図８

第49図９

第49図10

第49図11

第49図12

第49図13

第49図14

第49図15

第49図16

第49図17

第49図18

第49図19

第49図20

第49図21

第49図22

第49図23

第49図24

第49図25

第49図26

第49図27

第49図28

第49図29

第49図30

第49図31

第49図32

第49図33

第49図34

第49図35

第49図36

第49図37

第50図１

第50図２

第50図３

第50図４

第50図５

第50図６

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

5

6

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

7

7

8

10

10

10

8

8

15

15

15

15

15

15

上層

中～下層

Ｐ18

Ｐ18

南端

Ｐ11

Ｐ15

下層

Ｐ17

下層

上下層

Ｐ８
北側
拡張区

北側
拡張区
北側拡張
黒色土層
北側
拡張区
北側拡張
○2上層
北側
拡張区
拡張黄褐
色土中層
拡張黄褐
色土中層
拡張黄褐
色土中層
北側拡張
黒色土層
北側拡張
区下層
北拡張黄
褐色土層
北側
拡張区

中央
北側
拡張区

北側拡張○2
南側
拡張区
北側拡張
黒色土層
北側拡張
黒色土層
北側拡張
黒色土層
北側
拡張区
北側拡張
黒色土層
北側拡張
黒色土層
南側
拡張区

北側

中央

中央
北側拡張
黒色土層

北側

表土盛土

表土盛土

表土盛土

中央
南側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側黄褐
色土層
北側暗褐
色土層

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

瓦器

磁器

土師

土師

土師

土師

土師

土師

坏

坏

皿

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

皿

皿

坏

坏

椀

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

擂鉢

壺

皿

皿

皿

皿

皿

皿

(13.4)

(14.3)

(7.7)

(8.0)

(10.9)

(12.9)

(13.4)

(11.5)

(12.4)

13.2 

(13.0)

(13.8)

(15.3)

(17.6)

(19.6)

(7.7)

(7.6)

(9.0)

(9.8)

(7.5)

(7.1)

8.3 

(7.8)

(7.9)

(8.7)

(9.4)

(8.7)

(10.4)

(6.4)

(7.8)

(8.8)

(9.4)

(5.2)

(5.6)

(8.0)

(7.6)

(9.4)

(7.5)

(8.2)

8.2 

(8.0)

(8.5)

(9.0)

(9.8)

(8.2)

(7.2)

(7.4)

(9.2)

(9.2)

(9.0)

(8.8)

(8.0)

(8.8)

(9.0)

(9.2)

(7.8)

(6.8)

(8.2)

(8.8)

(9.6)

(10.0)

(7.6)

(5.8)

(7.3)

(7.8)

(7.6)

5.2 

(5.0)

(5.8)

(6.8)

(8.0)

(5.6)

(5.4)

(3.2)

(2.9)

2.7 

2.8 

(2.3)

(2.0)

(2.5)

(2.2)

(2.0)

(1.8)

(2.3)

(1.7)

1.8 

1.0 

1.2 

2.7 

3.2 

3.4 

2.8 

3.2 

3.4 

4.0 

3.3 

3.9 

2.9 

(2.2)

(1.2)

(1.2)

(2.8)

(1.3)

(2.1)

(3.0)

(2.1)

(2.3)

(1.4)

(2.0)

(3.0)

(2.5)

(1.6)

(1.7)

(1.0)

(1.3)

(1.4)

(2.0)

(1.5)

(1.7)

(2.0)

(4.0)

(6.6)

1.6 

1.3 

1.9 

1.6 

1.8 

1. 6

ナデ

ナデ

ナデ・ヘラケズリ

ナデ

ナデ

ナデ・指押え

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ・指押え

ナデ

ナデ・指押え

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ・ヘラガキ

ナデ・ヘラガキ

ナデ・ヘラケズリ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ・ヘラケズリ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ・ヘラケズリ

－

ナデ

ナデ

ナデ

－

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ヘラガキ後ナデ

ナデ

ナデ

ナデ・ヘラガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ・指押え

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ・ヘラガキ

ナデ

ナデ・ヘラガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ・ヘラガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ・ヘラガキ

ナデ・ヘラガキ

ナデ

ナデ・ヘラガキ

ナデ

ナデ

ナデ・ヘラガキ

－

－

ナデ

ナデ

ナデ・ハケ

－

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ・工具ナデ

ＡＤＥＧ

ＡＤＥＧ

ＡＥ

ＡＤＥ

ＡＢＤ

ＡＥ

ＡＥ

ＡＤＧ

ＡＤＥＧ

ＤＥＧ

ＡＤＥ

ＡＤＥ

ＡＤＥＧ

ＤＥＧ

Ｇ

ＢＤＥＧ

ＢＤＥ

ＡＢＤＥＨ

ＤＥＧ

ＡＤＥ

ＡＤＧ

ＡＤＥＨ

ＡＤＥＧ

ＡＤＥＧ

ＡＤ

ＡＢＤ

ＤＥＧ

ＡＤＥＧ

ＡＢＤＥＧ

ＡＤＥＧ

ＡＤＥ

ＤＥＧ

ＡＤＥＧ

ＡＢＤＥＧ

ＢＤ

ＡＤＥＧ

ＢＤＥＧ

ＡＤＥＧ

ＡＤＥＧ

ＡＤＥＧ

ＢＤＧ

ＡＤＧ

ＢＤＥＧ

ＢＤＥＧ

ＡＢＣＤＥＦ

ＣＤＦ

ＢＣＤＦ

Ｅ

Ｇ

ＡＢＣＤ

ＢＣＤＦ

ＡＢＤＥ

ＡＢＣＥＨ

ＡＢＣＤＥＦ

ＡＣＤＦ

良好

良好

良好

良好
やや
不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

暗黄褐色

明茶褐色

明赤褐色

黄橙色

淡黄褐色

明赤褐色

橙褐色

暗黄褐色

淡黄橙色

明黄褐色

淡茶褐色

淡黄橙色

明黄褐色

暗黄褐色

淡茶褐色

明黄茶褐色

橙褐色

淡橙褐色

赤褐色

黄褐色

橙褐色

明茶褐色

明黄褐色

黄茶褐色

淡黄褐色

明黄褐色

明黄茶褐色

赤茶褐色

黄茶褐色

暗黄褐色

暗黄褐色

明黄褐色

茶褐色

明黄褐色

明黄褐色

明黄褐色

明黄茶褐色

明茶褐色

明黄褐色

明茶褐色

黄褐色

黄褐色

暗黄褐色

明黄褐色

赤褐色

黄褐色

赤褐色

灰黒色

淡水色

淡赤褐色

赤褐色

橙褐色

黄茶褐色

濃黄褐色

赤褐色

暗黄褐色

明茶褐色

橙褐色

黄橙色

淡黄褐色

明赤褐色

橙褐色

暗黄褐色

淡黄橙色

明黄褐色

淡茶褐色

淡黄橙色

明黄褐色

暗黄褐色

淡茶褐色

明黄茶褐色

橙褐色

橙褐色

赤褐色

黄褐色

明黄褐色

明茶褐色

明黄褐色

淡茶褐色

淡黄褐色

明黄褐色

明黄茶褐色

赤茶褐色

黄茶褐色

暗黄褐色

暗黄褐色

明黄褐色

茶褐色

明黄褐色

明黄褐色

明黄褐色

明黄茶褐色

明茶褐色

明黄褐色

明茶褐色

黄褐色

黄褐色

暗黄褐色

明黄褐色

赤褐色

暗黄褐色

赤褐色

灰色

暗肌色

淡黄褐色

赤褐色

橙褐色

黄茶褐色

濃黄褐色

赤褐色

トレンチ南半

トレンチ東半、底面糸切り

下層、底面糸切り

下層、底面糸切り

外面指頭圧痕

底面糸切り

底面糸切り

トレンチ南端、底面糸切り

下層、底面糸切り後ナデ

トレンチ南端、底面糸切り

トレンチ南半、底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り、煤付着

底面ナデ

底面糸切り、ヘラ痕

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り、ヘラナデ

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り、ヘラ痕

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り、ヘラ切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り・板状圧痕

底面糸切り
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第７表　出土土器観察表（６）

挿図番号
古
墳
番
号

Tr 遺構 種別 器種 胎　土 焼成 備　考
法　　量 調　　整 色　調

口径 胴部径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

第50図７

第50図８

第50図９

第50図10

第50図11

第50図12

第50図13

第50図14

第50図15

第50図16

第50図17

第50図18

第50図19

第50図20

第50図21

第50図22

第50図23

第50図24

第50図25

第50図26

第50図27

第50図28

第50図29

第50図30

第50図31

第50図32

第50図33

第50図34

第50図35

第50図36

第50図37

第50図38

第50図39

第50図40

第50図41

第50図42

第52図１

第52図２

第52図３

第52図４

第52図５

第52図６

第52図７

第52図８

第52図９

第52図10

第52図11

第52図12

第52図13

第52図14

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

5

6

北側
暗褐色層
北側
暗褐色層
北側暗褐
色土層
北側
暗褐色層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側黄褐
色土層
北側黄褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層

一括
暗褐色
土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
暗褐色
土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側暗褐
色土層
北側
暗褐色層
北側
暗褐色層
北側暗褐
色土層

内溝

外溝

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

土師

陶

土師

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

須恵

土師

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

坏

水縁皿

坏

坏蓋

坏蓋

坏身

高坏

高坏

台付壺

台付壺

長頸壺

台付壺

台付壺

提瓶

提瓶

提瓶

壺

(10.8)

(12.2)

(13.0)

(12.8)

(13.0)

(12.2)

(12.4)

(13.0)

(13.1)

(12.8)

(13.0)

(13.0)

(14.2)

(15.9)

(14.2)

(14.9)

(15.3)

(15.6)

(14.2)

(10.0)

(12.0)

(11.6)

(12.4)

(12.6)

(12.9)

(12.8)

(13.8)

(11.8)

(12.2)

(12.6)

13.6 

(15.4)

(17.2)

(13.9)

(11.2)

12.0 

(7.4)

12.0 

(20.6)

9.6 

10.4 

(9.8)

13.1

13.2 

16.3 

20.1
14.7
25.3
14.7

19.8

(9.4)

8.2 

(9.0)

(8.4)

(9.2)

(8.7)

(9.0)

(9.0)

(8.0)

(7.6)

(9.2)

(10.2)

(8.1)

(10.0)

(9.2)

(9.8)

(11.3)

(10.8)

(9.7)

(5.0)

(7.8)

(7.6)

(8.2)

(7.2)

(6.5)

(8.3)

(9.0)

(8.1)

(7.8)

8.6 

9.2 

(10.0)

(6.6)

(9.1)

(6.8)

(7.2)

(10.4)

(11.0)

15.2 

14.0 

(15.2)

(14.2)

23.5 

3.3 

3.6 

3.9 

3.2 

3.2 

4.1 

3.1 

3.4 

3.6 

3.3 

3.2 

3.0 

3.6 

3.4 

3.1 

3,7

3.4 

3.3 

2.8 

2.8 

3.5 

3.1 

3.4 

3.3 

3.5 

3.3 

3.5 

2.6 

2.4 

2.7 

3.0 

3.3 

(3.0)

(2.1)

(1.9)

(2.1)

(4.4)

(4.2)

4.1 

16.6 

(6.4)

(19.0)

24.5 

(15.0)

(6.5)

(6.9)

20.9 

25.5 

19.2

－

－

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

－

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

回転ヘラケズリ・ナデ

回転ナデ
回転ナデ

回転ヘラケズリ
カキ目・回転ナデ
回転ヘラケズリ

ナデ・カキ目

回転ナデ

回転ナデ
タタキ・ナデ
波状文

カキ目・回転ナデ

カキ目・ナデ

カキ目・回転ナデ

回転ナデ・カキ目

回転ナデ・カキ目

ナデ・タタキ・ミガキ

－

－

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ・工具ナデ

ナデ

ナデ

－

ナデ

ナデ・工具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ・工具ナデ

ナデ

ナデ・工具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ・工具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ
回転ナデ
不整方向ナデ

回転ナデ
回転ナデ
不整方向ナデ
回転ナデ
不整方向ナデ

ナデ

回転ナデ

ナデ

指押え・ナデ

回転ナデ

ナデ

－

回転ナデ

回転ナデ

ナデ・ケズリ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＣＤＥＨ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＣＤＨ

ＡＢＤＥ

ＡＢＣＤＥＦ

ＡＣＤＥ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＣＤＥ

ＡＢＣＤＥＦ

ＡＣＤＥＦ

ＡＢＣＤＦ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＣＤＥ

ＡＢＣＤＥ

ＡＢＤＥ

ＡＢＣＤＦ

ＡＣＤＥＨ

ＡＢＤＥ

ＡＢＣＤＥＨ

ＡＢＤＥ

ＡＢＣＤＦ

ＡＣＤＥＦ

ＡＣＤＥＦ

ＡＢＤＥ

ＡＢＣＤＥＦ

ＡＢＣＤＥＧ

ＡＢＣＤＥ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤＥ

ＡＢＤＥＨ

ＡＢＤＨ

ＡＢＤＥ

Ｄ

ＡＢＤＥＦ

ＡＤＨ

ＡＢＥＦ

ＡＥ

ＢＥＦ

ＡＥＦ

ＣＥ

ＡＥＦ

ＣＥ

ＡＣＥ

ＣＥＦ

ＥＨ

ＡＥＦＨ

ＡＥＦ

ＡＢＣＤＥ

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

淡橙褐色

橙褐色

淡茶褐色

淡褐色

淡橙褐色

淡赤褐色

濃赤褐色

橙褐色

暗橙褐色

黄褐色

赤褐色

赤褐色

淡橙褐色

橙褐色

赤褐色

淡橙褐色

淡赤褐色

橙茶褐色

明橙褐色

淡橙褐色

橙褐色

赤褐色

淡赤褐色

赤褐色

淡黄褐色

濃黄褐色

橙褐色

淡黄褐色

淡黄褐色

淡黄褐色

橙褐色

淡橙褐色

淡橙褐色

淡橙褐色

黄緑褐色

淡黄褐色

暗灰褐色
暗灰褐色
黒灰褐色

灰黒色

灰白色

灰黒色

灰黒色

灰褐色

淡赤灰色

灰黒色

淡青灰色

暗青灰色
灰白色
灰黒色

灰黒色

橙褐色

淡橙褐色

橙褐色

淡茶褐色

淡褐色

淡橙褐色

淡赤褐色

濃赤褐色

橙褐色

暗橙褐色

黄褐色

赤褐色

赤褐色

淡橙褐色

橙褐色

赤褐色

淡橙褐色

淡赤褐色

橙茶褐色

明橙褐色

淡橙褐色

橙褐色

赤褐色

淡赤褐色

赤褐色

淡黄褐色

濃黄褐色

橙褐色

淡黄褐色

淡黄褐色

淡黄褐色

橙褐色

淡橙褐色

淡橙褐色

淡橙褐色

黄緑褐色

淡黄褐色

暗灰褐色

淡灰茶褐色

灰黒色

灰白色

灰黒色

灰黒色

灰褐色

暗赤灰色

灰黒色

淡灰色

暗青灰色

灰褐色

灰黒色

淡茶褐色

底面糸切り後、板状圧痕

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り
底面糸切り
外面工具による沈線

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り
土器集中区一括
底面糸切り

底面糸切り
底面糸切り後、ヘラ
ケズリ

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り・板状圧痕

底面糸切り

底面糸切り

底面糸切り

底面板状圧痕

底面糸切り

底面糸切り

スカシは３方向、坏部
下部に刻み目

外面自然釉、蓋を被せて焼成

スカシは２段、３方向

スカシは４方向

スカシ４方向

完形

外面自然釉付着

外面自然釉付着
胴部打ち欠き
外面全面丹塗り

法量の単位はcm。（ ）書きは、残存と復原を表す。
胎土：Ａ角閃石　Ｂ石英　Ｃ長石　Ｄ赤色粒子　Ｅ白色粒子　Ｆ黒色粒子　Ｇ雲母　Ｈ砂粒



－126－

第８表　鏡観察表

挿図番号 古墳番号 遺構名 鏡式 種類 備　考
法　　量

面径（cm） 文様部厚（cm） 縁部厚（cm） 重量（ｇ）

第53図 伝１ 石室？ 変形五獣鏡 14.5 0.5 0.45 159.337

第９表　刀剣観察表

挿図番号 古墳番号 遺構名 備　考
法　　量

第54図１

第54図２

伝１

伝１

石室？

石室？

大刀

鉄剣

目釘孔３つ

目釘孔１つ、保存処理痕（トーン部分）

42.05

33.25

（23.15）

（23.85）

（4.40）

（3.85）

2.60

2.50

1.05

（0.65）

390.161

178.864

器種
全長（cm） 刃部長（cm） 刃部幅（cm） 茎幅（cm） 刃部厚（cm） 重量（ｇ）

第10表　耳環観察表

挿図番号 古墳番号 遺構名 備　考
法　　量

第54図３

第54図４

伝１

伝１

石室？

石室？

耳環

耳環

銀造り？

銀造り

3.00

不明

1.00

0.19

7.507

1.748

中空式、付着物有り

同一個体だが接合せず

器種 作り
外径（cm） 断面径（cm） 重量（ｇ）

第11表　馬具観察表

挿図番号 古墳番号 遺構名 備　考
法　　量

第55図１

第55図２

第55図３

第55図４

第55図５

第55図６

第55図７

第55図８

第55図９

第55図10

第55図11

第55図12

第55図13

第55図14

第55図15

第55図16

第55図17

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

伝１

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

石室？

鏡板

鏡板

杏葉

貝製辻金具

辻金具

飾金具

責金具

脚部

脚部

脚部

脚部

脚部

脚部

脚部

貝製辻金具

貝製辻金具

磯金具

鉄地銀張

鉄地銀張

鉄地金銅張

鉄地金銅張

鉄地金銅張

鉄地金銅張

鉄地金銅張

鉄地金銅張

鉄地金銅張

鉄地金銅張

鉄地金銅張

鉄地金銅張

鉄地金銅張

鉄地金銅張

鉄地銀張

鉄地銀張

鉄地金銅張

6.72

6.15

11.45

10.76

5.10

2.68

3.60

2.90

3.00

4.80

4.00

3.30

3.40

4.55

6.81

6.55

7.25

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

器種 作り
全長（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（ｇ）

鋲　数

8.60

4.30

7.40

10.48

4.25

2.30

0.50

3.47

3.60

3.80

2.95

3.08

3.12

4.40

6.02

5.50

0.90

0.59

0.67

0.50

1.20

1.13

0.20

0.25

0.20

0.50

0.80

0.60

0.75

0.80

0.43

1.20

0.80

0.20

105.184

50.362

67.078

61.411

32.041

4.846

1.956

5.784

9.724

24.782

13.497

17.259

14.535

22.325

35.810

18.591

7.591

32

10

34

12

0

0

0

3

3

3

3

3

3

1

3

6

7

吊り金具の一部残存

銜もしくは引手が付着

同一個体であるが接合できず

鉢部のみ、中央飾金具の孔あり

裏面革付着痕有り（トーン部分）

裏面革付着痕有り（トーン部分）

裏面革付着痕有り（トーン部分）

裏面革付着痕有り（トーン部分）

裏面革付着痕有り（トーン部分）

裏面革付着痕有り（トーン部分）

脚部１本残存

貝欠損、脚部２本残存

鞍金具の一部
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（1）墳丘について（第56～58図）

ここでは、各トレンチで得た成果をもとに、１号・２号墳の形態及び規模の検討をし、墳丘の復

元を行いたい。

１号墳（第56・58図）

１号墳では、合計15箇所 (1)のトレンチを設定し、墳丘端部、クビレ部、テラス面、周溝等の検出

を行った。その結果、７～10トレンチで基盤層を掘り込んだ落ち込みが検出され、落ち込みの上端

あたりから版築が確認された。この箇所が墳端である可能性が高い。また、３・６・９～11トレン

チでは、里道より高さ約1.0ｍの基盤層削り出しによるテラスが見られ、現状の墳丘とテラス上端の

ラインがほぼ平行に巡っているのが確認された。また、３・９～15トレンチで、検出面の幅が2.0ｍ

～3.0ｍの周溝が検出された。この周溝は、テラス下端からさらに3.0ｍ～4.0ｍ外側の位置で、テラ

ス斜面のラインと平行して巡っている。周溝の断面形はほとんどが逆台形を呈し、底面及び周溝周

辺にピット群が伴う。現状の墳形と周溝およびテラスは、鍵形に巡ることが明らかになった（第56

図）。また、現状の墳丘では葺石等は見られず、周溝埋土にも葺石に使用したと思われる礫はほとん

ど検出できなかったことから、葺石は伴わない可能性が高い。

墳丘築造技術についてみると、当古墳の構造上の特徴として、２・７～10トレンチで検出した墳

丘側の基盤層の掘り込み、墳丘北側の周溝底面のそれぞれのレベル差があげられる。

掘り込みについては、前方部の北側と南側で検出し、１トレンチ及び後円部側では確認できなか

った。また掘り込みの下端を見ると、ほぼ同レベルまで基盤層を掘り込んでいるのが分かる（第58

図）。つまり、ただ単に設計を規定するための掘り込みではなく、1トレンチで検出した石室（第２

主体部）を構築する基盤層削り込みの墓坑ラインである可能性が高い。主体部を基盤層に掘り込ん

だ墓坑内に設置する古墳の例としては、持丸古墳群２号墳 (2)、山王山古墳 (3)、三苫京塚古墳 (4)、広石

古墳群VI地点２号墳 (5)、岩谷古墳 (6)などが挙げられる。さらに、９トレンチ（第13図）では、基盤層

の掘り込みが墳丘側で若干立ち上がっている。こうした例は、三沢古墳群23号 (7)でもみられるよう

に、主体部の墓坑周辺に溝を掘ることによって、馬蹄形の土堤を形成し、盛土の流出を防ぐ施設で

ある可能性強い。この構築方法は、北部九州で多くみられる、内護列石で墳丘盛土の流出を防ぐ構

造と同様の機能を持つものであると思われる。

周溝については、11トレンチの周溝底面の標高が一番深く114.65ｍで、トレンチより西側の３・

10トレンチの標高は113.6ｍで1.05ｍ浅くなる。また、東側の12・13トレンチの標高は114.1ｍで

0.55ｍ浅くなることから当時周溝を掘る段階で、旧地形に左右されて造営されたことが窺える。し

かし、平面的なプランは、テラス斜面のラインとほぼ平行し、現墳丘端部のラインとも平行してい

ることから、緻密なプランニングのもとに造成されたものと考えられる。しかし、南側崖斜面に周

溝が巡るかどうかは今回の調査では明らかにできなかった。現状で崩落等が激しいので、周溝が残

存している可能性は低い。また、14トレンチより西の９トレンチで周溝が見られなかったことから、

９トレンチから２号墳Ｄ区の付近が１号墳に取り付くための道としての陸橋部の可能性がある。

以上から墳丘規模を考えると、１号墳は総長54.3ｍ、墳長33.8ｍ、後円径20.0ｍ、前方部長16.5

ｍ、前方部幅17.6ｍ、クビレ幅13.7ｍを測る古墳になると思われる。
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２号墳（第56・57図）

２号墳では、合計17箇所のトレンチと４箇所の調査区を設定し、墳端、周溝の確認を行った。

調査の結果、内外の二重の周溝が鍵形に巡ることが明らかになった。また、現状で墳丘西側が後

円部、東側が前方部であると判断されてきたが、西側が前方部、東側が後円部と逆転することが確

認された。さらに、後円部東側に７トレンチＢ（第30図）を設定したところ、上面が里道や土取り

等で削平を受けているが、版築状の盛土が確認された。この版築は周溝手前まで確認できることか

ら、墳丘端部を考える上で重要なポイントとなる。

次に墳丘の築造技術について検討する。10トレンチ（第31・57下図）墳丘側の標高117.0ｍ付近

で、主体部の石材（天井石付近）と思われる石積みが検出された。この石積みが主体部の石材であ

るなら、おおよそ115.0ｍで入口床面が検出されると推測できる。つまり１号墳の前方部と同様、基

盤層を掘りぬいて墓坑を形成し、主体部を構築している可能性が高い。それを裏付けるように、前

方部・後円部の墳頂部に主体部崩落に伴う落ちが見られない。

周溝については、内側・外側の周溝が墳丘北半で確認され、さらに南側崖面でも内側周溝を検出

した。北側の内側周溝底面の標高については、５トレンチより東側で113.5ｍ前後であるのに対し、

西側では115.0ｍ前後と1.5ｍほど高い。つまり旧地形を考えると、クビレあたりのＣ－Ｃ’から東

側は谷地形になっていたため、地形に合わせて周溝が掘り込まれたと考えられる。さらに、第56図

下の２号墳縦断面図（Ａ－Ａ’）の西側と東側の内側周溝底面の標高を比較すると、2.05ｍ東側が低

いことからも裏付ける。このように周溝底面が地形に合わせて掘られているため、各トレンチで検

出した周溝底面に標高差がある。しかし平面プランは、内・外側周溝がほぼ等間隔に巡っているこ

とから、墳丘築造における平面的な設計プランに規格性があったと推測される。さらに南側崖面に

内側周溝が掘られていることは、台地の下に向けて“見せる”という視覚的効果と、墓域空間とし

ての境界的な意味合いが加味されていると理解される。１号墳と２号墳の間の周溝については、Ｂ

区、12・16トレンチから続き７トレンチに向けて、周溝の深さが浅くなっており、また８トレンチ

では、外側周溝はほぼ検出できず、１号墳と共に周溝のない空間が存在する。これらの周溝の深さ

が浅い箇所、もしくは周溝が無い箇所の存在はやはり、１・２号墳に取り付く通路として設けられ

た陸橋部の可能性を示唆する。

墳丘規模については、周溝底の軸方向から平面的な広がりを想定したところ、総長が最低でも

85.5ｍを測ることになる。墳丘部については調査区を設定していないこともあり、墳丘規模は不明

である。しかし、隣接する１号墳を参考にして墳丘部の復元をした場合、図示してはいないが７ト

レンチの成果を加味すると、１号墳の２倍の約65ｍの規模になるものと想定される。

先にも述べたが葺石等については、現状で墳丘がかなり改変を受けているため残っていないが、

各トレンチで大型平底壺とともに礫を大量に検出した。このことはこの礫が葺石に使われていたこ

とを窺わせるものであり、墳丘上に立てられていた大型平底壺と共に周溝内に流れ込んだことを示

している。
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最後に１号墳、２号墳の築造時期差の問題だが、両古墳とも周溝が切り合うこともなく、陸橋部

を共有することから、古墳築造のプランに初めから２基を築造する計画があったものと考えられる。

また、周溝底面の標高がそれぞれ相違するが、等間隔で周溝やテラスが墳丘を巡ることは、規格性

が強い築造といえる。この他、他に類を見ない大型平底壺や金銅張りの馬具、三輪玉が出土してい

る点や、古墳が立地する位置が筑後、筑前、豊前の境界にあたり、往来が比較的容易な場所に所在

することから、被葬者は重要なポストを担う人物であったと考えられる。それを裏付けるように、

２号墳は当該時期における豊後では最大級の前方後円墳としての規模を誇っている。朝日天神山古

墳群は、大和王権の比較的強い統制下のもとに築造された古墳であるのではないだろうか。（玉川）

註１）14トレンチＡ・Ｂ・Ｃ、３トレンチＡ・Ｂを合わせると計18箇所になる。

註２）福岡県甘木市安川町に所在する古墳で、径16ｍの円墳で、単室の横穴式石室を主体部とする。６世紀前半～

中ごろと推定される。

註３）福岡県八女郡広川町に所在する古墳で、径13～15ｍの円墳で単室の横穴式石室を主体部とする。６世紀の第

３四半期に築造・初葬されたと推定される。

註４）福岡県福岡市東区に所在する古墳で、径13～15ｍの円墳で単室の横穴式石室を主体部とする。６世紀の第３

四半期に築造・初葬されたと推定される。

註５）福岡県福岡市西区に所在する古墳で、径14ｍの円墳で単室両袖形の横穴式石室である。６世紀後半～末と推

定される。

註６）山口県下関市に所在する古墳。
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註７）福岡県小郡市に所在する古墳群で墳径は周溝まで含めると23.5ｍ、楕円形気味の円墳で、複室の横穴式石室

を内部主体とする。６世紀中葉～後半に推定される。

（参考文献）

高山明ほか　『持丸古墳群―甘木市安川町大字持丸所在古墳群の調査―甘木市文化財調査報告　第一集』 甘木市教

育委員会　1974年

土生田純之ほか　「横穴式古墳構築過程の復元」『古墳構築の復元的研究』 雄山閣　2003年

川述昭人　『山王山古墳―福岡県八女郡広川町大字長延所在古墳の調査―広川町文化財調査報告書　第三集』 広川

町教育委員会　1983年

下村智・加藤良彦　「広石遺跡群Ｃ地点・広石古墳群Ｖ群」『生松台―西区野方土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財

の調査―福岡市埋蔵文化財調査報告書　第226集』 福岡市教育委員会　1990年

瀧本正志　『三苫京塚古墳―福岡市埋蔵文化財調査報告書　第243集―』 福岡市教育委員会　1991年

速水信也　『三沢古墳群 II―三沢土地区画整理事業関係埋蔵文化財調査報告書７―小郡市文化財調査報告書　第79

集』上巻　小郡市教育委員会　1992年
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（2）遺物について

１．大型平底壺

朝日天神山古墳群では、これまで類を見ない大型平底壺がまとまって出土した。２号墳からは合

計40個体以上が出土している。

２号墳の前方部側に位置する１トレンチの内側周溝からは完形に近い形で２個体分が出土した。

同じく前方部側の２トレンチからも口縁部と胴部の大型破片がそれぞれ検出されている。北側クビ

レ部に設定した５トレンチからは完形に復元できる５～６個体分がまとまって出土しており、各ト

レンチの中では最も集中している。同じくクビレ部に位置する６トレンチからも口縁部の破片が多

くみられ、その他、大型器台が10個体以上と短頸壺などが出土していて注目される。南側クビレ部

に設定した10トレンチには完形を含む大型破片がまとまっており、特に胴部から底部の破片が目立

つ。クビレ部に近い14トレンチからも口縁部や胴部下半がまとまって出土している。同時に大型器

台や完形の横瓶などが伴っていた。後円部側の17トレンチからは口縁部の破片が１点のみ検出され

ている。また、後円部側のＡ区では破片ではあるが、口縁部、肩部、底部などがそれぞれみられ、

後円部北側に設定したＢ区では、６トレンチに近いこともあって大型器台が多く出土している。Ｃ

区は前方部側に位置する調査区で、数は多くないが大型の破片が出土している。２号墳では破片ま

で含めると全面的に出土するが、完形品や大型破片の検出状況は二重に巡る周溝の内側周溝からで

あり、特に両側のクビレ部に集中し、前方部側からも完形もしくは完形に近い形のものが出土する

傾向にある。

このように、出土状況から見ればこれらの大型平底壺は墳丘に樹立されていたと考えて差し支え

なかろう。つまり、埴輪と同じ用途に供されたものと考えることができる。

また、１号墳には15本のトレンチを入れたが、前方部側の１トレンチと後円部側の６トレンチか

ら原位置をとどめない状態で破片がわずかに出土したのみであり、１号墳にはもともと大型平底壺

は伴っていなかったとみた方がよさそうである。

次に、形態的特徴をみてみると、器形や調整、施文（第60図）など個体差が大きく、どれひとつ

として同じものは存在しない。しかし、大枠で括ると４類に分類が可能（第59図）である。

Ｉ類　全体的な器形は肩部が張らずなで肩で、最大径は底部にあるものが多く安定したプロポー

ションを有している。口縁部は緩やかに外反し端部は内傾するものがある。口縁端部外面には櫛描

波状文を施すものと無いものが存在する。口縁部内面は無文でナデ仕上げである。底面は厚くしっ

かりと作られ、接合痕の分る個体では底面の外側に粘土紐を接合して積み上げている。底部外面に

はヘラケズリが施される。器高は44.8～48.3cm、底径は26.0～29.0cmである。口径は25.0～25.8

cmであるが、20図－３は全出土資料中最も口径が大きく33.2cmを測る。それぞれ調整の違いによ

ってさらに３つに細分することができる。

ａ　25図－１、ｂ　20図－3、ｃ　25図－２

Ｉ類は概ね作りは良好であるが出土個体数は少ない。他の大型平底壺のモデル的存在であろうか。

ｃは作りがやや粗雑で調整は II類に類似している。

II類　全体的なプロポーションはなで肩であるが胴部に丸味を持っている。口縁部は外反するもの

と立ち気味のものとがある。端部は僅かに内湾し、端部外面には櫛歯刺突列点文を施す。また、

口縁部内外面には櫛描波状文が施文される。胴部外面は粗い縦方向の平行タタキの後ナデ調整が加
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えられカキ目を施さない。内面には当て具痕が僅かに残る。底面はしっかりした作りで、底面の上

に粘土紐を積み上げている。調整の違いによってさらに２つに細分することができる。器高は

47.7cm、口径24.4～28.9cm、底径27.0cmを測り、法量的にはＩ類と変わらない。

ａ　20図－４、ｂ　26図－２

II類はＩ類に比べ肩部が丸味を持って張っている。個体数はＩ類に比べかなり増加している。

III類　全体的なプロポーションは肩部に張りを持ち、胴部には張りを持たず直線的に底部に到る

タイプである。口頸部も直線的に立ち上がって大きく外反し、端部はやや内湾する。口頸部は比較

的長く、外面全体に数段の櫛描波状文を施している。端部外面には櫛歯刺突列点文を施すものとそ

うでないものが存在する。口縁内面には３段の櫛描波状文を施文する。胴部外面は縦方向の平行タ

タキで調整された後、横方向のカキ目が施されている。内面には同心円の当て具痕が残っているが

多くはナデ消されている。底面は上げ底気味になるものが多い。底部の接合痕の明らかなものは底

面の上に粘土紐を積み上げている。底部外面にはヘラ削り調整がみられるものがある。口径は26.4

～28.5cm、器高は50.5～59.6cm、底径28.7～31.0cmを測り、法量的には最も大きい類である。こ

れらもさらに細分することができる。

ａ　26図－１、ｂ　32図－７、ｃ　42図－３

III類は II類よりもさらに肩部が張り全体的に直線的な感じを受ける。２号墳出土の個体の中では

このIII類が最も数が多い。 II類とともに大型平底壺の主体を占めるものである。

IV類　これまでのＩ類～ III類と趣を異にするタイプのものである。肩部以上を欠失するが、なで

肩を呈すると推察され、胴部最大径は下半に位置する。底面は製作時の重みでへたって外開きにな

っている。復元底径は34.5cmを測る。外面調整は縦方向のナデを施した後、部分的に横方向の工具

ナデが施されている。内面もナデ調整で成形されている。極めて稚拙な作りでタタキ技法は使用さ

れていない。類例はほとんど無く、イレギュラーな製品といえよう。

以上、４分類してそれぞれの特徴をみてきた。器形は30cm前後の大きな平底を有し、底部に穿孔

などは認められない。胎土は精良で、焼成は堅緻に焼き上がったものとそうでないものとが存在す

る。特に平底壺の多くは底部付近の焼成があまり良くない。また、焼成堅緻な個体の底部には窯床

や固定に使用したと考えられる粘土の塊りが熔着している。このことは平底壺が正立した状態で焼

成されたことを示している。中には底面に植物繊維の圧痕なども観察される。

ところで、これらの大型平底壺は底面の粘土塊熔着状況から、大型器台や環状把手付横瓶，高坏、

蓋坏など須恵器と同一の窯で焼成されたことが分かる。これらの須恵器は器壁がやや厚めであるも

のの同時期の須恵器と製作技法や調整、施文技法など大きく異なることはない。このように窯詰め

が同じであるとすれば、他の須恵器と同様大型平底壺も須恵器工人によって製作されたことは間違

いなかろう。墳丘に樹立することを目的に製作されたためか、一般的な須恵器と比較すれば器壁が

厚く、粗雑な作りで極めて異質なものになっている。

それでは何をモデルとして製作されたものであろうか。国内では今のところ全く同じような類例

はない。時期的、形態的特徴や調整技法からみれば古墳に副葬される、いわゆる百済系とされる平

底瓶や福岡県稲築町次郎太郎２号墳出土の須恵器系埴輪 (1) （第67図１・２）が参考になろう。百済

系平底瓶については福岡市広石古墳Ｉ－1号墳出土例 (2) をもとに小田富士雄氏によって研究 (3) が開始

された。広石古墳出土例は短頸で胴部の張った器形であるが、大型平底壺に器形が類似したものに
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は、春日市赤井手古墳 (4)（第67図10・11）、粕屋町脇田山古墳 (5)、荒尾市野原７号墳 (6) （第67図９）

例などがある。これらは最大径が底部や底部近くにあり安定したプロポーションを有している。外

面には凹線文や縦方向の平行タタキ、底部にはヘラケズリなどが施されている。また、やや形態は

異なるが筑紫野市剣塚第３号墳 (7)（第67図12）、甘木市大岩西部２号墳 (8) 例なども挙げられる。九州

以外では、愛媛県上難波南10号墳 (9)、大阪府神山丑神６号墳 (10) 出土例などが参考になろう。この２

例については胴部に環状把手が付いていて興味深い。

一方、次郎太郎古墳出土の須恵器系埴輪とされるものは、内底面にヘラケズリが施され、外面に

平行タタキとカキ目、内面には同心円の当て具痕が明瞭に残っている。形態的には底部から外開き

に立ち上がるが、調整は大型平底壺に類似している。これらについては実見する機会 (11) を得たが、

その際、所蔵されていた資料の中に平底壺の破片が１点存在していた。復元底径は23cmで、やや外

開きに立ち上がっている。同古墳出土品かどうかは確定できなかったが、朝日天神山古墳以外にも

平底壺の存在が明らかになった。次郎太郎2号墳はＭＴ15形式と報告されているので朝日天神山２号

墳よりも時期的には古い。今後、系譜関係があるのかどうか検討が必要であろう。なお、２点の須

恵器系埴輪とされるものは有孔の平底壺である可能性が高いが、これらについては既に大竹弘之氏 (12)

や若松良一氏 (13) らが指摘しているところである。

以上のことから、大型平底壺は嘉穂地方の古墳群の影響を受けつつも、赤井手古墳や野原７号墳

例などの６世紀前半代に属する平底瓶をモデルとして成立 (14) したものではなかろうか。これらの平

底瓶の高さを２倍にすると、大型平底壺１類ａに極めて近い形態となる。

それでは、これらの平底壺はどこで生産されたのであろうか。底部に熔着した粘土塊に軽石が多

く含まれていることから、在地産であることは間違いない。西方30kmに位置する朝倉窯では５世紀

前半以降、渡来系工人によって須恵器の生産がなされ、５世紀後半まで操業される。５世紀後半に

は窯拡散の動きがみられ (15)、各地に新たに窯が成立する。日田地方では今のところ窯の存在は明ら

かではないが、地域色の強い須恵器が分布する。２号墳から出土した環状把手付横瓶はそのひとつ

で、他に類例を見ないものである。直口縁で本来蓋が付いていた当り痕が残っている。市域内の法

恩寺４号墳 (16) 出土の提瓶には４個の環状把手が付く。また、吉井町出土の提瓶も胴部に環状把手を

持っているし、甘木市の古熊古墳 (17) 出土の提瓶には横位置に環状把手が付いている。これらの資料

は類似点が多く、近くに窯の存在が推測される。愛媛県及び大阪府で出土している環状把手を持つ

平底瓶の存在も気になるところである。

いずれにしても、大型平底壺は在地の窯で焼成され、櫛描波状文や刺突列点文が多用されること

などを考慮すると朝倉窯の系譜を引く工人が関与していた可能性も捨てきれない。大型平底壺は墳

丘に立て並べる仮器として、古墳造営者の発注に応じて短期間に生産されたものではなかろうか。

（下村）

註１）上野智裕・岸本圭　『次郎太郎古墳群』稲築町文化財調査報告書第４集　稲築町教育委員会　1997年

水ノ江和同・重藤輝行・尾園晃・岸本圭　「福岡県稲築町次郎太郎古墳群の研究」『九州考古学』第72号

1997年

註２）山崎純男・柳沢一男・浜石哲也編　『広石古墳群』福岡市埋蔵文化財調査報告書第41集　福岡市教育委員会

1977年

註３）小田富士雄　「西日本発見の百済系土器」『古文化談叢』第５集　1979年
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※番号は図版番号と同一
第60図　大型平底壺拓影（1/4）



註４・５）丸山康晴編　『赤井手遺跡』春日市文化財調査報告書第６集　春日市教育委員会　1980年

註６）坂本経尭　「荒尾野原古墳」『肥後上代文化の研究』 1979年

中原幹彦　「野原古墳群」『荒尾の文化遺産』荒尾市史別編一　2003年

註７）石山勲編　「剣塚第３号墳」『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告』ＸＸIV上巻　福岡県教育委員会

1978年

註８）柳田康雄　「大岩西部２号墳」『甘木市史資料』考古編　福岡県甘木市　1984年

註９・10）田口一郎　「平底短頸瓶覚書」『群馬考古学手帳』５　群馬土器観会　1995年

註11）稲築町教育委員会の上野智裕氏にご配慮頂いた。

註12）大竹弘之　「韓国全羅南道の円筒型土器」『前方後円墳と古代日朝関係』朝鮮学会　2002年

註13）若松良一　「武蔵埼玉古墳群と朝鮮半島系遺物」『古代史研究』第18号　古代史研究会　2001年

註14）若松良一編　『奥の山古墳　瓦塚古墳　中の山古墳』埼玉古墳群発掘調査報告書第７集　1989年

報文では、中の山古墳出土の有孔平底壺のモデルはいわゆる百済系の平底壺に求められた。註13では韓国全

羅南道の栄山江流域にみられる在地の古墳に伴う有孔平底壺に類例が求められている。

註15）吉武孝礼・松尾宏　「北部九州における渡来文化の様相」『渡来文化の受容と展開』第46回　埋蔵文化財研

究集会　発表要旨集　埋蔵文化財研究会　1999年

註16）賀川光夫編　『大分県日田市法恩寺古墳』日田市教育委員会　1959年

註17）柳田康雄　「古熊古墳」『甘木市史資料』考古編　福岡県甘木市　1984年
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１　朝日天神山古墳群

４　剣塚第３号墳

２　野原古墳群

５　次郎太郎古墳群

３　赤井手古墳

６　天観寺山窯跡群



２．三輪玉

三輪玉は古墳時代中期から終末期にかけて見られる大刀の装飾具である。三輪玉に最初に注目し

たのは神田孝平氏で“枕石”、また大和の三輪山より多く出土するので“三輪玉”ともいうと記して

いる (1)。用途については、神田氏は馬具説を唱え、濱田耕作氏は首飾りとして考えている (2)。その後、

後藤守一氏が大刀形埴輪の研究を行なう中で三輪玉が大刀の勾金の装飾であることを確認し、用途

が確定した (3)。また、氏は三輪玉出土古墳の集成を行っている。さらに堤圭三郎氏は坊主山１号墳出

土の三輪玉についての考察を加え、形態や刀剣への装着個数などから時期変遷を指摘している (4)。

三輪玉は伊勢神宮の20年に１度の式年遷宮に際して作り替えられる“玉纒太刀”に付く装飾の原

形として考えられている (5)。白石太一郎氏は三輪玉の付く大刀を伝統的な倭風の大刀と考え、畿内の

最高支配者層やそれに準ずる被葬者の古墳ではこの種の大刀の副葬や大刀形埴輪の樹立という伝統

的価値観を重視していたと考えている。このようなことから三輪玉を装着した大刀はある種、権威

の象徴として捉えることができると考えていいだろう。

以上のような観点から現在確認されている三輪玉について考えてみたい。

現在、三輪玉の出土が確認されているのは、第62図・第12表に示すとおり、全国で51ヶ所あり、

そのほとんどが古墳の主体部からのものである。この他に、沖ノ島の祭祀遺跡出土のものや集落か

らの出土・表採品があるが、ここでは古墳出土のものについて見ていきたい。

三輪玉が出土した古墳は現在48ヶ所確認されており、北は福島県から南は佐賀県・大分県まで全

国にわたって見られ、畿内とその周辺で23ヶ所とほぼ半数が集中している。

三輪玉の素材には金銅製や水晶製・銀製・碧玉製などがあり、素材により形態に差異が見られる。

金銅製や青銅製は背面が中空になっているのに対し、水晶製や碧玉製のものは背面を平滑に仕上げ

ている。ここで、この素材別に出土古墳の数をみると金銅製・水晶製両方が出土している古墳が１

ヶ所、金銅製が18ヶ所、水晶製が12ヶ所、その他青銅製・碧玉製・銀製などが数ヶ所で出土おり、

大半が金銅製と水晶製という傾向がある。

次に出土古墳の墳形・時期をみていくと、前方後円墳が21ヶ所、円墳22ヶ所、その他不明が５ヶ

所となっている。これらの古墳は５世紀中頃から７世紀代まで古墳時代中・後期を通じて見られる

が、もっとも多く出土している時期は６世紀前半、次いで６世紀後半が多い。これを先ほど述べた

素材の面からみると、５世紀中頃から後半にかけては金銅製が多く、水晶製が出現するのは５世紀

末から６世紀初頭の段階である。この後、６世紀後半まで金銅製と水晶製の双方がみられるが、

徐々に金銅製の数は少なくなっており、水晶製の数が増加している。

ここで三輪玉を所有する古墳が、地域内においてどのような位置付けになっているかを考えてみ

たい。まず、畿内で三輪玉を所有する古墳は６世紀前半を中心として５世紀中頃から７世紀初頭に

至るまでみられ、各地域の首長が大和王権との姻戚関係など、深い関わりの中で三輪玉を所有して

いたと考えられる。こうした観点に立てば、畿内以外の地域で三輪玉を所有している古墳は、鏡や

大刀類などの副葬品からその地域での最上位となる首長墳で、大和王権との深い関係にあったとみ

ていいだろう。そこで、畿内以外の地域の古墳が地域首長墓として首長系列の継続的な流れの中で

築造される古墳（継続的首長墳）と朝日天神山古墳群のようにそうでない古墳（非継続的首長墳）

とに分けて考えてみたい (6)。まず、継続的な首長系列の中で築造された古墳は、５世紀後半：和田山

５号墳・向出山１号墳、６世紀前半：めんぐろ古墳・長者ヶ平古墳・山津照神社古墳・鴨稲荷山古
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墳・十善の森古墳・簗瀬二子塚古墳・御三社古墳・蝦夷穴古墳、６世紀後半：池尻15号墳・西宮山

古墳・丸山塚古墳・将軍山古墳・二子山古墳である。一方、非継続的な首長系列の中で築造される

古墳は、５世紀後半：山ノ神古墳、６世紀前半：島田塚古墳・上ノ山古墳　６世紀後半：朝日天神

山１号墳となる。畿内周辺や北陸・関東では、継続的首長墳が三輪玉をもっているのに対し、非継

続的首長墳は北部九州とその周辺域に存在している。

ここで注目されるのが、福岡県の沖ノ島７号遺跡出土のものである。ここでは滑石製・水晶製が

計17点出土している。沖ノ島遺跡では４世紀後半から９世紀前半までの祭祀遺構が確認されており、

このうち７号遺跡では甲冑・装身具・馬具・鏡・大刀などが出土し、時期は５世紀後半から６世紀

代に比定されている。詳細な検討が必要であるが、北部九州で三輪玉所有古墳が増加する時期と重

なることと無関係とは考えにくい。また、これらの遺物は夥しく量が多く、その内容から国家祭祀

の場として位置付ける考えが定着しているが、高島徹氏は国家祭祀と規定できるのは奈良時代以降

と指摘されている (7)。

こうした点から三輪玉を所有した首長層が国家祭祀に直接的に関係したと断定できないが、やは

り、前述したように大和王権と深い関係があると考えられる。これらの古墳が増加する６世紀前半

は、磐井の乱を契機として、大和王権と地方首長との関係に変化が生じることが指摘されている(8)。

こうしたことから継続的首長墳は６世紀前半以前においては、大和王権との緩やかな連合体の中で

の関係の中にあり、さらに磐井の墓とされる岩戸山古墳でも三輪玉を彫った石製品が出土している

ことは磐井が乱を起こす以前は大和王権の連合体に属していたと考えることもできる。ただ、磐井

の乱の前後においては、諸説あるが、政情不安定な時期であり、そうした中で非継続的首長墳は権

力強化を狙った大和王権と地方首長の従属的関係の中で三輪玉を保有していたのではないだろうか。

継続的首長墳においてもこの時期以降はその関係に変化が生じたと思われる。

最後に繰り返しにはなるが、６世紀前半以降、非継続的首長墳が北部九州を中心とした地域に展

開していることは、磐井の乱前後における地方基盤の強化を図る目的で三輪玉という祭祀的な遺物

を共有することで、大和王権の傘下に置く目的があったと思われる。朝日天神山古墳群の被葬者が

首長層として出現するのは、在地勢力の伸張によるものか、新興勢力によるものか、さらに詳細な

検討が必要であるが、この時期における大和王権の基盤強化に参画し、日田盆地を含む筑後川上流

域の支配者層としての地位を確立したのではないかと考えられる。 （若杉）

註１）神田孝平　『日本石器時代図譜』1885年

註２）濱田耕作編　「近江国高島郡水尾村の古墳」『京都帝国大学文学部考古学研究報告』第八冊　1923年　

註３）後藤守一　「所謂消火器形埴輪に就て」『考古学雑誌』第22巻7・8・12号　1932年

註４）堤圭三郎　「宇治市坊主山古墳出土の三輪玉について」『史想』第14号　1968年

註５）白石太一郎　「玉纒太刀考」『国立歴史民俗博物館研究報告』第50集　1993年

註６）石野博信編　『全国古墳編年集成』1995年　雄山閣出版、河上邦彦『古墳時代の研究』10地域の古墳Ｉ　西

日本、岩崎卓也編　『古墳時代の研究』11地域の古墳 II 東日本　1990年　雄山閣出版などを参考にした。

註７）高島徹　「第三章 祭祀と遺跡・遺物 三 海と山の祭祀」『平成９年度春季特別展　まつるかたち－古墳・飛鳥

の人と神－』大阪府立近つ飛鳥博物館　1997年

註８）佐藤長門　「倭王権の列島支配」『古代史の論点４　権力と国家と戦争』小学館　1998年
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第62図　三輪玉出土古墳・遺跡分布図
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第12表　三輪玉出土古墳一覧表

古墳（遺跡）名 所　在　地 墳　形 規模 主　体　部 種類 時　期 副　　葬　　遺　　物 備　　考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

38

37

36

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

蝦夷穴古墳

簗瀬二子塚古墳

後閑３号墳

御三社古墳

二子山古墳

七廻り鏡塚古墳

将軍山古墳

御領原古墳群
（大塚古墳群）

本郷大塚古墳

舟木山29号墳

千田17号古墳

和田山５号墳

向出山１号墳
（２号石室）

十善ノ森古墳

丸山塚古墳

山津照神社古墳

岡山古墳

雲雀山古墳

鴨稲荷山古墳

二塚古墳

星塚古墳

藤ノ木古墳

植山古墳

船付山古墳

珠城山３号墳

外鎌山北麓古墳群
竜谷支群８号墳

鳥見山古墳

市尾宮塚古墳

坊主山１号墳

海北塚古墳

南塚古墳

青松塚古墳

芝山古墳

愛宕塚古墳

藤の森古墳

西宮山古墳

小野王塚古墳

池尻15号墳

槌ヶ谷出土

長者ヶ平古墳

西Ｉ遺跡

めんぐろ古墳

上ノ山古墳

大峰台客谷地区６号墳

尾崎・天神山遺跡
１号墳

稲童21号墳

山ノ神古墳

沖ノ島7号遺跡

島田塚古墳

竜王崎古墳群６号墳

朝日天神山１号墳

岩戸山古墳

福島県須賀川市

群馬県安中市

群馬県安中市

群馬県富岡市

群馬県藤岡市

栃木県下都賀郡大平町

埼玉県行田市

神奈川県伊勢原市

長野県須坂市

岐阜県本巣市

岐阜県恵那市

石川県能美市

福井県敦賀市

福井県遠敷郡上中町

福井県遠敷郡上中町

滋賀県坂田郡近江町

滋賀県坂田郡近江町

滋賀県東浅井郡湖北町

滋賀県高島市

奈良県葛城市

奈良県天理市

奈良県生駒郡斑鳩町

奈良県橿原市

奈良県橿原市

奈良県桜井市

奈良県桜井市

奈良県桜井市

奈良県高市郡高取町

京都府宇治市

大阪府茨木市

大阪府茨木市

大阪府茨木市

大阪府高槻市

大阪府八尾市

大阪府藤井寺市

兵庫県龍野市

兵庫県小野市

兵庫県加古川市

岡山県牛窓町

鳥取県西伯郡淀江町

島根県簸川郡斐川町

島根県浜田市

山口県下関市

愛媛県松山市

福岡県遠賀郡遠賀町

福岡県行橋市

福岡県嘉穂郡穂波町

福岡県宗像市

佐賀県唐津市

佐賀県杵島郡白石町

大分県日田市

福岡県八女市

円墳

前方後円墳

円墳

前方後円墳

前方後円墳

円墳

前方後円墳

？

円墳

円墳

円墳？

前方後円墳

円墳？

前方後円墳

円墳

前方後円墳

前方後円墳

円墳

円墳

前方後円墳

前方後円墳

円墳

長方形

円墳

前方後円墳

円墳

？

前方後円墳

前方後円墳

円墳

前方後円墳

円墳

前方後円墳

帆立貝？

円墳

前方後円墳

円墳

円墳

表採(不明）

前方後円墳

集落

円墳

前方後円墳

円墳

円墳

円墳

前方後円墳

―

前方後円墳

円墳

前方後円墳

前方後円墳

37m

78m

12.6m

？

57m

28m

91m

？

20m

？

20m

63m

60m

60m

50m

50m

？

10数m？

60m

60m

38m

48m

？

？

47.5m

？

？

44m

45m

？

50m

20m

26m

？

24m

34.6m

45m

35m

―

60m

―

？m

108m

8m

？

22m

80m

―

35.2m

？

33m

138m

横穴式石室

横穴式石室
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３．石枕

１号墳で石枕と思われるものが出土している。本項ではまず、古墳時代の枕の概略を検討する。

その後、本墳出土の枕の位置づけについて考えてみたい。

古墳時代の枕を全国的にとりあつかった文献としては、『図録　日本の石枕』（千葉県立房総風土

記の丘1979）や安藤氏の論考（1988）があり、それらに古墳時代における多種多様の枕が集成され

ており、若干枕の種類、分布域に補足があるものの、今日でも、各材質・各形態の枕の分布傾向は

ほぼこれらの集成で基本的な概略がつかめることには変わりない。これらの集成を中心に、管見に

ふれたものを含めて作成したものが第63図の分布概念図である。遺漏があるかと思うが現時点で各

枕の分布に関しては当図のように考えている。

以下、各枕について概述していく。なお、分類に関しては前述の『図録　日本の石枕』の分類案

を大枠としつつ、若干の細分をおこなった私案を提示する。

Ａ類（木製枕）（第65図）：木製の枕。実際は多数存在すると思われるが、有機質で腐食しやすい

ため詳細不明。福井県・兵庫県で1例ずつ出土。

Ｂ類（石枕造付石棺）（第64・65図）：割竹形・舟形などの石棺の身に枕を彫り込んでいるもの。

Ｃ類（石枕）：埋葬施設とは別部品で、遺構というよりも遺物の概念に含めたほうが良いもので、

頭部を設置する部分に目的に応じた加工が施されているもの。本稿ではさらに細分し、滑石系統の

枕で、頭部を設置する箇所の周辺に高縁をめぐらし、立花をたてる立花受孔をもつもの（立花を伴
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第63図　古墳時代における枕の分布概念図（ただしＧ類は弥生終末も含む）
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○：Ａ類（木製枕）、Ｃ－１類（常総型石枕）、Ｃ－４類（琥珀製の枕といった特殊で、

類例の皆無なもの）、Ｈ－２類（土器枕。一部を打ち欠いたもの）、Ｉ－１類（埴製枕）、

Ｊ類（枕造付陶棺）、Ｋ類（陶枕）、Ｌ類（玉枕）

※：Ｂ類（石枕造付石棺）

●：Ｃ－２類（石枕。頭部を設置する箇所に加工がなされている以外にその周辺に何

らかの装飾があるもの（高台があるものを含む））。

◎：Ｃ－３類（頭部を設置する箇所に加工がなされているもので、周辺には装飾がみ

られないもの）。

□：Ｄ類（枕石。自然石）

Ｄ－１類：鳥取県で良く見られる板石をＶ字型に配置する枕。

Ｅ類（枕形彫り込みを有する横穴墓・横穴式石室）

△：Ｆ類（粘土枕）

■：Ｇ類（床面整形）

▲：Ｈ類（土器枕。須恵器・土師器を枕として転用しているもの。完形品を使用し

ているものをＨ－１類、一部を打ち欠いて使用しているものをＨ－２類とする。）

Ｉ－２類：（埴輪棺における埴輪片転用使用枕）

Ｍ類（立花のみ）



う場合あり）、所謂「常総型」（沼沢1980）(1) の範疇に含まれるものをＣ－１類（第65図）とし、

Ｃ－１類以外で、頭部を設置する箇所に加工がなされている以外にその周辺に何らかの装飾がある

もの（高縁があるものを含む）をＣ－２類（第65図）とし、頭部を設置する箇所に加工がなされて

いるもので、周辺には装飾がみられないものをＣ－３類（第65図）とする。琥珀製の枕といった特

殊で、類例の皆無なものをＣ－４類（第65図）とする。

Ｄ類（枕石）（第65図）：頭部を設置する箇所に、C－１類のような加工が施されていないもので、

自然石（板石・礫など）を使用しているもの。将来的にこれらの石の配置状況で細分することが可

能であると思われる。ここでは鳥取県で良く見られる板石をＶ字型に配置する枕をＤ－１類（第65

図）とする。

Ｅ類（枕形彫り込みを有する横穴墓・横穴式石室）（第64・65図）：横穴墓の床面や横穴式石室の

石屋形などの施設に枕形の彫り込みを有するもの。将来的には細分が可能であると思われる。

Ｆ類（粘土枕）（第64図）：主に箱式石棺の床面において頭部が埋置されている箇所に粘土で枕を

製作しているもの。

Ｇ類（床面整形）（第64・65図）：主に竪穴系埋葬施設で地山等の床面を整形し、枕としたもの。

枕部を一段高くしたものや、枕部を丸形やＵ字形に掘り窪めたもの。今後細分が可能と思われる。

Ｈ類（土器枕）（第65図）：須恵器・土師器を枕として転用しているもの。完形品を使用している

ものをＨ－１類、一部を打ち欠いて使用しているものをＨ－２類とする。

Ｉ類（埴製枕）：土製品。当初より枕を製作することを目的としたものをＩ－１類（第65図）、埴

輪棺における埴輪片転用使用枕をＩ－２類（第65図）とする。

Ｊ類（枕造付陶棺）：陶棺の身に枕を造り付けているもの。奈良県で１例出土。

Ｋ類（陶枕）：陶製の枕。群馬県で１例出土。

Ｌ類（玉枕）：玉類を連結させて骨格を作り、その上に絹布を巻いたもの。

Ｍ類（立花）：古墳より立花のみ出土のもの。

これらの分布を東日本から分布域が広いものを中心にみていく。Ｃ－１類（常総型）が茨城県お

よび千葉県を中心に分布し、分布図に表示していないもののＭ類（立花のみ）が千葉県を中心に茨

城県・群馬県・静岡県でそれぞれ１例みられるという状況である。Ｃ－２類（周辺に何らかの装飾

をもつもの）のうちＣ－１類と形態が類似し立花受孔をもたないタイプが分布規模をＣ－１類より

も小さくするものの茨城県・千葉県を中心に分布し、一部群馬県でも散見される。群馬県ではこの

ほか同様にＣ－２類で常総型に形態が類似せず、高縁のみのものがみられる。そのほか注目すべき

ものとしてはＫ類（陶枕）がある。

東北以北・北陸から中部にかけてはＡ・Ｂ・Ｃ－１・Ｃ－３・Ｉ－１類が散見される程度である。

近畿（京都府日本海側は中国地方に含めて説明する）ではＢ類（石枕造付石棺）が大阪府を中心に

みられる。またＩ－２類が埴輪棺の分布の広さと連動するように分布する。そのほか唯一の出土例

であるＣ－４類（琥珀枕）や２例のみの出土のＬ類（玉枕）がみられるのも注目される。Ｊ類（枕

造付陶棺）も類例がない。畿内およびその周辺ではＩ－１（埴製枕）みられる。

中国（京都府日本海側は中国地方に含めて説明する）では中国全域にわたってＤ類（自然石）が

目立つ。鳥取県の西側ではＤ－１類（板石をＶ字型に組む）が目立つ。京都府・島根県の一部でＢ

類がみられる。また、島根県ではＢ類（石枕造付石棺）と同様な分布でＥ類（枕形掘り込みを有す
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る横穴墓・横穴式石室）がみられる。京都府・兵庫県・鳥取県・島根県にわたってＨ類（土器枕）

がみられる。山口県は九州に主に分布するＦ類（粘土枕）・Ｇ類（床面整形）の分布域の一部を形成

している。

四国ではＢ類（石枕造付石棺）が香川県に集中する。

九州では、北部九州から中九州にかけて、Ｂ類（石枕造付石棺、熊本県を中心に佐賀県・熊本県

および大分県）、Ｅ類（枕形掘り込みを有する横穴墓・横穴式石室、熊本県を中心に福岡県・大分

県・宮崎県）、Ｆ類（粘土枕、福岡県を中心に熊本県・大分県・山口県）、Ｇ類（床面整形、福岡県

を中心に大分県・熊本県・山口県）、そしてＣ－３類（頭部設置箇所に加工、周辺に装飾無し、主に

熊本県・福岡県）が複雑に絡み合って分布する。また福岡県甘木市周辺では自然石使用のＤ類の枕

がみられる。

今一度これらのことをふまえ当古墳出土の石枕を検討してみると、当古墳のものは113Ｐで説明し

たとおり端部に面取りをおこなっており、三重県茶臼山古墳（第65図）でみられるような石棺の床

面を形成するＢ類である可能性はないし、福岡県王塚古墳（第65図）の石屋形内の様な枕形の掘り

込みを有するＥ類の可能性もない。よってＣ－３類と考えられる。Ｃ－３類の分布は九州（北部九

州～中九州にかけて）が分布の中心でその他の地域では散見される程度である。主体部は竪穴系埋

葬施設から横穴式石室とバラエティに富む。竪穴系埋葬施設では箱式石棺を主体部にするものがほ

とんどで、分布は概ね集中分布せず、散見程度ものが多い。主体部を横穴式石室に限ると、つまり

時期を古墳時代後期に狭めるとその分布域は、確かに大阪府で散見されるものの、分布の中心は九

州（北部九州～中九州にかけて）である（朝鮮半島においても第65図の様にみられる）(3)。朝日天神

山１号墳はすでに後円部側の主体部は破壊されているが、主体部想定箇所周辺に散在する石材の状

況や、前方部で一部確認されている主体部らしき石積みをおこなっていること、出土遺物から古墳

時代後期の築造であることなどから、後円部の主体部は横穴式石室であったと考えられる。よって

この分布とも矛盾しない。当古墳の石枕は、大枠では九州（北部九州～中九州にかけて）内の影響

下において成立したものと理解できる。

次にその具体的なルートについて考えたい。

日田盆地における後期のＣ－３類、およびそれに関連する可能性のあるＥ類（枕形彫り込みを有

する横穴墓・横穴式石室）の分布（それだけでなくすべての枕の分布もであるが）は、現時点では、

三隈川を境に北と南で分けた場合、すべて北側でみられるという状況である（第64図）。後期のもの

は当古墳の石枕（Ｃ－３類）のほかは、横穴墓の玄室内に枕を彫り込むものである（Ｅ類）。その形

状は、頭部を設置できる程度の方形の彫り込みを有するもの（第64図：小迫横穴墓群）や玄室の片

方の側壁に沿って床面を一段高く彫り残しているもの（同図：北友田横穴墓群）などがある。当該

期のこれら枕の分布は、他には先に示したとおり、肥後北部、および直方市や桂川町といった遠賀

川の中上流域に主に分布している。日田盆地はこの２箇所の中間に位置していること。また筑後川

上流域である日田盆地に、西側で隣接する筑後川中流域では、これらの枕が存在しないし、前段階

では例えば甘木市で日田盆地ではみられないＤ類の枕を使用することなどを鑑みると、前述のどち

らかからの影響下によってこれらの枕が成立したということは容易に想定できる。やや雑な話にな

るが、前時代の弥生時代を例にとっても、肥後における後期を代表する土器である黒髪式土器は日

田盆地においてはほとんどみられないなど肥後からの影響が希薄な印象をもつのに対し、一方遠賀
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第64図　古墳時代における各地の枕（１）（日田盆地及び大分県内）

2
5

41

3

12

3
4

朝日天神山�
　　１号墳�

坂手前遺跡（弥生終末）�

勘助野地遺跡�

瀬戸古墳群�
おごもり遺跡�

樫野古墳�

陣ヶ台遺跡�

川部高森古墳群�
伊美崎遺跡�

？�

  来縄割掛遺跡�
（弥生終末を含む）�
  来縄割掛遺跡�
（弥生終末を含む）�

上万田遺跡�

鬼の岩屋１号墳�
別府・折戸ノ上遺跡�

下山古墳・神下山古墳�

鉢ノ窪石棺群�

湯ノ上古墳�
仏原千人塚古墳群�

稲荷山�
　横穴墓群�

七ツ森�
 古墳群�

１．小迫横穴墓群

２．北友田横穴墓群

３．草場第２遺跡

４．羽野横穴墓群

５．尾漕２号墳

※Ｇ類は一部弥生終末も含む

※スケールは竪穴系埋葬施設が 1／60

横穴墓が 1／100
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Ａ類（権現山51号墳・兵庫県）

Ｃ－１類
（石神山２号墳

・千葉県）

Ｃ－３類（塚坊主古墳
・熊本県）

Ｃ－４類（竜田御坊山
３号墳・奈良県）

Ｉ－１類（おじょか古墳・三重県）

Ｃ－３類（伏岩里１号墳・韓国）

Ｃ－２類（新庄天神山古墳・岡山県）

Ｃ－３類（向野田古墳・熊本県）

Ｈ類（長瀬高浜遺跡１号墳
第１主体・鳥取県）

Ｉ－２類（瓦谷遺跡埴輪棺24・
京都府）

Ｂ類（深谷２号墳
・兵庫県）

Ｂ類（茶臼山古墳・三重県）

Ｂ類（島田塚古墳・佐賀県） Ｃ－３類（臼塚古墳・熊本県）

王塚古墳（福岡県）
Ｃ－３類（玄室寄りの２つ）
E類（石屋形内の２つ）

Ｂ類（岩崎山４号墳・香川県）

Ｃ－３類（深谷１号墳
第２主体・兵庫県）

Ｄ類（晩田山３号墳
第２埋葬・鳥取県）

Ｇ類（西潤野古墳１号土壙・
熊本県）

Ｄ－１類
（不入岡遺跡３区

SX－02・鳥取県）

※枕のみは1／15

竪穴系埋葬施設は 1／60

横穴式石室が 1／150

第65図　古墳時代における各地の枕（２）



川中上流域との関連は、立岩産の石庖丁の出土や吹上遺跡出土甕棺における螺旋状の多重突帯、遠

賀川中上流域を経由したと想定される弥生前期末に主に周防灘沿岸～関門地域にかけて分布する頸

部内面に突帯をもつ壺の出土など、枚挙に暇がない。よって筆者は後者つまり遠賀川の中上流域の

影響下で日田盆地の枕（Ｃ－３・Ｅ類）は成立したものと考える (2)。現時点で日田盆地南部において

枕が出土していないものこの証左と考えて良いと思われる。

最後に朝日天神山１号墳の枕における頭部を設置する箇所の形状について考えてみる。当古墳の

当該場所の形状は、平面台形である。該当するＣ－３類内はいうに及ばず、Ｃ類内、Ｂ類にも該当

する形はない。おもにこれらに形づくられるものは、半円・円形・頭部から肩部にかけての表現な

どである。当然、石以外の材質を使用するほかの枕の分類にも同様な形状はない。しかし、前述し

たＥ類のうち横穴墓に、方形の彫り込み枕を有するものがある。日田盆地でもこの形状がみられる。

小迫横穴墓群などは、第64図をみてわかるとおり朝日天神山１号墳に近接する。よって地域内での

頭部を設置する部分の形状のみ横穴墓より模倣した可能性も十分ありうると考える。

以上、やや大雑把に論を進めてきたが、まとめると、日田盆地の古墳時代後期の枕（Ｃ－３・Ｅ

類）は、大きくは遠賀川中上流域からの影響で成立したものと考える。そのうち朝日天神山１号墳

の石枕の場合は、頭部を設置する彫り込み部分が台形で、その形状は他では類をみないものである。

しかし横穴墓の中には方形の彫り込みをもつ枕が存在し、日田盆地にも存在する。よって朝日天神

山１号墳出土枕の平面台形部分の形状は、おそらく日田盆地内、当該横穴墓の枕の影響によって成

立したものと考えられる。 （吉田和彦）

註１）沼沢氏の1980年の論考を読むと、『常総地域における石枕はすべて高縁をめぐらし、またほとんどが立花受

孔をもつ。』とあることから、滑石系統で高縁をもち、立花受孔をもつものの形態に似ているものの、立花受

孔をもたないものも「常総型」の範疇に加えているものと思われるが、本稿では立花受孔がないものに関し

てはＣ－２類とした。

註２）現時点ではＧ類（床面整形）も同様に考えている。

註３）朝鮮半島でも、第65図の様にＣ－３類の枕は見られる。当古墳は朝鮮半島との関連がその他の出土遺物から

指摘されている。今回、朝鮮半島出土の石枕との比較検討はできなかったが、今後検討すべき方向性と考え

ている。

（参考文献）

安藤孝一　 「古墳出土枕考」『考古学叢考』下巻　斎藤忠先生頌寿記念論文集刊行会編　吉川弘文館刊行　1988年

千葉県立房総風土記の丘　『図録　日本の石枕』 1979年

沼沢豊　　 「東国の石枕」『古代探叢－滝口宏先生古希記念考古学論集－』滝口宏先生古希記念考古学論集編集委

員会編　早稲田大学出版部　1980年

※図出典は割愛させていただきました。
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４．伝1号墳出土遺物

須恵器

昭和初期の天満社建設の際に須恵器の坏蓋・坏身、高坏、長頚壺、提瓶などが出土している。こ

こでは、これら須恵器を器種毎にみていき、その特徴や年代などを考えていきたい。なお、文章中

の番号は第52図の番号と一致する。なお、型式名は陶邑編年を使用する(1)。

坏蓋は外面天井部が水平になるものと丸く仕上げられるものの２つが見られる。１は口縁端部を

外反させ、内側には明瞭に段がつく。口径は17.2cmとかなり大型である。また、天井部と口縁部の

境の稜線は明瞭でない。こういった特徴から陶邑編年のＴＫ10段階に位置付けられよう。２につい

ては、天井部が高く、丸く仕上げられる点はＴＫ209の特徴を示しているものの、口縁端部には若干

の稜が見られ、また、天井部と口縁部の境に凹線がわずかに見られる点など、古い特徴もみられる

ことから、ＴＫ43段階のものと考えておきたい。３は口径が11.2cmと小型化しており、口縁端部が

丸く仕上げられている点や全体に浅く、扁平気味になっている点などから、ＴＫ43段階と考えられ

る。

４の無蓋高坏は口縁部が直線的に外側に伸び、脚部が細長く絞られている点、また脚部には２段

スカシが見られる。さらに脚端部をやや内傾させ、この変換点下部の近くには浅い凹線をめぐらせ

ている点など、ＴＫ43段階のものと考えられる。５は比較的脚部が太く安定感がある点、長方形ス

カシを４方向に穿孔する点、さらに脚端部を緩やかに内傾させている点はＴＫ43のものと考えるこ

とができよう。

次に壺類をみていく。６は、脚付である点から少なくともＭＴ85段階以降のものと思われるが、

さらに口縁部の立ち上がりや頚部の太さからみてもＭＴ85の範疇に入るものと考えられる。７は大

きく外反する口縁部に、端部をわずかに内傾させている点、脚部には３方向の長方形スカシを先行

している点などはＴＫ43段階の特徴を示しているといえる。８に関しても７と同様、外反する口縁

部で、端部を内傾させている点、また頚部近くには刺突文を施している点など、やはりＴＫ43段階

とものと考えられる。

９は脚部が太く、ラッパ状に開く、安定した形態である。また、長方形のスカシが３方向に穿孔

している点や外に開いた端部を折り曲げてやや内傾させている点など、ＭＴ85段階の特徴とみるこ

とができる。10は脚の形態から直口壺、もしくは短頸壺になるものと思われる。この部位から時期

を直接的に決定するのは難しいが、中津市に所在する上ノ原横穴墓群20号横穴墓玄室出土のものに

同様の脚を持つ直口壺がある(2)。これと共伴する提瓶は、後述する13と同じ形態の把手を持ち、体部

背面は11と同様に膨らみを持たないタイプである。こういった点から時期はＴＫ43～ＴＫ209段階

にあたるとみられ、この脚も同様の時期のものと考えられる。

11～13の提瓶を見てみると、把手が付いているものとそうでないものが見られる。12、13は把手

が付いているが、輪状になるタイプでなく、鉤型になっている。こうしたことから把手の退化が始

まったと時期のものとみることができ、時期的には少なくともＴＫ43以降のものと考えられる。12

は把手がまったく残ってなく、その全体的な形状を知ることはできないが、貼り付け部分の立ち上

がり方から、比較的上方に伸びるものと考えられる。これに対し13は短く太いものとなっており、

さらに胴部下方へ向かって垂れ下がるように貼り付けられている。こうしたことから、どちらとい

えば12より退化形態を示すものと見られる。一方、11は把手の痕跡もまったくなく、体部背面の膨
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らみのほとんどないことから、より時期の下るものと考えられる。提瓶が存続する時期はほぼＴＫ

209を下限とすることから、この時期のものと見て差し支えないであろう。以上のことから12・13

がＴＫ43、11がＴＫ209段階のものとなる。

以上、伝１号墳出土須恵器について、個別にみてきた。２号墳を含めた本古墳群の築造年代につ

いては後節にゆずるが、ここでは須恵器のみで破壊された石室の構築時期についての所見を述べて

みたい。この一群の須恵器は下表に示すとおり上限をＴＫ10の坏蓋、下限がＴＫ209と時期幅の中

で捉えることができ、実年代では６世紀第２四半から６世紀末というところだろう。この中でも特

にＴＫ43を中心とする時期、６世紀第３四半から第４四半のものが中心となる。また、１号墳の８

トレンチからも須恵器の坏蓋・坏身を中心にまとまった出土があり、これらと時期はほぼ同じであ

るが、初葬・追葬の問題、前方部石室との関係などの検討を加えた上で後節において、年代につい

ての考察を行なう。 （若杉）

註１）田辺昭三　『須恵器大成』角川書店　1981年ほか

註２）村上久和他編　『上ノ原横穴墓群－一般国道10号線中津バイパス建設埋蔵文化財発掘調査報告書（２）』

大分県教育委員会　1989年

表　伝１号墳出土須恵器の時期変遷
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器種

坏蓋（１）

坏蓋（２）

坏身（３）

高坏（４）

高坏（５）

壺 （６）

壺 （７）

壺 （８）

壺 （９）

壺 （10）

提瓶（11）

提瓶（12）

提瓶（13）

時期 550 600

TK10 MT85 TK43 TK209



鉄器・馬具について

伝１号墳出土とされる剣、大刀、耳環、馬具等については、既に IV章で個々の説明を行ったので、

ここでは関連遺物を含めながら各遺物について考察していきたい。

１の特徴は、 元に１孔が穿たれていることである。この関連遺物としては奈良県藤ノ木古墳出

土 (1) の大刀１（第66図２）・４・５が挙げられ、これらの 元の同位置には孔が穿たれている。さら

に大刀１・５については孔の周りに連弧輪状文の象嵌が施されており、金銅製の三輪玉が付されて

いた捩り環頭の大刀である。ここで第66図１・２を比較すると、 元の形状は異なるが、同じ箇所

に孔が穿たれ、茎部の長さ、刀身幅、厚さともほぼ同じ法量であることから、象嵌はないものの伝

１号墳出土の大刀も同型式のものであると思われる。しかし、１号墳後円部側で水晶製の三輪玉が

表採されていることから、捩じり環頭大刀であった可能性もある (2)。

伝１号墳で報告している鐘形の棘葉形杏葉（第66図３）は、鉄地金銅張の棘葉形のベースに、鉄

地銀張の縁飾りを鋲で打ち留めた形状を呈しており、類例として４の新羅慶州皇吾里16号墳第１槨

出土のものがあげられる。また、伝１号墳として第55図１・２も鉄地銀張の心葉形をベースに、鉄

地銀張の飾縁を銀張鋲でとめる鏡板が対をなしてみられることから、３と第55図１・２はセット関

係であった可能性が考えられる。類例としてあげた４は、ＴＫ43に (3) 想定されている。

５は既に小田富士雄氏 (4) により紹介され、その中で吹上横穴墓群が類例として報告されているが、

今回新たに６の内畑古墳 (5)、７の鬼塚古墳群２号墳 (6) 出土例を挙げたい。６・７とも貝製品の中央部

に孔を穿ち、５弁の花紋様を呈する鉄地金銅張りの花形座に宝珠飾りの鉄芯を打ちこんでいる。こ

こで５を観ると、鉄芯の頭である宝珠飾りが欠損しているものの、鉄地金銅張りの５弁の花紋様を

呈する花弁座で、６・７と同じ形態であることからほぼ同一規格による製作であると思われる。時

期的には、６・７ともＴＫ43～209にかけてのものであると比定される。８については、花弁座を

貝製品に着けないタイプで、９の鷹巣横穴墓群４号墓出土のものが類例として挙げられる。頂部に

１段平坦面があり、装飾状の段を有さない鉢部に貝製品を嵌め込んでいることから、同形態である

と考えられる。時期的には横穴墓の形態から６世紀末のものであると想定されているが、石障や装

飾が施されている点から若干それよりも遡る可能性が高い。10は鞍金具の一部である磯金具で、類

例として11の大塚１号墳２号石室出土 (7) の鉄地金銅張のものが挙げられる。

以上から、伝１号墳の３・５・８・10についてもほぼＴＫ43におさまるものと考えられる。また、

１号墳の被葬者像を考えると、大刀と鉄地金銅張・銀張の馬具がセットで出土している点、３は日

本に類例がなく、朝鮮半島にあることから舶載品の可能性がある点などを考慮すると、大和王権の

対朝鮮半島政策における重要なポストに位置していた人物であったと考えられる。 （玉川）

註１）山内紀嗣　「木製刀装具からみた大刀生産」『鉄器研究の方向性を探る』第９回鉄器文化研究集会　2003年

註２）関川尚功　「（１）大刀」『斑鳩藤ノ木古墳二・三次調査報告書』斑鳩町・斑鳩町教育委員会　1998年　

註３）桃崎裕介　「笊内37号横穴墓出土馬具から復元される馬装について」『福島県埋蔵文化財センター白河館　研究

紀要2001』 2001年

註４）小田富士雄　「古代の日田」『九州考古学研究　古墳時代篇』学生社　1979年　

註５）福岡県久留米市に所在する、横穴式石室を主体部に持つ円墳である。時期はMT85～TK43に比定される。

註６）福岡県八女市に所在する横穴式石室を主体部にもつ古墳で、時期は６世紀後半と比定される。

註７）福岡県八女市に所在する１つの墳丘に２つの横穴式石室をもつ古墳で、時期はMT85～TK43に比定される。

－151－



－152－

第66図　伝１号墳出土遺物と関連資料（1/3）
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１・３・５・８・10：伝１号墳　２：藤ノ木古墳　４：慶州皇吾里16号墳　６：内畑古墳
７：鬼塚古墳群２号墳　９：鷹巣横穴墓群４号墓　11：大塚１号墳



（3）年代について

同古墳群に関する年代観は、真野和夫氏によって１号墳が６世紀中ごろ前後、２号墳は5世紀末か

ら６世紀初頭に位置づけられていた (1)。その後、大分県前方後円墳研究会によって２号墳の墳丘から

須恵器が採集され、それをもとに２号墳は１号墳よりも新しく６世紀後半から末の年代観 (2) が示さ

れた。

これまで５次にわたる調査によってある程度年代を推定しうる資料が得られたので、それらをも

とに年代観の検討をしておきたい。

１号墳の８トレンチで墳丘盛土のやや外側に位置するところから坏蓋・坏身がまとまって出土し

た。第17図９～12がそれである。９は坏蓋で口縁端部に段を有し、天井部と口縁部との境には明瞭

な沈線を１条、さらにこの沈線の下に全周しない沈線を施している。10～12は坏身で、10は受部の

立ち上がり角度がまだ強くて長い。口縁端部には段を有さず丸く仕上げられている。11は立ち上が

りの角度がまだ強く、そして長いが、10と比較したら立ち上がりはやや短くなっている。口縁端部

には不明瞭ながらも段を有している。12は立ち上がり角度がまだ強く長いが、10に比べたらやや短

くなっている。口縁端部には不明瞭ながら段を有する。外面底部付近にはヘラ記号の一部とみられ

る沈線が施される。これらの蓋坏は器形、端部の特徴、調整のあり方からＭＴ85からＴＫ43の時期

に相当するとみられるが、主体はＴＫ43である。

伝１号墳出土の須恵器はＭＴ10からＴＫ209までみられるが中心となるのはＴＫ43である。出土

資料及び神社建築時に出土した資料を総合して考えると、１号墳の築造時期は６世紀後半代、もう

少し細分すれば、６世紀の第３四半期にあると見てよかろう。伝１号墳出土の鉄器や馬具 (3)（第67

図）、三輪玉などの年代観とも大きな違いはない。

一方、２号墳に関する資料は、９トレンチから出土した坏蓋がひとつの時期を決めるのに役立つ

であろう。第32図１はほぼ完形の坏蓋である。中央部が窪んだつまみを持ち、口縁端部には段を有

している。外面全体に焼成時の熔着物が付着し、調整は判別できないような状態になっている。形

態的特徴からＴＫ10に相当しよう。第36図１は14トレンチから出土した坏身である。受部の立ち上

がりはやや内傾するが高く、端部には段を有している。時期はＴＫ10～ＭＴ85段階に比定されよう。

第40図10はＢ区から出土した坏蓋である。外面には１条の沈線が巡り、口縁部付近には明瞭ではな

いが段の名残りが見られる。これもＴＫ10～ＭＴ85段階に比定できそうである。Ｃ区からは第42図

１の坏身が出土している。口縁部には長さ6.1cmにわたって蓋の口縁部が熔着している。このことは

坏と身が重ねて焼かれていることを示している。時期的には上記と同じＴＫ10～ＭＴ85段階であろ

う。

以上、２号墳の蓋坏をみてきたが、周溝から出土した資料から判断するとＴＫ10～ＭＴ85段階に

おさまるものである。６世紀第２四半期に相当しよう。２号墳は主体部の調査がなされていないの

で主体部の副葬須恵器については分からないが、６世紀前半代に築造の時期を想定しても差し支え

なかろう。 （下村）

註１）真野和夫　「古墳時代」『大分の歴史　第１巻　ふるさと誕生』大分合同新聞社　1976年

註２）前方後円墳研究会　「大分県の前方後円墳集成（１）」『おおいた考古』Ｉ　大分県考古学会　1988年

註３）桃崎祐輔　「棘葉形杏葉・鏡板の変遷とその意義」『筑波大学先史学・考古学研究』第12号　2001年
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第67図　関連遺物と朝日天神山古墳群出土遺物実測図（1/8）
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VI

これまで行なってきた５次にわたる調査の内容や成果については、前章までに述べたとおりであ

る。ここではその成果について、簡単に記す。

まず、１号墳については、

１．墳長33.8ｍ、総長54.3ｍの規模の古墳であることが判明した。

２．石室はすでに後円部に存在することが判っていたが、今回の調査で前方部にも安山岩扁平

石を積んだ横穴式石室が存在することを確認した。

３．古墳の周囲に一重の周溝を巡らしている。が、場所によっては、墳丘の出入口的様相を示

すかのように途中で途切れている所もある。

４．墳丘と周溝との間にテラスを有していることが判明した。

５．遺物には、後円部の石室の中に副葬されていたであろう、被葬者が勾金に三輪玉をつけた

大刀を有していたことを物語る水晶製の三輪玉が発見されている。

６．古墳の年代は、これまで出土した遺物から６世紀後半頃に築造されたと考えられる。

次に、２号墳については、

７．墳丘の規模は約65ｍ、周溝まで含めた総長は85.5ｍを測り、大分県下の後期前方後円墳で

は最も規模の大きいものである。

８．主体部については、今回の調査では墳丘にトレンチを入れなかったため明確にできなかっ

たが、10トレンチで安山岩扁平石の石積みが確認され、前方部に第２石室の存在する可能

性が高まった。

９．これまで考えられてきた墳丘の方向が180度逆転し、西側が前方部、東側が後円部であるこ

とが明らかとなった。

10．周溝は二重に巡る鍵形であることが判明し、周溝の東側（１号墳側）は外側周溝が途切れ、

墳丘への出入口と想定される部分が明らかとなった。

11．内側周溝からは、大型平底壺や大型器台が発見されたほか、直口で両肩に環状の把手の付

いた横瓶などが出土している。

12．大型平底壺については、埴輪と同様に墳丘に樹立されていたと推定され、１号墳にはみら

れず、２号墳だけに利用された可能性が高い。

13．古墳の年代は周溝から出土した須恵器から、6世紀前半代、525～550年頃に築かれたと考

えられる。

こうした結果に、昭和３年に１号墳の主体部が破壊された時に発見された変形五獣鏡、馬具（心

葉形鏡板・雲珠・杏葉・留金具・鞍金具・辻金具）、須恵器（坏身・坏蓋・高坏・台付壺・提瓶）な

どの出土遺物の検討結果を含めると、

14．朝日天神山古墳群は筑紫君磐井の乱後に成立したもので、県内ではこの時期をもって前方

後円墳の築造は停止するが、大和との関係が深い北豊前は逆にこの時期から前方後円墳が

急に増加し、乱後に大和を中心に支配体制の再編が行われ、これに連動して交通の要衝で

ある日田の地にも大型前方後円墳が築かれたものと理解される。

15．こうしたことから、被葬者は日田盆地を支配するばかりでなく、三輪玉に象徴されるよう
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に大和との深い関係にあったと想定される。

朝日天神山古墳は、古くから知られていた前方後円墳でありながら調査機会に恵まれず、また１

号墳発見時に数多くの遺物が出土して古墳の重要性も早くから指摘されながらも今日まで保存措置

が行なえずに経過してきた。今回の発掘調査は古墳発見以後、70年近い年月を経てようやく実現し、

大きな成果を上げると同時に、大分県指定史跡として文化財保存を行なうことができた。これも関

係者の皆さんのご指導やご協力があってのことであるが、ここまでに至る間、終始古墳の管理者と

して、またご助言をいただいてきました地元の秋吉虎夫氏に、この場をお借りして感謝を申し上げ

ます。

最後に、今回の調査のうち、１次調査では２号墳の周溝が剣菱型に巡ると予想し、発表してきた

が、その後の調査で鍵型に巡ることが判明した。この場を借りて、訂正を行い、お詫びします。
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写真図版１

１次調査空中写真

５次調査空中写真



写真図版２

１号墳１トレンチ全景（西から）

１号墳１トレンチ遺構検出状況（西から）



写真図版３

１号墳１トレンチ列石および土層堆積状況（南から）

１号墳１トレンチ第２石室石組検出状況（西から）



写真図版４

１号墳２トレンチ全景（南西から）

１号墳２トレンチ墳丘土層堆積状況（南から）



写真図版５

１号墳２トレンチ周溝検出状況（南東から）

１号墳２トレンチ列石検出状況（西から）



写真図版６

１号墳３トレンチ近景（北から）

１号墳３トレンチ墳丘土層堆積状況（北から）



写真図版７

１号墳３トレンチ墳丘土層堆積状況（西から）

１号墳３トレンチ周溝土層堆積状況（東から）



写真図版８

１号墳４トレンチ全景（南から）

１号墳４トレンチ溝発掘状況（東から）



写真図版９

１号墳５トレンチ全景（南から）

１号墳５トレンチ遺物出土状況（南から）



写真図版10

１号墳６トレンチ全景（東から）

１号墳６トレンチ遺物出土状況（北から）



写真図版11

１号墳７トレンチ全景（南から）

１号墳７トレンチ墳丘土層堆積状況（南から）



写真図版12

１号墳７トレンチ墳丘基盤掘込状況（北から）

１号墳７トレンチ墳丘土層堆積状況（東から）



写真図版13

１号墳８トレンチ全景（南から）

１号墳８トレンチ遺物出土状況（南から）



写真図版14

１号墳９トレンチ全景（北西から）

１号墳９トレンチ墳丘土層堆積状況（南西から）



写真図版15

１号墳10トレンチ全景（北から）

１号墳10トレンチ近景（北から）



写真図版16

１号墳10トレンチ墳丘土層堆積状況（北から）

１号墳10トレンチ周溝発掘状況（南東から）



写真図版17

１号墳11トレンチ全景（南西から）

１号墳11トレンチ周溝発掘状況（北東から）



写真図版18

１号墳12トレンチ全景（北から）

１号墳12トレンチ周溝発掘状況（北から）



写真図版19

１号墳13トレンチ全景（東から）

１号墳14トレンチ全景（西から）



写真図版20

１号墳14トレンチＡ全景（北西から）

１号墳14トレンチＡ周溝土層堆積状況（北東から）



写真図版21

１号墳15トレンチ全景（北西から）

１号墳15トレンチ土層堆積状況（北東から）



写真図版22

２号墳１トレンチ全景（東から）

２号墳１トレンチ内側周溝遺物出土状況（南から）



写真図版23

２号墳１トレンチ内側周溝発掘状況（南から）

２号墳１トレンチ外側周溝発掘状況（南から）



写真図版24

２号墳２トレンチ全景（東から）

２号墳２トレンチ外側周溝発掘状況（南から）



写真図版25

２号墳２トレンチ内側周溝発掘状況（南東から）

２号墳３トレンチ内側周溝発掘状況（南西から）



写真図版26

２号墳３トレンチ内側周溝土層堆積状況（北西から）

２号墳３トレンチ外側周溝土層堆積状況（北西から）



写真図版27

２号墳４トレンチ全景（南東から）

２号墳４トレンチ内側周溝発掘状況（西から）



写真図版28

２号墳５トレンチ全景（南から）

２号墳５トレンチ外側周溝土層堆積状況（西から）



写真図版29

２号墳５トレンチ内側周溝発掘状況（北西から）

２号墳５トレンチ内側周溝遺物出土状況（北から）



写真図版30

２号墳５トレンチ内側周溝遺物出土状況（西から）

２号墳５トレンチ内側周溝遺物出土状況（北から）



写真図版31

２号墳６トレンチ全景（北から）

２号墳６トレンチ外側周溝発掘状況（西から）



写真図版32

２号墳６トレンチ内側周溝発掘状況（北東から）

２号墳６トレンチ内側周溝遺物出土状況（西から）



写真図版33

２号墳７トレンチＡ内側周溝発掘状況（南から）

２号墳７トレンチＢ墳丘土層堆積状況（東から）



写真図版34

２号墳７トレンチＢ墳丘土層堆積状況（北から）

２号墳７トレンチＢ墳丘土層堆積状況（北から）



写真図版35

２号墳８トレンチ全景（西から）

２号墳８トレンチ外側周溝発掘状況（南から）



写真図版36

２号墳８トレンチ内側周溝土層堆積状況（南から）

２号墳９トレンチ内側周溝発掘状況（北から）



写真図版37

２号墳９トレンチ内側周溝土層堆積状況（東から）

２号墳９トレンチ遺物出土状況



写真図版38

２号墳10トレンチ全景（北から）

２号墳10トレンチ墳丘土層堆積状況（南から）



写真図版39

２号墳10トレンチ墳丘土層堆積状況（東から）

２号墳10トレンチ内側周溝遺物出土状況（南から）



写真図版40

２号墳11トレンチ全景（南西から）

２号墳12トレンチ全景及び土層堆積状況（北から）



写真図版41

２号墳13トレンチ全景（南東から）

２号墳13トレンチ周溝土層堆積状況（南西から）



写真図版42

２号墳14トレンチ全景（北から）

２号墳14トレンチ遺物出土状況（北東から）



写真図版43

２号墳15トレンチ全景（北から）

２号墳15トレンチ周溝土層堆積状況（西から）



写真図版44

２号墳16トレンチ全景（北から）

２号墳17トレンチ発掘状況（北から）



写真図版45

２号墳17トレンチ土層堆積状況（東から）

２号墳Ａ区全景（真上から）



写真図版46

２号墳Ａ区周溝土層堆積状況（北から）

２号墳Ａ区遺物出土状況（東から）



写真図版47

２号墳Ｂ区全景（真上から）

２号墳Ｂ区内側周溝土層堆積状況（北西から）



写真図版48

２号墳Ｃ区全景（真上から）

２号墳Ｃ区外側周溝検出状況（北から）



写真図版49

２号墳Ｃ区内側周溝土層堆積状況及び遺物出土状況（北から）

２号墳Ｃ区外側周溝土層堆積状況（北から）



写真図版50

２号墳Ｄ区全景（北から）

２号墳Ｄ区周溝土層堆積状況（西から）
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18-1 18-2

18-3 18-4 18-5

18-7 18-8 18-14

17

18-9 18-10

18-11 18-13



写真図版52

18-12正面 18-15

18-12底面 18-15

25-1



写真図版53

20-4 25-2

26-1 32-7

28-1



写真図版54

20-1 20-2 20-2底面

21-1 21-2 21-3

21-4 24-1 24-2

24-3 24-4 26-2

26-3 26-4 26-5

26-6 26-8 27-1



写真図版55

27-2 27-3 27-4

27-5 27-6 27-7

27-8 27-9 27-10

27-11 27-12 27-13

27-14 28-2 28-3

28-4 28-5 28-6



写真図版56

28-7 28-8 28-9

28-10 28-11 28-12

29 32-1 32-2

32-3 32-4 32-5

32-6 32-8 32-9表

32-9裏 32-10 32-11



写真図版57

36-1

36-4 36-5

36-2 36-3

36-6

36-7正面 36-7側面 40-3

40-4 40-5 40-6

40-7 40-11

40-13 40-15

40-12

40-14



写真図版58
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付図１　朝日天神山古墳群現況測量図（Ｓ＝1/400）



3Tr

2Tr

1Tr

11Tr

15Tr

10Tr

14Tr
17Tr

9Tr

13Tr

2Tr

1Tr

9Tr

14Tr

10Tr

11Tr

12Tr

6Tr

13Tr

15Tr

5Tr

4Tr7Tr8Tr

3Tr.B

3Tr.A

Ｃ区�

Ａ区�

Ｂ区�

Ｄ区�

２号墳�
１号墳�

4Tr
5Tr

6Tr

12Tr

16Tr

7Tr

8Tr

3Tr

2Tr

1Tr

11Tr

15Tr

10Tr

14Tr
17Tr

9Tr

13Tr

2Tr

1Tr

9Tr

14Tr

10Tr

11Tr

12Tr

6Tr

13Tr

15Tr

5Tr

4Tr7Tr8Tr

3Tr.B

3Tr.A

Ｃ区�

Ａ区�

Ｂ区�

Ｄ区�

２号墳�
１号墳�

4Tr
5Tr

6Tr

12Tr

16Tr

7Tr

8Tr

付図２　朝日天神山古墳群トレンチ配置図（Ｓ＝1/400）
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